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　ニューヨーク・メトＭロポリタＥン美術Ｔ館は、世界有数の大美術館であり、博物館である。

セントラルパークの東に位置するこの建物には、三百万点の絵画や古美術が収められている。

　世界中から集まった人類の遺産。その展示と事細かな研究が、日夜行われていた。

　中でも美術館の地下深層に造られた遺産研究機関――通称・大地下室は、アメリカ最大級の設備を誇る。そしてここには、決して世に出ることのない一本の杖つえが収蔵されていた。

　この古代の杖は老ジョンと呼ばれる少年にとって、前二回と、今回の一生分を捧ささげるのに十分な、興味ある存在だった。

　杖は半世紀前にドイツ・ペルガモン博物館から回収され、アメリカにやってきた。そして現在までの五十年の間に、あらゆる計測器が開発された順に取りつけられている。

　電位、磁場、表面の物理的な湾曲、周囲のエーテル流動と生存物質エレメント検出。

　あらゆる研究対象を押しのけ、莫ばく大だいな予算が投入されていた。

　だが『杖つえ』に何かが起きたことは、これまで一度としてない。この古代の遺物は安置のためのテーブルとコードに囲まれたまま、ただの物体としてそこに横たえられていた。

「これまでだって、そうだったさ……」

　丈の長いローブ姿の老ジョンは、まだ幼さの残る声で呟つぶやいた。

　決して揺れることのない計器窓を監視する職員は、今はどこにもいない。ほぼ全員が、いま起きている未み曾ぞ有うの事態のため、駆り出されていた。だから誰だれもいない室内に響くのは、老ジョンの声だけだった。

『杖』は沈黙を保つもの。それは全く当たり前のことだと、これまでの彼は思ってきた。

人間同士のつまらない諍いさかいなど、この偉大な遺物は毛ほども気にしないだろう。

　だがそれでは――今回はどうか？

　今まさに起きている出来事は、大危機クライシスではないのか？

　地球上から世界樹の全ての枝が引き抜かれた時、竜ドラゴンたちはそう判断した。しかし杖は眠りについたまま、決して反応を返さない。

「もう死んでしまったのか？」

　なおも自分の執着を断ち切れない老ジョンは、ただ杖をじっと見守り続けていた。



　雷鳴の轟ごう音おんと閃せん光こう。雷雲の暗くら闇やみの中に、巨大な鳥のような影が一瞬浮かび上がった。自らも狂わんばかり音を周囲に振りまきながら、鉄の鳥は飛んでいる。

　雲の中に浮かぶ拳こぶしほどの巨大な雹ひようが、その表面を強烈に叩たたいていた。エンジンにも度々異音が混じる。しかし後方に引く二本のジェット光の中には、踊るようにちらつく影。追い立てられる巨大な鉄の鳥――戦闘機は、ターンに入ると雷雲を抜け出した。

　うって変わって飛び出した、冬の乾燥した空。機体が太陽光を黄金色に反射する。そしてその周りには、同じく雷雲を飛び出してきた漆黒の獣が五匹。

　獣はまとわりつくように追ってきていた。それぞれが六本持つ長い腕を、鉄の翼に伸ばそうとしている。マッハの速度をたたき出す、コウモリのようでいて何にも似ていない翼が、日没の近い太陽を覆うようにはためいていた。

　伸ばされた何本もの手の中で、戦闘機は強烈なロールを繰り出した。

　機体は間一髪で怪物たちの伸ばした手をすり抜ける。ほとんどを運に任せたかのような操作に、翼を持った奇妙な生き物たちは空中で衝突した。三匹が団子になって墜落、残りの二匹との距離もかなり引き離す。

　空から見た地上――東京は、昨夜から昨冬二月に続く大雪を観測していた。真っ白に染まった街のあちこちでは、いくつもの煙が上がっている。

　そしてその街の上。戦闘機の進行方向には、さらに多数の怪物が飛び交っていた。周囲を覆い尽くし、空は真っ黒だった。

　純白を背景とした、蠢うごめく黒。

　太陽の光以外は無彩色の中をわずかに、きらびやかな色を帯びた点が飛び回っている。

　光を反射する鱗うろこ。長い首の先にある誇らしげな角に、物理法則を無視して風を斬きる巨大な翼。国Ｕ連Ｎ軍Ｆを名乗る、竜ドラゴンたち。人が見ればその姿の神々しさを見間違うものはなく、黒い怪物と同じに見る者はいない。

　竜ドラゴンは高速で飛びながら、長い首の先から炎を吐く。それは揺らめかないまま風の中を叩たたき割って一直線に突き進んだ。まるで光線であるかのように、進路上にあった異キ形マ生イ物ラを次々に落としていく。圧勝していいはずの力の差が、そこにはある。

　だが敵の数は桁けたが違った。人の上に立つ万物の霊長たる竜ドラゴンさえ、巨大な決壊を前にして立ちすくむ状況だった。

　空に群れる黒い怪物たちが護まもるのは、宙に浮いた全長が２００メートルもある巨大な方はこ舟ぶね――古いにしえの棺車カタフアルク。

　戦闘機の目的はその棺車カタフアルクに、射程距離以外はあまり取とり柄えもないミサイルを、ただぶち込むことだった。最後の一発だ。

　とうに目標は射程に入っているが、このまま撃っても途中で怪物に落とされる。それを避けるため、粘った接近を繰り返していた。

　苦労の甲か斐いあってようやくいい位置を押さえられている。怪物たちは数が多すぎて、統率が取れていない。数は絶望的に多いが、穴はあった。

　見極め、ミサイルが切り離される。――だがまさにその瞬間、レーダーの死角から飛び込んだ怪物が、全身で戦闘機に体当たりをかけた。

　空のただ中で文字通り跳ね飛ばされた巨大な戦闘機は、爆炎さえ起こさずバラバラに空中分解した。発射寸前で引きちぎれたミサイルは、安定しないままロケットモーターに点火。

　何度も空に輪を描いた末に新宿・新都庁に突き刺さり、その頂上の一つを吹き飛ばした。



　日はそろそろ沈みかかっていた。

　東京上空に集結した古の棺車カタフアルクは全部で六隻。その頭を合わせ、花びらのような形を作っている。立体での六角魔法陣――六方晶系構造ヘキサガナル・システムを完成させつつあった。

　そして周囲には、輪の形に見えるほど密集した黒い異キ形マ生イ物ラ。さらにまだ諦あきらめようとしない、わずかな数の竜ドラゴンが飛び交っていた。

　彼らが残った意味はほとんどなく、不落の魔術要よう塞さいはなすすべもなく成立しようとしている。万物の霊長たる竜ドラゴンは今や、生物史上初となる最悪の敗北を迎えようとしているのだ。

　まだ幼い少年はその空の風景を、確かに見上げていた。

　やがてあちらこちらから、獣のものとも人のものとも区別がつかない遠とお吠ぼえが響き渡る。

　まるで何かを知らせるサイレンのように、その音が周囲に振りまかれ、空気に詰め込まれたような濃さになっていく。

　気がつくと地が揺れていた。

　人の手によって古き神々が目覚めようとしていた。なぜかまだ四歳でしかない彼にも、そのことが分かった。

　彼が気配を感じて視線を転じると、今は雪で真っ白な富士に、手をついて身を乗り出した巨大な影があった。その二つの眼まなこは、遙はるか遠くの海を見ている。

　影は人には聞こえぬ声で吼ほえていた。それに答えるかのような音が、サイレンのような遠とお吠ぼえとなってあちこちから響いてくる。

　夜の近づく空の全すべてがオレンジ色に輝きだしたのは、まさにその時だった。

　ゴウゴウと風に空気が鳴る。

　突然の強風でまき上がった土に、幼い少年は目を覆う。飛んでくるのは道路の上の小石や落ち葉の類たぐいだけではない。東京に雪を降らせた厚い雲が、すごい勢いで吹き飛んでいく。道にせり出した商店の看板が外れ、民家の瓦かわらがめくれ上がった。

　少年は目を瞑つぶったまま、顔に降りかかる土を払った。立っていることもできない。

　しかしその強風は、ピタリとやんだ。風の音も止まる。

　恐る恐る目を開けた彼は、周囲を見る。風がやんだ様子は全くない。なのに周囲は、穏やかな空間に取り囲まれていた。

　少年は背後の少女を振り返った。彼と共にこの場にいる、唯一の人間。

　幼い彼と大して歳としの違わないであろう、幼い少女。

　彼女は掲げていた両手をゆっくりと下ろし、大きな目を輝かせて微笑ほほえんだ。

「……あなたが大人おとなになるまで、見ることのできない力があなたを守る」

「君が守ってくれたの？　これは魔法？」

「そう。これは魔法。そしてあなたは『新しい月』。『新しい月』が大人になるまで、必ず私の力が守ってあげる。必ずきっと、何があっても」

「『新しい月』？　何でオレが月なの？」

　この少女が言うことは、いつも不思議だった。彼には必ずワケが分からない。だから少年はまくし立てるように訊きいた。

「月って兎うさぎが住んでるんだろ？　名前じゃないよ。オレの名前は※※※※だよ」

　少年の名を聞いて、少女は微笑んだままウンと頷うなずいた。

「そう。でもその名前も、多分変わってしまう。だから分からなくならないように、私はあなたを『新しい月』と呼ぶ」

　少女は頑かたくなにそう言った。あくまで微笑んだまま。少年が困った顔になると、少女はまた笑う。

「大人おとなになるまで待っていて、『新しい月』。大人になったら迎えに来る。また十二年後に、会いましょう」

　幼い少年は意味が分からず、その首を傾かしげた。だが少女の方は全すべてを見透かすような目で、見つめ返してくるばかり。

　その向こうで途端、曇り空が弾はじけた。

　今度は風がなく、ただ北の空が燃えるように輝いている。いくつもの雷による光の帯が、一瞬にして広がった。後を追うように横方向への雷が走り、ドーナツの輪のような形を作る。その形を保ったまま、薄く大きく広がって、最後に消えた。

　――世界の果てへの穴が開く。

　知っていた者。知り得ぬ者。それら全ての者が、等しく一目でその意味を正しく理解する。そんな光景が、繰り広げられていた。



　一九九四年十二月。

　北緯35・3度、東経１３９・４度。

　日本の東京と呼ばれていた地点は、周囲の空間ごと地球上から消滅した。これに伴い、日本における全ての魔術は破は綻たんし、有形無実の存在と化した。　神話の消失である。

　その意味を知る者は、ごく一部の者たちのみ。

　事件後ただちに『黒い異キ形マ生イ物ラ』は、その姿を消した。だが状況に前後して多数の『魔』が、この地に押し寄せている。

　様々な闇やみは世に捨て置かれ、しかし表面上はあくまで何事もなく。

　すでに十二年がすぎている。
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「……夢？」

　立たつ木き寛ヒロは、まだ寝ぼけ眼まなこで天井に向かってそう言った。

　首筋に触れると、汗だくになっている。夢のせいではなく、この部屋が暑い。寝ていられないほど明るい日の光が、部屋に差し込んでいた。

　しばらくして、自分の部屋だと気づく。夢と現実の混ざった感じが、ようやく引いていった。

　今朝もまた、いつもの夢。

　この夢を見た日の朝は、起きるのが酷ひどく億おつ劫くうになる。意識だけがまずはっきりと覚かく醒せいするので、体に力が入らないのだ。

　ヒロは半目を開け天井を見たまま、数分ボンヤリしていた。こういうことはしょっちゅうなので、ヒロは慌てないことにしている。そのうち体の感覚もはっきりしてくるものだ。

　寝たまま一つ深呼吸。ようやくベッドの上で上半身だけ起こすと、手の甲で顎あごの下の汗をぬぐった。

　窓は開いたまま。網戸の向こうから登校する小学生の、ふざけあっている高い声が聞こえてくる。視線を転じるとマンガだのＣＤだのが転がって勉強できない勉強机や、床に散らばった雑誌がある。ハンガーにかかった制服は傾いたまま。

　あとは小学生の時から貼はっている、変な形の日本地図。別に変ではないのだが、ずっと見ていると妙な目め眩まいを覚える。

　数度またたき、大きくあくびを一つ。

　朝からボンヤリしすぎている。二階のこの自室は陽ひ当あたりが良すぎて、部屋の温度がすぐ上がる。疲労感はないのだが、風までもがジメジメしていて、さわやかさとはほど遠い。今日も暑くなりそうだった。

　――とりあえず、脱ごう。

　ヒロはベッドから出ると、汗で湿ったＴシャツを脱いで、そのまま処置に迷う。立ち上がってちょっとうろたえ右往左往。そうだ、シャワーを浴びようと決める。

　行動に移るのは早いと自分でも思うのだが、大抵はその時点で何をするのか決めていない。結果こんなわけの分からないことになる。

「ヒロさん、起きましたか？　朝ですよ？」

　落ち着いた涼やかな声とともに、ノックの音。そしていきなり部屋の扉が開いた。顔を出したのは一つ年上である姉・霜そう夜や。いつもと同じ、静かで朗らかな表情を浮かべた彼女は、すでに登校前の制服姿である。

　そしてまだ室内を裸同然で右往左往している弟に、三秒待ってこめかみを押さえた。

　ヒロは「うん起きた」と慌てて頷うなずいたのだが、霜夜は近づいてくると「失礼しますね」と言って手を伸ばす。慌てた表情を浮かべたヒロの額に、容赦なく姉の強烈なデコピンが炸さく裂れつした。

　――穴が、開く。

　額を押さえたヒロに向かって、霜夜はもう一度訊きいた。

「ヒロさん、起きましたか？」

「ああ。うん。起きたよ霜夜おはよう。……パッとシャワー、浴びてくる」

「急いで下さいね」

　言われるまでもない。素早く湯を浴びるぐらいの時間しか、もう残っていない。

　一方、あくまで上品に姉の霜夜はニコニコしている。ずっとこんな態度と口調なので、友達を家に呼ぶと随分うらやましがられる。が、それは騙だまされている。保護者気取りで『やることはやる』というのが、霜夜だった。

　中でも躾しつけ指導のデコピンは、年々その威力を増している。いつか自分の額は叩たたき割られるのではないかと、ヒロは脅威に感じていた。今も首がグラグラする。

「急いで下さいね」

　再び、姉の霜夜が丁寧な口調で警告。ヒロは「分かってる」と急いで階段を下り、浴室で汗まみれのＴシャツを脱いだ。

　蛇口をひねってほとんど水のようなシャワーを浴びながら、ヒロは今朝の夢を思い返す。

　夢の中の少女。

　繰り返し見る同じ夢。夢とはいえ、彼女はあくまでヒロの夢の中だけの存在だった。ただの夢。少女がどんな顔だったのか。その表情さえ日によって違うような気がしている。

あやふやなものだ。なのに小学生、中学生、高校生になっても、まだ同じ夢を見る。

　そして約束の言葉。

　――『新しい月』であるヒロを、大人おとなになったら迎えに来る。

　意味が分からない。だがその言葉にヒロは、強い現実感を抱いているのだ。

　夢の中のヒロは四歳。なぜかそうだった確信がある。そしてその十二年後――つまり十六歳となるヒロの誕生日が三日後。約束は果たされる。ヒロは、あの少女に再び会えるような気がしていた。多分自分と同じくらいの歳としに、成長しているはずだ。

　再会した彼女はどんな風に成長しているだろう――そこまで考えたところで、ヒロはさすがに馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思った。

　シャワーからの冷たい水で、ゴシゴシ何度も顔を洗う。

　彼女はあくまで夢の中の存在だ。まだ寝ぼけている――ヒロはそう思った。

　ようやくスッキリ目が覚める。ここまで来ると、あとは早い。浴室から出ると素早くタオルで体を拭ふいて、二階に戻り学校の制服に着替える。その後また急いで一階へ下りてきてキッチンへ向かう。

　両親と姉の霜そう夜やはのんびりと朝食を取りながら、ヒロを待っていた。朝のこの時間、最低でも一度は、一家の四人が揃そろう。

　新聞を読んでいる父の隣に座ったヒロは、キツツキのようにパンとサラダを急いで平らげた。そして再び二階の自室に戻って学校鞄かばんに荷物を詰め込む。

　登校のため階段を下りてくるヒロに、キッチンにいた姉・霜夜はピッタリとタイミングを合わせてきた。学校は同じなので、一緒に家を出ればいい。

　彼女は先に準備をすませて朝食を取るので、その手には鞄と、部活で使うクラシックギターのケースがすでにあった。

　二人は忘れ物がないかの確認をそれぞれしながら、揃って玄関へと向かう。

　ヒロの家には玄関の手前に、大きな鏡がある。

　そこでヒロは最後の身支度を整え、シャツの襟の歪ゆがみを直す。

　早足で玄関に向かうと、先に行っていた霜夜は靴の紐ひもを結んでいた。茶色のかわいい靴、ヒロの方は乱暴に、安物のスニーカーを履く。



    

  
    
      



    

  
    
      「いってきます」と大声で言い、ヒロは玄関の扉を開けた。今日も朝から日差しがきつい。

　空を見回す。青くて高い空に一雨降らせてくれそうな入道雲。視線を下ろすと駅へ向かう道を、スーツ姿の大人おとなたちやヒロたちとは違う学校の制服姿が、急ぎ足で歩いていた。

　周囲のあちらこちらで、東京の朝が始まっている。今朝見た妙な夢が、嘘うそのようだ。

　世は全すべてこともなし。



「それにしたって、今年も暑いな……」

　ヒロは十五歳と思えない不健康なため息をこぼす。

　道隣の線路――錆さびたフェンスと青々とした雑草に区切られた向こうを、通勤電車がうるさく音を立て通り過ぎていった。その騒音を聞きながら、起きたばかりのシャキッとした気分はさっそく、緩やかな下降カーブを描きつつあった。

　まだ朝というのに日光はアスファルトを直撃し、その表面を溶かさんばかりだ。さす太陽の光の白に、全ての風景が溶けこみかねない。サラリーマンや電車通学者などはこれで満員電車にまで乗るのだから、大した生き物だろう。エライ。

　そんな自堕落なヒロに対し、姉の霜そう夜やは全く涼しそうにしていた。鞄かばんにギターと荷物が多いのに、照りつける太陽の光にも平気な顔だ。暑さには強いのだと本人は言う。実際その涼しげな姉の顔を見ていると、体感温度が三度は下がる。

　ヒロと霜夜が向かうのは、多た摩ま川がわ近くにある普通の公立高校だった。ヒロは一年、霜夜は二年である。

　ちなみに霜夜の持つギターケースは、彼女が所属する合唱部で伴奏役を担うためのものだ。霜夜はギターがうまかった。

「ヒロさんは部活に入らないんですか？」

　ギターを見ていると、霜夜が訊きいてくる。

「まあ気が向くとこ見つけたら、ね」

「そうですか」

　相変わらずの、静かな落ち着いた声。会話は途切れる。

　――部活かあ。

　ヒロが難しい顔で考えているうちに、学校が見えてきた。何やら校門では、朝の風紀検査が行われているらしい。

　神経質な顔をした生活指導の教師と、その腰こし巾ぎん着ちやくのような風紀委員長。さらに数人の風紀委員がいる。登校を急ぐ生徒たちは、念入りな検査のために校門で渋滞を起こしていた。

　忙しく働く風紀委員の中には、ヒロと同じ一年、よく知ったクラスメイトの顔もある。

　長な川がわ律りつ。ポニーテールを揺らす彼女は、活発に動き回って校門の渋滞解消に一役買っていた。ちなみに、この朝当番の時間に風紀委員である彼女の活動姿を見たのは、今朝が初めてだ。元々スポーツマンでもある彼女は、ヒロと違って朝からシャキッとしている。何というか人類としての格の違いを、見せつけられているような気分だった。もちろんヒロの、一方的な被害妄想である。

「おい！」

　横柄な声にヒロは後ろから呼び止められ、振り返った。隣にいた霜そう夜やも何事かと振り向く。

　そこには冗談のような太いズボンに赤Ｔシャツ、学シャツの前を必要以上にはだけた上級生がいた。不良としか呼びようのない不良の中の不良、ザ・不良だ。

「あわわわわわわわわわわわわわわ」

　呼び止められたのはヒロの方なのに、霜夜の方がすでに恐慌状態に陥っている。開いた口のまま、プルプルしている。

「落ち着いてもらえますか、霜夜さん？」

　だがそう言ったヒロを、姉は怒ったような目で睨にらむ。確かに、ヒロにしてもあまり関かかわりたくない人種なのだが、用件は分かっていた。

「何ですか、先輩」

　そう落ち着いて切り返した。

　ヒロを呼び止めた上級生は、妙に値段の高そうな封筒をさしだした。えらく高級そうな和紙の白一色である。

　表には大きく『果たし状』と書かれてあり、続いて『長な川がわ律りつ　様』と文字が並ぶ。校門のところにいる、風紀委員のクラスメイトの名だ。どうでもいいことだが、意外ときれいな字である。

　ヒロは隣にいる姉が、無言のまま猫のように毛を逆立てるのが分かった。ただこの場ですぐ説明もできない。

「――また長川さんに渡せばいいんですか？」

「そうだ」

　低い声で答える上級生に向かってヒロは頷うなずくと、その果たし状を鞄かばんにしまった。

　相手も頷いて、校門とは逆方向へ去っていく。

　あまり有名ではないが校庭を区切るフェンスには、壊れている場所があった。彼はそこから校内に入るのだろう。そちらなら教師も見張っていない。

　緊張から解放されたヒロの姉は、我に返ってヒロの肩を掴つかみ揺する。

「は、果たし状？　――お、お姉ちゃんどうしよう、おねえちゃん、ど」

「霜夜さん？　落ち着いてもらえますか」

「でもだって、上級生の男子が下級生の女の子を逆恨みして呼び出すなんて……」

　真まっ青さおになる霜夜に、ヒロは素早く耳打ちした。

「ただのファンレターだよ」

「ファン……レター？」

　ようやく落ち着いた姉を連れて、ヒロはまた校門へ向かって歩き出した。

「そう。本当にただの手紙。待ち合わせの場所なんか書いてないよ。紳士協定もあるしね。そもそも長な川がわさん自身が滅め茶ちや苦く茶ちや強くて、道場通いとかしてるそうだし。――まあ俺おれも最初勘違いして、今の人にケンカふっかけたんだから、霜そう夜やのことどうこう言えないけど」

「そんなこと――聞いていませんよ？　大丈夫だったんですか？」

「いや全然。まあ、当たり前だけど負けたし。ただ誤解は解けた」

「何で――」

　通学路の真ん中で今度は両肩を掴つかまれ、耳元で思いきり叫ばれた。

「何で勝手にケンカして負けるの！」

　ヒロの方がハラハラして周囲の登校する生徒たちに愛想笑いし、小声で言い返す。

「いや、だって俺、別に強くないし。暴力苦手だし。これからも強くならないと思うし」

「当たり前でしょう。想像がつきませんよ!?　ヒロさんは馬ば鹿かなことは憶おぼえなくていいんです」

「分かってるよ。ただそれでもケンカしに行かなきゃならない時があるなら、行って負けてくるしかないじゃん」

「そうじゃなくて、先生に言えば――」

「それ解決になってないよ、霜夜」

　どう説得したものかと、ヒロは首をひねる。

「とにかく、結果的に長川さんが不良たちの間でアイドル化し始めてるってこと。俺は詮せん索さくせずにメッセンジャーやってるだけだよ。相手が訊きかれたくないことは、わざわざ訊かないしさ。他人の秘密は霜夜以外、絶対喋しやべらないから」

「でも！」

「今のこれが、一番いい状況なんだよ」

　姉の霜夜に説明するのは難しいが、実際そうなのだ。

　人間というのは、何かをしたいと思う生き物だ。その『何か』が身勝手だったり、他人の迷惑だったりする場合はある。ただ、それを上から押さえつけても、ますます病的な形で噴出するだけだ。より効果的なのは、できるだけ沢山の人間を巻き込むこと。そうすれば、誰だれか一人が突っ走るようなことはなく、それぞれが自らブレーキを踏む。

　――そういう理屈って、難しいかな。

　いつまで経たっても「何てことかしら」とブツブツ言う霜夜を横目に、ヒロは息をついた。



「おッはよう、立たつ木きクンとお姉さん！」

　ビシィと元気に挨あい拶さつして、校門にいた長な川がわ律りつは近づいてきた。その左腕には風紀の腕章が、誇らしげに光る。そして両手には、妙に大きな段ボール箱を持っていた。

　ヒロは彼女の手間が減るよう、ポケットからケータイを取りだして電源を切っていることを示す。霜そう夜やも同じように見せた。

「うんＯＫ。協力的だとボクも助かるよ。あと鞄かばんの中、一応見せて」

　霜夜の見せた鞄は難なくチェックをパス。ヒロも学生鞄の口を開くと、中を見せる。

「あれ、このＣＤは？」

「ああ田た中なかに借りてたの、返しに持ってきたんだ。受け渡しするだけだから、大丈夫」

「大丈夫じゃないよ。没収～。あ、この文庫本って、マンガじゃない？」

「うんそれは――」

「はい没収～」

　律は両手に持った箱を地面に置くと、ヒロの鞄の中からどんどん校則違反の品を摘発。

足下のあふれそうな箱に入れていく。

　確かに学校には必要ないものばかりだった。最後には鞄が、元の半分の重さになってしまう。その様子に霜夜は、黙って呆あきれた表情を浮かべた。

「後で職員室に取りに来てね、立たつ木きクン。先生のありがたいお説教もあるよ？」

「うん……。ルールだから仕方ないけど、厳しくなったね」

「まあそういう方針で行くみたい。それはそうと教科書が少なすぎない？」

　律は名簿に摘発品を書き込みながら、顔をしかめて言う。

「学校に置きっぱなし？」

「家での予習・復習より、授業中にきちんと理解することが重要だと思ってるから」

「口がうまいなあ。そういうトコはボクも見習いたいよ」

　律は快活に笑った。もちろん普段のヒロの勉強ぶりぐらい、同じクラスなので知った上でのことである。入学早々、風紀委員会に立候補した彼女は、確かに生き真ま面じ目めだが明るい。威圧感というものがなかった。

　張りがあってリズムよく話す彼女の声を聞いていると、クラスも自然に活気づいてくるのだ。そのため男子にはファンが多い。体育では当然、女子の中心人物。ただ彼女は能力がありながら、努力も怠らないことを皆が知っている。

　そんな彼女も勉強ばかりはどうにも要領が悪く、苦労しているようだった。だがこれはヒロ程度の成績で、どうこう言うことではない。

　普段は真面目すぎて一本調子なところもあるが、これも些さ細さいなことだろう。自分の単純思考をちょっと自己嫌悪しているヒロなどは、そう思う。

「うんそれじゃあ、チェック終わったから通って。後つっかえてるんで」

「あ、悪い」

　ヒロが慌てて言う。要領のいい霜そう夜やは、もうとっくに校門の中だった。

「それじゃ、また教室で会おう、立たつ木きクン！」

「あ、ちょっと待って、長な川がわさん。例のアレ」

　律りつはすぐに了解と頷うなずいて、仕事に戻っていった。ようやく校庭に入った途端、待っていた霜夜は肘ひじでヒロをつついてくる。

「例のアレってなんですか？　お姉さんは気になるな？」

「いや、さっきの……果たし状渡すの。鞄かばんの中に入れてたから、長川さんも見つけてるし」

　小声で言うヒロに霜夜の方も『ああ、そうか』と手を打った。あげくにちょっとつまらなそうな顔までするので、ヒロにしてみればタチが悪い。

「じゃあ、先に行きますね」

「うん」

　霜夜が向かう二年の校舎は、一年の校舎と別になっている。玄関も別々なので、毎朝二人はここで別れる。しかししばらく行ったところで、霜夜は再び振り返った。

「ああそうでした。ヒロさん」

「何？」

「誕生日の約束のこと。忘れないで下さいね」

「ああ、うん。もちろん」



    

  
    
      



    

  
    
      　上の空で答えながら、ヒロは周囲の反応を気にする。霜そう夜やの世話焼きは、ちょっと度を越している――少なくとも世間並みとは言いい難がたいとヒロは思っている。

　そんな気もそぞろな態度のヒロのところへ、霜夜はわざわざ戻ってきた。

「な、何？」

「ちゃんと話、聞こうよ」

　額に素早く今朝二発目のデコピンを決め、霜夜は自分の校舎の方へと行ってしまった。



　ヒロはオデコをさすりながら、玄関の靴箱で律りつを待っていた。

　長な川がわ律は入学直後、彼女の方からヒロに話しかけてきたことがあり、それ以来の友人である。元々誰だれとでも何となく友人になれるというのは、ヒロのちょっとした特技の一つだった。今は休み時間に話すぐらいの、普通の仲。

「立たつ木きクン！」

　程なく長川律がやってくる。

「ゴメンねボクの用事で待ってもらって」

「大した時間じゃないし、教室まで遠回りでもないから。委員やってる長川さんが気にすることないよ」

「そう言ってもらえるの、助かるよ」

　ヒロがさしだした手紙を、律は素早く受け取って素早くポケットに隠す。そして彼女は左右を気にしながら、靴箱を開けた。するとその中から、雪崩なだれを起こすように紙の束が落ちてきた。全すべて『果たし状』だ。差出人が全部違うそれを、二人は慌てて拾う。誰かに見つかると話がややこしい。

「モテモテだね、長川さん」

「……何か慣例があるんだよ、こういうの。当たり障りのないことしか書いてないよ」

「あ、これ女子からだ」

　パステルカラーの小さな封筒を山の中に二つほど見つけて、ヒロは驚く。律は慌ててそれを全部まとめると、手に持った委員会のファイルの間に挟み込んだ。

「ま、まあこういうのは……そう、思春期だからね。みんな。仕方ないんだよ」

「思春期じゃしょうがないね」

　ヒロは適当に合いの手を入れて笑う。そのヒロを、律は恨めしそうに睨にらんだ。

「……教室行こっか」

　ちょうど予鈴のチャイムも鳴る。ヒロが促す格好で、二人はＨＲホームルームの始まる教室へ向かった。

「お姉さんッ子なんだね、立木クンって」

　律が歩きながら突然、逆襲のように言う。

「なっ――」と振り向いたヒロに、律りつはそっぽを向いたまま追い討ち。

「女子の全部が全部、お姉さんみたいに優しいと思わない方がいいよ」

「別に優しくはないよ。霜そう夜やの――姉さんの方が弟離れしてないだけだよ。あれじゃ年上の威厳ってのがない」

「ホントかな？」

　疑っている目で律は訊きいたが、すぐ「うん」と頷うなずいていつもの明るい表情に戻った。

　何というか律のそういう時の笑顔は、マイナスイオンというか、そういう粒子をピンピン飛ばしてくるような勢いがある。単に明るいというより、健康なのだ。

「でもまあ、からかい抜きでいいんじゃないかな？　ボクは一人っ子だから、兄弟とかいないしね。ホント言うと、すごくうらやましいよ？」

　そうかな、とヒロは首を傾かしげる。

　確かに、世の姉の実例はいろいろあるわけで、それが霜夜であったのは幸福だろうとヒロも思う。他ほかの友人が話すようなケンカを、ヒロは霜夜としたことがない。だがあの回避不能のスナイピング・デコピンだけは、本当にやめてほしい。

　霜夜が去り際に放った一撃を、ヒロは思い出した。額に手を当てると、律が何か訊きたげな顔でヒロを覗のぞき込んでいる。

「な、何かな？」

「校門でお姉さん言ってたよね。約束って？」

「あ、うん。誕生日なんだ、三日後。そのこと」

　律はパッと表情を明るく変えた。

「そうなんだ、おめでとう！　……なるほどね。それで誕生日に、何の約束してるの？」

「えっ」と思わず声を出して、ヒロは考えこむ。

　実は何か約束をしたような記憶があるのに、何だったのか忘れてしまったのだ。

　思い出そうとするのだが『誕生日の約束』という言葉で出てくるのは、夢の少女との約束の方だ。脳が混線している。夢の話ではなくて、霜夜との約束だ。

　しかし思い出せない。今さら聞き直して、あの回避不能のデコピンをくらいたくない。

何より霜夜をガッカリさせたくない――。

「……何だったっけ？」

「酷ひどくないかなあ、それって。つまりさっきのって生返事？」

　呆あきれたような律に、ヒロも力なく頷いた。

「何とか思い出さないと。うん。何か約束してたのは、確かなんだ……」

「思い出すきっかけになるような出来事とかは？」

「うん？」問い返して、ヒロは本格的に考えこむ。

　霜夜の誕生日は十二月。昨年のヒロはちょっと奮発して、霜夜に香水をプレゼントした。彼女は随分喜んでくれたのを記憶している。だったら何らかのお返しがあるのか？　――その何かが問題なのだ。とりあえず全く推理のヒントにならない。

「う～ん……」

「休み時間は記憶整理！」

　隣を歩く律りつが突然野太い声で言い、ヒロはビクッとして振り向く。

「え、何？」

「スローガンだよ。決めとけば目標まで最短って、いつも師匠が言ってるから」

　目をキラキラさせて、律は言った。彼女の言う師匠とは、通っている道場の道場主らしい。律はこの『師匠』なる人物を、崇拝していた。あまりにも『師匠が、師匠が』と連呼するので、クラスのあだ名が『おでしさん』というくらいである。

「ちなみにボクのスローガンは努力・友情・勝利！」

　自慢げに胸を張る律に、ヒロは目をぱちくりさせて考えこんだ。

「……その順番だっけ？　友情より先に努力が来るって発想はないなあ」

「いやこの順で正しいハズだよ。ボクがまず、友人としてふさわしい人間じゃなきゃ、友達だってついてこないからね」

「そうかな？」

　廊下を歩きながら。ヒロは腕を組む。何か違和感がある。

「コンビニで買い食いするのに、努力は必要ないし。……強いからとか、頭いいから『くっついてる』っていうのは、何か友情って気がしなくない？」

「え？　だからお互いが釣り合うように努力するんじゃないの？　切せつ磋さ琢たく磨まって、そういうことだよ？　師匠だったらそう言うよ。強者と書いてトモと呼ぶ、みたいな」

「少年マンガ風なんだ？」

　ヒロは悪ノリしてみる。だが。



　風が通る廊下の真ん中。立ち止まった律の表情は、真剣だった。

　いつもと違う厳しい、そしてどこか遠くを見る目で律は言う。

「理解しておくべきだと思うよ、キミも。この世界には多分……わけの分からない暴虐があって、幅を利かせているんだ」

「長な川がわさん？」

「危機であふれかえっている。そんな感覚が、ボクにはある。――だから戦う準備とか、護まもる者って、必要なんじゃないかな？　目の前にそれが現れてからじゃ……多分、遅いんだよ」

　律はそう断言して、廊下を再び歩き出した。そんな確信があるから彼女は、道場にまで通うのだろうとヒロは思う。そして、師匠の言いつけも守るのだろう。

　実際テレビを見ているだけでも、世の中酷ひどいことだらけである。それを自分と地続きのことと捉とらえ、備えている。そういう覚悟が、律りつにはあるのだろう。ヒロは教室までの廊下さえノロノロ歩く自分のことを考えながら、一呼吸置いて頷うなずいた。

「俺おれも努力した方がいいね」

　律と話していると、朝から少し背筋が伸びる。しかし当の本人は何か考え事か、すぐに答えない。しばらくして小さく笑うと、ようやく口を開いた。

「実際には、偉そうに他人に言うことじゃないよ。己を知れっていうのも、師匠にいつも言われてる言葉で。ボクにもどうにもならないことってあって」

「どうかしたの？」

「うん。何だか風紀委員会の方、ガタガタでね。でも一年のボクじゃ、すぐにはどうしようもないし」

「そうなんだ？」

「うん。あんな何でもかんでも校則違反にするの、ナンセンスだよ。でもボクが委員についてから、会議でまともに議題が決まったこと、まだ一度もなくてさ。どんどん変な方向に行ってる」

　律は難しい顔で腕を組んだ。

「こう言っちゃうとアレなんだけど、三年の委員長が張り切って意見出させる割に、統率力も人望もない人でさ。もう無む茶ちや苦く茶ちやだね。みんな勝手なことばかり言ってる」

「学生だけの会議だから、ありがちっていえば、ありがちだけどね……」

　当たり障りのない同意をするしかないヒロに、腕を組んだ律はウン……と唸うなった。

　そこで話題は途切れ、二人はちょうど教室へ続く階段にたどり着いた。一年の教室は二階。階段を上る二人の隣を、滑り込みで駆け込む生徒が数人通り過ぎる。もう本鈴が鳴るまで、一分を切っているはずだ。

　ヒロと律も足早に、階段を上りきり二階の廊下へと向かう。そこで律は、上から下りてきた一人の生徒とぶつかりそうになり、声を上げた。

「――真ま名な辺べさん」

　真名辺と呼ばれた女子生徒――隣の三組の真名辺麻あさ奈なは、軽く頭だけを下げ、通り過ぎた。朝の挨あい拶さつのつもりだろうが、それ以上でもそれ以下でもない。彼女の退屈そうな目、力のない視線から連想できる通りの、大人おとなしいものである。

　律は再度呼び止めようと口を開いたが、結局何も言わずに押し黙った。

「どうしたの？」

　ヒロの問いで自分の浮かべる表情に気がついたのか、律は慌てて首を振った。

「うん。大したことじゃないんだ。そういえば今日、校門当番の時に真名辺さん見なかったなって。遅刻してきたのかな？」

「遅刻ってほど、慌ててたようにも見えなかったけどね。鞄かばんとか持ってなかったし」

　律りつのごまかしはヒロにも分かった。しかし今は話を合わせる。

「そうだね……」

　ヒロが横目で盗み見ると、律は先ほどとまた違う、難しい表情。ただクラスの違う真ま名な辺べ麻あさ奈なと律は接点がない。何か因縁があるとすれば、中学時代のものだろう。

　ヒロにとっても真名辺麻奈は、合同授業で一緒になる程度の面識しかない。顔と名を知っているだけ。会話したこともなかった。

　外見を言えば、知的な雰囲気で目立たないようにしている生徒という印象。あえて特徴を挙げるなら、腰まで届く長い髪と、頭につけるヘアバンドくらい。あとは真名辺麻奈が占いなどをするという噂うわさぐらいだろう。

　まあ占いといっても大したものではないらしい。よく当たる代わりに『当然のこと』しか言わないという話だった。

　テスト前に勉強運を訊きけば、占いの結果は『勉強すれば報われるでしょう』。それは確かに、成績だって上がる。

　金銭運を訊けば、逆に小遣い日を質問される。恋愛運を訊いたある女子生徒は『リサーチ不足です』と切って捨てられたらしい。相手の男子は他校に彼女がいたそうで、これは男子の間では結構有名な話だったようだ。

　彼女の占いは合理的で、的を外れず、そしてつまらない。だから『小吉さん』などと呼ばれている。そういう女子がいる――ヒロにとってはただそれだけの認識だった。

　まさか今日の午後から自分と『小吉さん』との間に、奇妙で深い関係が築かれるとは。

　朝の教室へ向かうヒロは、まだ予想さえしていなかった。



　――学校の授業というのは、退屈なのがルールなのか。

　ようやく訪れた放課後に感謝・感激しながら、ヒロは本日最後のお勤め・掃除当番に従事していた。教室の清掃は終わって、ゴミ箱の中身を捨てに行くところである。

　この掃除当番で教室に当たると、教師の目があるのでサボりようがない。

　――それに比べて、こっちはいいなあ。

　焼却炉の手前に建つ静かな校舎を見上げて、ヒロは息をついた。

　この校舎は『実技棟』と呼ばれる一棟で、一階は音楽室、二階は理科室、三階は家庭科実習室というように、特別な設備が必要な部屋で占められている。逆に言うと普通のクラスに割り当てられた部屋はないから、時間によっては完全に閑散とする一画だ。

　特別な授業で使われるだけなので、あまり汚れることもない。そのため掃除当番がこの校舎に当たれば、大抵の者は平気でサボる。ヒロが通りかかった時もそうだったらしく、校舎はシンとしていた。いつものことなので、気にせず通り過ぎる。

「でもそれは――」

　音の反射具合で聞こえたという感じの女子の声。ヒロは校舎を振り返った。何だか女子の声で、せっぱ詰まった調子に聞こえた。が、思い違いかもしれない。

「あなたはいつも――」

　また聞こえる。二階の理科室からだ。

　ヒロはゴミ箱を持ったまま、少し迷いながらも実技棟の入り口の方に回ってみた。

　何かあれば一大事だし、関かかわらない方がいいことなら放ほうっておけばいい。それぐらいの軽い気持ちでいた。

　だが入り口の扉に手をかけようとして、ヒロは妙な気分に襲われる。本来開放してあるはずの扉が、閉めてあった。そのノブにいま手をかけたのだが、なぜかクレヨンで描いた絵のように見える。ただの壁に描いた、落書きのようだ。いや見えているというより、そう思う。

「？」

　目の調子が何か変だった。立ちくらみか貧血の類たぐいと思い直し、そのままノブをひねった。

　回らないかもと半ば締あきらめていたノブは、普通に回った。開かないように見えた手書きの扉も、それにあわせて開いた。

　どうにも不可解な気分を抱えたまま、ヒロは校舎の中に入っていく。ゆっくり扉を閉めてみるが、今度は何ともない。普通の扉に見えた。

　不可解な思いのまま声の方、階段を上って二階へ行ってみる。手に持ったゴミ箱をどうしようかと思うが、ひとまず持っているしかない。そうする間に理科室に到着。

　この理科室というのは何というか、学校の中で一番気持ち悪い場所だとヒロは思う。ホルマリン漬けや標本が、平気で飾ってある。

　授業の時などは何となく『そういうもの』と認識して通り過ぎているが、今のように一人でいると、それが『死』なのだと再確認できる。理科室というのは、最も死に近い教室だ。

　ヒロがそんなことを悶もん々もんと考えていると、また声が聞こえる。

「もう一度訊きく！　なぜ独断でやって報告しなかった!!」

　確かに聞こえた。男の声だ。教師の中でも聞いたことがない。

　ヒロは急いで理科室の扉に張りつくと、そっと扉を開けて中を覗のぞく。まず視界に入ったのは、『小吉さん』の横顔――隣のクラスの真ま名な辺べ麻あさ奈なだった。先ほどの女子の声も彼女だろう。

　そしてその前に立つ男。

　この男が、何というか妙に怪しい。何しろ日本人のくせに、変なテンガロンハットを被かぶっている。無精ヒゲが濃い。それで精せい悍かんな顔つきなら格好いいですむのだろうが。全体として農家の人間か何かに見えた。おまけにやたらと偉そうに、怒鳴り散らしている。

　この声高に喋しやべる男に対して、小吉さんの方はモソモソと何か言っている。怯おびえている風ではないが小声で、何やら用心している風だった。こう言っては何だが、収拾がつかなくなる組み合わせだと、ヒロには思えた。

　――相手は校外の人間？

　少なくとも、この学校の教師でないことは確かだった。おまけに男の方は、薄汚れた日本刀のようなものを持っている。

　テレビの中ならまだしも、21世紀の現実に降って湧わいたこの小道具は、いろいろな意味でマズい。何しろ、日本刀だ。

　ヒロ自身は、時代劇などで使う模造品なのだろうと心の隅で思おうとしている。男は演劇関係の人間で、舞台稽げい古こ中に抜け出してきたのだ。

　――だが無理がある。おまけに男はそれを、妙に重そうに持っている。多分……本物だ。

　さらに二人はしばらく言い争っていたが、ついに男の方が手を上げた。真ま名な辺べ麻あさ奈なの頬ほおを張る。

　――ダメだ、これ。

　事情はよく分からないが、割って入った方がいい。そうヒロは判断した。相手は刃物を持っているのかもしれない。しかしこの男に無断侵入の後ろめたさがあれば、騒ぎが大きくならないうちに逃げる。甘い考えと自覚しながら、ヒロは行動に移った。

　どちらにしろ、見ていられなかったのだ。



「あの、すいません」

　そう言って理科室入り口の引き戸を開け、中へ一歩踏みこむ。ヒロのかけた声に、二人はギョッとした表情を浮かべて振り返った。構わずヒロは、男の方にどんどん近づいていく。

「あなたのこと学校で見かけないんですけど、保護者の方ですか？」

「何だお前――」

　テンガロンハットの男は睨にらみ返してきた。マズいな、とヒロは思う。ヒロの自信は、いつでも半分はハッタリでできている。それが通用しないと、一気に窮地に立たされる。

　――引き際、間違わないようにしないと。

　そんな緊張はおくびにも出さず、ヒロはテンガロンハットの男に言った。

「訊きいてるのはこっちですよ。大人おとなだからって、無断で校内に入ってもらったら困りますよ。そういうモンでしょう？　知らないけど」

　小吉さんを背後にかばうようにして前に立ち、まだ手に持っていたゴミ箱は隣の机に置いた。そのゴミ満載のゴミ箱を、男は手ではたいてひっくり返す。中のゴミが全部飛び散った。

「……酷ひどいなあ」

「子供の口出しすることじゃない。どいてろ小僧」

　威圧的だ。だがこの手の修羅場に、ヒロは慣れっこだった。

　こういう時は、相手の目を見る。そうすれば暴力のタイミングは十分察知できる。絶対してはいけないのが、相手の手元を見ること。こちらがビビってると思わせ、図に乗らせる。交渉に持ち込めない。

「大の大人おとなが高校生の女子を捕まえて、怒鳴ったりとか。――どういうつもりなんですか？　抵抗できないって分かってるんだから、一方的じゃないですか」

「一方的？　大人がガキを叱しかるのに、一方的で何が悪い？」

「彼女は被害者に見えます」

「被害者だと？　俺おれはコイツにお宝を返せと言っているだけだ」

　――お宝って、何だかなあ。

　話が見えなくて、ヒロは困惑する。万引きとか、そういう感じでもない。

　だが背後にかばっていた真ま名な辺べ麻あさ奈なが、突然ヒロの肩を押しのけるように前に出た。驚いて振り向き、彼女の顔に驚く。

　その目には禍まが々まがしい鋭さが、いつの間にか宿る。その口は大きく歪ゆがんで笑っていた。

　――相手を馬ば鹿かにするように笑っていた。

　そう思った次の瞬間には、彼女の先制ハイキックがテンガロンハットの男の首元に叩たたき込まれた。鋭い。

　どこからこんな運動神経が湧わいたのか。ヒロとの会話に完全に気を取られていた男はこの鋭い蹴けりをもろにくらった。帽子を吹っ飛ばされ、その場に一発でノックアウト。

　崩れ落ちる男を前に、真名辺麻奈は腕を上げ適当に肩を回す。ヒロにはやる気のないガッツポーズに見えた。

「もっと強いヤツと戦いたい――ですね」

「不意打ちしといて、それはない……」

　状況は逆転。倒れたテンガロン男へ同情を込めて呟つぶやくヒロに、真名辺麻奈は無表情のまま小首を傾かしげた。

「十倍返しという言葉を知らない？　それより落ち着いていますね……」

「落ち着いてないよ。心臓ばくばくいってる。わけが分からなくて、反応できないだけ。まったく……。この人はこの人で、何かカタナみたいなの、持ってるし」

「そういうことを言っているわけでは、ないんですが……」

　改めて撃沈した男を見下ろし、彼女はため息を落とす。

「一般人に見られてしまいましたよ……。そちらが呼び出したんですから、周りに結界はちゃんと張って下さいよ。どうしてあなたたちっていうのは、そういう半端な仕事ばかりなんですか」

「気絶した人に言っても、聞こえないんじゃない？」

　ヒロは控えめに言ってみた。それに対し、真ま名な辺べ麻あさ奈なは意味深な笑みを浮かべた。

「機能が断絶しているだけです。すぐ再接続しますよ」

「意味分からないし。ってか、何で楽しそうに言うの？」

　そして麻奈の言う通り、男は動いた。――ゆらりとまるで上からワイヤーでつり上げられたかのような変な姿勢で、垂直に立ち上がる。驚くヒロの前で何事もなかったように歩き出し、テンガロンハットを拾いに行った。

「……どうやら話し合いは、気にくわないらしいな」

「自分の言いたいことを一方的にまくし立てるのは、話し合いとは言いませんよ。そういう誤解は正さないと、部下や家族に嫌われますよ……」

「うるさい！　……ならばこちらも、いよいよ本気を出さなければならんようだ」

「无ム耶サ志シの侍気取りは、力で負けるとみんな毎回、同じこと言いますね。マニュアルがあるんですか？　今度から書き足しておいて下さいよ。スマイル０円って」

　男は麻奈の悪態に、黙って刀を抜いた。そのまま上段に構える。

「え、笑顔が大事だよ、二人とも。流血沙ざ汰たはかんべ――」

　言葉の途中で、ヒロは真名辺麻奈に背中を蹴けっ飛ばされた。足がもつれ、男の方に突進してしまう。そして男は、振り上げた刀を振り下ろす。

　――マジですか！

　まるでスローモーションのように落ちてくる刃やいばを上目遣いで見ながら、ヒロは体を低く低くしていく。足はまだもつれたままだ。そう思っているうちに、男の腰に思いっきりタックルをかますことになった。二人揃そろってひっくり返る。

「ナーイスチャージです。グッドラック！」

　そう言い残して親指を立てると、真名辺麻奈は去っていった。というか――。

　――逃げた。



　ヒロも慌てて起きあがると、麻奈を追いかける。だが理科室から飛び出した彼女は、きっちり扉を閉めて出ていった。

「何て酷ひどい人だ！」

「……待て、お前も同罪だ！」

　耳のすぐ後ろで男の声が聞こえた。泣きそうになる。恐こわいので振り返らない。

　だが次の瞬間、ヒロは背後から迫るいやな気配を感じて、扉に手をかけたまま思いきり背を屈かがめた。そのヒロの後頭部すぐ上を、ヒュッと音を斬きって何かが通過する。

　空振りしたまま目の前の扉に叩たたき込まれたのは、刀の刃やいば。そのまま金属が金属を掻かき斬きり、理科室の扉が真っ二つになった。

　というか、こっちの男もマズい。今の一撃はボンヤリしてたら、多分ヒロは死んだ。いや多分ではなく、確実に。

　――人でなしに関かかわってしまった！

　叩き壊れた扉の隙すき間まから身を躍らせ、ヒロは一気に廊下に出る。背後の男に文句の一つも言いたいが、多分相手は聞かないだろう。ヒロはとにかく走った。

　階段の前までくると、真ま名な辺べ麻あさ奈なの足音が、上に聞こえた。ここ二階から三階へ上ったのだ。ヒロもそれを追う。そして何も考えずに上へ来たことを、一階分上ってから後悔した。

　直接この実技棟の、出口へ向かえばよかったのだ。すでに階段下側を、追ってきた刃物男がふさいでしまっている。これでは脱出不可能だ。

　――いや確か、廊下の奥から外に出られる非常階段があったはず。

　ヒロは人のいない三階廊下を走る。

「……こっちです」

　廊下の先、扉の間から、真名辺麻奈の手招きする手が見えた。正直ヒロは一瞬迷った。

　だが結局、その手招きに従う。彼女にはいろいろ言いたいことがあった。

　三階の家庭科室は、準備室を挟んで二つある。麻奈がいたのは、その西側の方だった。

据えつけ式の大きな調理机の下に、麻奈とヒロは身を潜めた。

「あの一撃、うまく避よけましたね……」

「そう？」

「……残念です」

「酷ひどいなあ、真名辺さん」

　トホホという気分で、ヒロは言う。あまりにも反省がなさすぎて、怒る気にもなれない。

　一方、眠そうな目が基本の麻奈は動じた風もない。しかし下唇が少しだけ動いたのを、ヒロは見逃さなかった。笑っている。

　麻奈の顔には、基本的に表情というものが乏しい。しかしその代わりを口元の動きが果たしている。彼女には唇に表情があり、よく動く。

「何ですか？」

　真名辺麻奈に訊きかれたヒロは、首を横に振って、すぐその顔を引き締めた。この状況を、まずは何とかしなければならない。ヒロを追いかけ階段を上ってきた男の足音が、三階の廊下で止まった。ヒロたちのことは、ばれているようだった。

「マーナベ！　フクロのネズミなんだよォ、マーナベェ!!」

　男の声はふざけた調子で上下していた。つまるところかなり怒っているのだということは分かる。ヒロは頭をかきむしり考えるが、解決策など思いつかない。携帯電話は朝に電源を切ったまま、鞄かばんの中だ。廊下の男は、ひときわ高い声で絶叫する。

「出てこいよ、マナベ！」

「……呼ばれてるよ、真ま名な辺べさん」

「だから出ていけと？　小学生ですかあなたは？　――大丈夫、こういう時は無視するに限ります。そのうちボイラー室で自爆しますよ」

「そんな施設ないし。……真名辺さん携帯は持ってる？」

「生あい憎にく、ここにはありませんね。掃除時間に持ち歩く理由がない」

　ヒロは肩を落とした。最後の望みの綱は断たれた。

「分かった。俺おれが足止めするよ、真名辺さん。その間に、先生か誰だれか呼んできて」

　割と悲壮な気分で、ヒロはそう告げる。だが真名辺麻あさ奈なは、ヒロを思いきり鼻で笑った。

「ハッ、正気ですか？　先ほどのマグレを、自分の実力と思わない方がいい。頭カラッポなんですか？」

「酷ひどいなあ、真名辺さん……。ってか、さっきは利用しといて、そこまで言う」

　ヒロは何だか本格的に情けなくなってきて、肩を落とす。しかし麻奈は容赦ない。

「頭が悪い人、嫌いなんです……」

「嫌いでいいよ。どっちを向いても頭のいい人だらけだからね。俺は馬ば鹿かでいいや」

　真名辺麻奈は変な感じで息を吐いた。どうやら今度もまた鼻で笑ったらしい。

「ユニークですね。長な川がわ律りつは友人の趣味を変えたんですか？」

「俺のこと？　……よく知らないけど、そうなの？　長川さんのこと詳しいんだ？」

「中学同じでしたから。ああ、別にあなたが気にすることはありませんよ。一周して、幾分マシになったということです」

「マシ？」

「ええ。アレはそもそもが珍獣ですから、酷く人づき合いの趣味が悪い。――友達と言えば中学のころは、男子も女子も七三分けと相場が決まっていた。今は客層が変わったので、寄りつかなくなっていますが……」

「そんな髪型のヤツ、まだいるんだ？」

　ヒロとしてはそっちに驚くが、麻奈の方は頷うなずいた。

「長川律の周りにだけ、絶滅せずに生き残っています……。いやそれはいい。話をそらすのが得意ですね。先ほどあなたに相手を引きつけてもらったのは――」

　――引きつける？　いやリアルに死にかけたよというセリフを、ヒロは呑みこんだ。

「隠しておいたコレを、取りに来る必要があったからなんですよ。最初に取り上げられたら、反撃も難しい」

　そう言って麻奈が背後の食器棚の一番下の棚から取りだしたのは、割と長い木製の棒だった。全体が『？』のように曲がっている。

「……魔法使いの杖つえ？」

　ヒロは思いついたことを口に出しただけだったが、本当にそういう風にしか見えない棒だった。特徴といえば、杖の背に六角形の金属片のようなものが、いくつかはまっていることぐらいである。

　真ま名な辺べ麻あさ奈なは「飲みこみが早いですね」と満足そうに頷うなずく。だがそれで満足そうにされても、ヒロは困るのだ。

「何事なの、一体？」

　だが戸惑って訊きくうちに、今度は彼女の長い髪の中からヘアバンドの左右の端が勝手にまくれ上がって立ち上がった。あっという間に三角形に折りたたまれていき、頭の左右にピョコリと載っかる。

「何で、ネコミミ？」

「いえレーダーですよ。――来ます」

　そう言われた直後、家庭科室の入り口扉がガツンと大きな音を立てた。ヒロは驚いて跳び上がりそうになる。

「ここにいるなァ、マーナベェェェエ!!」

　相手が言いきったタイミングで、真名辺麻奈は屈かがんでいた机の陰から飛び出す。ヒロも顔を出し、その後を視線で追った。家庭科室の扉を再び日本刀で真っ二つに切り裂いて、テンガロンハットの男が姿を現した。



　とりあえずヒロは隠れた机の陰から叫んだ。

「器物破損！」

「黙れガキの片割れめ！」

　テンガロン男がヒロの方へ突進する間に、麻奈は杖を持って机の間を移動。ヒロを助ける気は全くないらしい。這いつくばって逃げるヒロが切り刻まれるというその瞬間、彼女は家庭科室の中央に立った。

「excavate［魔法陣投射］！」

　麻奈が持った杖、その先端から何か、黒い墨のようなものが床に向けしたたり落ちる。

　だが液体ではない。

　そもそも物質ではないと、直感的にヒロは思った。重力のかかり方が、妙にのんびりしているのだ。そしてそのぞわりとした黒い塊は、床に達した途端、弾はじけるように広がった。ヒロは思わず、状況も忘れて机の上に跳び上がってしまった。這はい寄る小虫の群れのように見えたのだ。

　だが床を迫ってきたのは沢山の足を持つ虫たちではない。ヒロの知らない外国の文字だった。あっという間に魔法陣が完成している。

「やりやがった、土地泥棒め！」

「別にあなたの土地ではないでしょう。それに、借りるだけですよ。泥棒は心外です」

「盗人ぬすつと猛たけ々だけしィ！」

　男は口汚く言うと、追っていたヒロを無視し、麻あさ奈なの方へ跳んだ。

　人間ばなれした跳躍力。どう着地するつもりなのか分からない跳び方だったが、猫のように体をひねり、一気に刀を麻奈に振り下ろす体勢まで持っていく。しかし麻奈は、落ちついて唱える。

「all sorts all to make『the world』［世界の四大］！」

　今度もまた反応したのは、麻奈が右手に持つ杖つえだった。直線的に動く光が放たれると、あっという間に空間に何かを描き出す。麻奈と飛び込んだ男の間に、何かが現れていた。

「生存物質エレメントの正四面体テトラへドロン！」

　男は叫ぶが、動作中で剣を引くこともできない。日本刀は空中の輝く立体に叩たたき込まれた――いや触れた途端、あっという間に錆さびてそのまま崩れ去った。

「残念ですね」

　麻奈も後方のステップで行儀悪く机の上に跳び乗る。男も仕切り直しとばかりに、一歩跳び下がった。そしてクルリと半月に刀を振ると、流れる動作で刀を鞘さやに戻し、再度引き抜く。



    

  
    
      



    

  
    
      　鞘さやに戻しただけで、折れた刃やいばは元通りに戻っていた。ヒロは驚いて、思わず叫ぶ。

「手品だ」

「忍法だ！」

　まだいたのかと面倒臭そうな顔で、テンガロンハット男は言う。

「手品ですよ……」

　つまらなそうに麻あさ奈なは言った。だがその視線にはなぜか、ヒロのことを非難するような色が混じっている。

　――俺おれがこっちにいるから、今の隙すきに攻撃できなかったのか？

　すぐにそのことに気づき、姿勢を低くして部屋を走り、真ま名な辺べ麻奈の後ろに来る。

「真名辺さん、一体何なのこれ魔法――」

「だから手品ですよ。まいりましたね、また変な感じだ……」

　眉まゆをひそめながら、真名辺麻奈は持った杖つえをコンコンと叩たたく。

「調子悪いの？」

　背後から訊きくヒロに、魔法使いの同級生は答える。

「逆ですよ。オーバーブースト気味なんです。出力が出すぎている」

「それっていいことなんじゃ――」

「あまり。出力でなく調和が、術にとっては必要なので。このままだと全すべての術がカブって、調整の意味がなくなってしまう」

　机の上からヒロを振り返った彼女は、「そうか」と呟つぶやいた。

「あなたは名前、何といいましたか？　――いえ、隣のクラスの男子というのは、知っているんですが」

「立たつ木きだけど」

　腕を組んだ彼女は、五秒ほど置いて「あぁ、はいはい」と頷うなずき一人合点を再開する。

「監視標センチネル持ちでしたか。なるほど……。つくづくついていない」

「一体ナニ、真名辺さん!?」

「あなたは知らなくていいことです。それより、頭低くしてて下さいね。もしくはここから逃げて下さい。死にたくなかったら」

「そっちが呼び込んだんじゃないか！」

　というか、女一人を置いて、男の方が先に逃げられるわけがない。それはナンカ不幸だ。

　――ならば、腹を決めるしかない。



「次はこちらから行かせてもらう！　――忍法・鉋かんな削りの術!!」

　テンガロン男は二段階で刀を構え直し、わざわざ机の表面を削り取るような酷ひどく低い姿勢で刀を構えて停止。そして技名通り机を鉋かんな削りしながら、麻あさ奈なの方へ突っ込んでくる。

「だから、忍法じゃなくて、手品ですよ。――between『the devil』and the deep sea［混こん沌とんの監獄］」

　麻奈の方も再び、呪じゆ文もんのようなものを唱えた。今回は先ほど空中に出現した立体の方が、現象を起こした。四面体の左の面と下の面が同時に波打ち、一斉に水を吐き出し始める。

　あふれた水は、床まで落ちない。空中に勝手に水路を作って流れ、ジャングルジムのような帯の流れを作り出していく。

　テンガロン男はその流水に足を取られた瞬間から、水の檻おりの中をあちらこちらにはじき飛ばされ始めた。ヒロもまた巻き込まれてびしょ濡ぬれになり、水の来ていないところに不自由な姿勢で屈かがみ直した。流れる水の柱は、結構な圧力がある。

「……覚悟は決めたけど、何だか酷ひどい」

　そしてこの状況であえて突っ込むのも何なのだが、この滅め茶ちや苦く茶ちやになりつつある部屋を、誰だれが掃除するのだろうかと思う。まあ考えてもしょうのないことなど、世の中にいくらでもある。やめよう。

　――これで決着がつけば。

　しかし世の中、そううまくは行かない。テンガロンハットの自称忍者は、横に流れる水柱の上で姿勢を正すと、すっくと立ち上がった。さらに指を組んで叫ぶ。

「風車分身！」

　男の姿が万華鏡のように回転しながら、花びらのように四つに分かれる。他ほかの三人が刃やいばを振るって周囲の水柱を斬きり、穴を開ける。残り一人が真ま名な辺べ麻奈に向かって跳んだ。

　だが麻奈は軽々と身を翻すと、自分も流れる水柱に足だけ乗って移動に利用。あっという間に再び距離を開いた。

「まだまだですね。本当にザンネン賞な力量だ」

「力量はいいから、真名辺さん決着を――ブファ！」

　突然流れの位置を組み替えた水流に、ヒロは吹き飛ばされる。またしてもびしょ濡れになったヒロがようやく起きあがった時には、分身男は四人に分断され、そして真名辺麻奈は部屋の中央で腹の底から笑っていた。

「――いい感じです！　ノッてきました！」

「ノリノリかよ!!」

　この空間で圧倒的弱者であるヒロのツッコミは届かない。四人の分身のうちの一人が、忌いま々いましげにヒロを見下して言った。

「ヤツはマッドだ、破壊の権化だぞ！　言葉の通じる相手か！」

「いやあんただって、相当なモンじゃ……」

　男はヒロを無視した。

「さあ行くぞみんな！　鉋かんな削りの術ッ！」

　四人が一斉に、先ほどの低い姿勢で机の上を削りながら、麻あさ奈なに突撃する。水柱は循環しているので、机をわざわざ避よけている。そのわずかな空間に、勝機を見たのだろう。

　男たちは飛び出したガス栓や水道を日本刀で斬きって真っ平らにし、己が駆ける場所を作りながら肉薄する。

「一度敗れた技で、どうして再び挑みますか……。学習しないオヤジってこれだから！」

　唐突に、水流の流れが止まった。男たちの方は好機を得たと、構わず突っ込む。それを前に真ま名な辺べ麻奈は臆おくすることなく、新たに杖つえを振る。

「『the chariot』of fire［導く光の壁］！」

　再び反応したのは、空中に浮かぶ正四面体。そこから平らな光線が、周囲を走査するように吐き出される。ヒロはもう言葉もないまま、慌てて光を避ける。

　あちらこちらを撫なでるように進む光に次々と分身たちは直撃をくらい、切り取られ寸断されバラバラになって消えた。

　この猛威が収まったのは最後の本体と思われる男が、突撃を諦あきらめ机の陰に潜ってからだった。それまでの間に、ほぼ全すべての机が真っ二つか四つに割れてしまっている。

　隠れたまま男は言った。

「これほどの力、なぜ世の中の役に立てようとしない！」

　それに対して麻奈の答えはつれない。

「世の中、ではなくあなたたちの役に、でしょう。どうして私が、仕事しないあなたたちの代わりに、役に立たなければならないんですか？　ごめんですよ」

「だから勝手に、方々を荒らし回っていると？」

「私は无耶志国ムサシノクニの怠慢や無責任にまで、小言を言う権利はないですから。独自に調査するしかない」

　この辺りが、二人の争いの原因らしい。しかしヒロには何を言っているのか、さっぱりだった。おまけに室内はすごい状況だ。刀で割られた水道管とガス管が、ものすごい勢いで噴出している。元からびしょ濡ぬれのヒロは噴水のような水道はもう無視する。しかし空気が、息もできないほどに臭い。

「tales of『the hermit』［心老いし者の長話］」

　麻奈が唱えた途端、室内中の噴水のような水もガスの漏れる音も、ピタリとやんだ。やはり気になっていたのか、麻奈はガス臭い空気を手で払いながら男に向き直った。

「気づいていますか？　野生化した一部の異キ形マ生イ物ラたちは、竜のドラゴン生態を模倣し始めている。泉の湧わく穴に潜って、宝を隠すようになった。――これは割と、とんでもないことなんですよ。法ローに対抗する混沌カオスが、実は理論セオリーだったかもしれない。この非常事態に全く動こうとしないそちらが、問題なのでしょう」

「だからといって手に入れた宝を持ち出したり、生存物質エレメント鉱脈を勝手に掘り返せば、それは許されない！　全すべての所有権は无耶志国ムサシノクニのものだ」

「使い道を思いつけないなら、宝の持ち腐れですよ」

「だから奪うと!?」

「あなたたちの取り決めは、私には関係ない。流民には流民のやり方がある」

　男は手の中の刀を翻した。

「ならば斬き――」

「the tools of『the magician』［ガラクタ道具の真価］」

　不意打ち。またしてもだった。交渉不能の判断は、麻あさ奈なの方がいつも早い。

　何やら輝く破片のようなものが四面体から飛び散ったかと思うと、男を直撃して吹き飛ばす。転がった男は地を手で打つと、クルリとその場で起きあがり、壊れて傾いた机の角に立つ。

「聞く耳なしか、何てガキだ！」

　視線を戻したヒロは、彼女の前に浮かぶ正四面体だったものを見上げた。

　――何か、マキビシみたいな形になった。

　そう思った。今の呪じゆ文もんのようなものは、おそらくこちらの効果を狙ねらったものだ。

「……自分の話が通らなければ、暴力・暴言だ。うんざりですよ。力があり余ってるなら、正しい方向に振り向けましょうよ。私は無駄なことは嫌いだ」

　トントンと一段低く真っ平らになった机を蹴けって、麻奈はヒロの方に戻ってくる。

「いよいよ魔法を使いますよ、立たつ木き君」

「今までのは、違うの？」

　訊きくヒロに麻奈は、フフンと笑った。

「ですからあんなものは、手品ですよ。タネと仕掛けさえ用意すれば、誰だれにだってできるものです。銃弾でも撃った方がよほどマシだ。これはまだ魔法というほどのものでもない」

　実に楽しそうな声で、真ま名な辺べ麻奈は言う。

　いま彼女は、心底楽しんでいた。こんな顔もするのかと、ヒロは驚く。

「でもこれが魔法じゃないって――」

「古いにしえの時代に分割された、聖なるもの。それを再融合させることで霊性を回復し、思い通りの現象を起こす。その合一が魔法であり、魔術です。私のこれまでの技というのはね、ついでですよ。長引く儀式に隙すきを作らないための。そしてこの場には、四種の生存物質エレメントが満ちた。ここからが魔術だ！」

　四色の軸だけを残した立体の下で、麻奈は杖つえを男の方に向ける。

「貫け、竜ドラゴンの炎」

　空中の立体が一瞬輝いて、あふれるような光が男に向け放たれた。確かにさっきまでのは技巧トリツクだ。しかしこの光は破壊の攻撃、それはヒロにも分かった。意志も目的もたった一つの、神聖なもの――。

「って！　炎って!!　この部屋にはガスだってまだ充満してるのに――！」

　ヒロは総毛立つ。しかし麻あさ奈なは言い返した。

「純炎は孤高――何者とも交わることなく、我が敵貫く光輝なり！」



　輝いたと思った次の瞬間には、光線のような炎が直撃する。男は床に落とした石せつ膏こう像ぞうのごとく、粉々に砕けると爆散した。男の体からもうもうと上がる粉ふん塵じんを見て、さすがにヒロは動転する。

「そこまでやったら殺人だよ――。酷ひどいな、真ま名な辺べさん!!」

　ヒロが慌てる一方で、先ほどまでノリノリだった麻奈の覇気は風船のようにしぼむ。普段のテンションに戻った眠そうな彼女は、酷くしらけた表情でヒロに言った。

「……言っておきますが、彼は人間ではありませんよ？　あなたは私を何だと思ってるんですか？」

　よく見ろと、麻奈は首を振って促す。吹き飛んだ男は真っ白に変色していて、その体からは血が出ていない。本当に彫刻か何かのような素材でできていたのだ。そして壊れたまま、指や足ばかりがじたばたともがいている。まるでおぼれかかっていて、地面にしがみつこうとしているようだった。しかし体が崩れてどんどん砂のようになっており、その努力も空むなしい。

「吹き飛んだ頭、こっちにありましたか……」

　麻奈の声に、ヒロは振り向いた。確かにそこに、大きな塊がある。首だけになった男は、麻奈を睨にらみ上げて言った。

「片がついたわけじゃない。きっちりと決着がつくまで、何度でも――」

　敗れた男性が捨て台詞ぜりふを吐く間に、麻奈は消えつつある頭を杖つえでポカリと叩たたく。

「何度……」

　ポカリ。

「さすがにやめたげなよ、真名辺さん。ナンカ可か哀わい想そうだよ」

　しかし「いえ」と麻奈は反論する。

「どうせ痛覚はないですし。せめて精神的打撃を与えておかないと、またストーキングされる。少なくとも次の実行宣言を受けてますし」

「俺おれはお前のためを思えばこそ！」

　その反論を麻奈は無視すると、転がっていたバケツを持ってきて男の首に被かぶせる。そして上から杖でガンガンと叩く。

「うる――うるさい、やめろ！」

「押しつけがましいと、嫌われるんですよ？」

　最後は言葉にならない苦く悶もんの声。そしてバケツの中からの声は、聞こえなくなった。麻あさ奈ながバケツをのけると、中は完全にただの砂の山になっている。

「何だか、酷ひどい戦いだったね――」

　ヒロは改めてびしょ濡ぬれになった頭の水を払い、シャツの裾すそを絞る。

「魔法っていうの、毎回こんななの？」

「まあ、派手には見えても、相手を殺さないための技ですよ。手品合戦だ」

「いや手品っていうかさ……」

　真ま名な辺べ麻奈のこだわりはこの際、別にいいとしよう。ヒロが言っているのは二人の戦いのことではなく、この部屋の惨状のことだ。

　壁はあちこち削れ上がり、机は完全に割れて使い物にならない。さらにいろいろ焦げている。部屋中が水浸しなのにカーテンは完全に燃え落ちているし、窓ガラスは半分くらい割れてしまっている。

　水道やガスは魔法の効果で、まだ止まっている。しかしいつ再び噴き出すか、分かったものではない。ここは家庭科室なので食器棚などもあるのだが、中を覗のぞくのが恐ろしかった。おそらく全滅だろう。

「酷いなあ……真名辺さん」

「普段はもうちょっと、気を使うんですがね」

　そう答える真名辺麻奈の顔は、少しの信用も説得力もない。そして彼女は思い出したように「ああ」と声を上げた。

「――ちなみに、今日のことは他言無用でお願いします」

「無用って言っても、家庭科室がこのありさまじゃ、隠しようがないんじゃない？」

「そうですね」

　真名辺麻奈はしれっとした顔で、そう答えた。

「ただ先に剣を抜いたのは彼ですから、彼が上層部にかけあって、何とかするんでしょう。あれはそういった権力を持った連中です。まあ私は家庭科室が直るまで、調理実習が自習になりそうでハッピーですし」

「料理嫌いなんだ」

「私はカレーライスを完成させたことがない女ですよ」

　なぜか偉そうに、真名辺麻奈は胸を張った。

「ちなみに作り方は二十種くらい知ってて、空で言えるんですけどね」

「うまく行かないモンだね……」

　ツッコむ気力もない。そんなヒロに、麻奈は言った。

「私の才能のことは、どうでもいいですよ。よく分かってますから。それよりも、一つあなたにはっきりと言っておきます。あなたは今後一切、魔法に関かかわるべきではない」

　釘くぎを刺すような一言。ヒロは麻あさ奈なを見たまま、首をひねる。

「……つまり『真ま名な辺べさんの正体は？』とか『魔法って？』とか訊きくなってこと？」

「その通りです。あと魔法を行使する者たちにも、今後は近づかないことですね。このルールをきっちりと守れば、そこそこ幸福になれますよ」

「取ってつけたみたいに幸福って言われても……」

「これは本当ですよ。あなたには生まれついて『冠ケテル』の印がある。それをうまく使いこなして、平凡で平和に暮らすのがいい。ちょっとした会社の社長くらいに間違いなくなれる。欲をかかずに自然に振る舞えば、努力の必要もない」

　こんな戦いを見せられた後に、いきなり社長とか言われても、ヒロにしてみれば喜びようがない。　――小吉だ。

　ヒロはガックリと肩を落とす。このガックリ感こそ『小吉さん』が『小吉さん』である所以ゆえんなのだろう。だが真名辺麻奈に必要なのは、あくまで彼女自身にとっての用件のみのようだった。彼女は自分にとって必要なことしか話さない。

「他言無用の件、くれぐれもお願いします。面倒はごめんですので……」

　そう念を押し、「それでは」とさっさとその場を去ろうとする。

　だがしばし考えこんでいたヒロは、「待って」と彼女を引き留めた。

「……ねえ、それって君が俺おれに借りができたってこと？」

　真名辺麻奈は振り返った姿勢のまま、意外そうな顔をした。

「変なところで、しっかりしていますね」

　彼女の目は牽けん制せいするように険しく、一方でその口元はヒロを試すかのように笑っている。

「まあそういうことでも構いませんよ、立たつ木き君。何か用命があれば、適当に言いに来て下さい。どうかできるだけ、私が面倒ではないヤツを」

　言うだけ言って今度こそ去っていく真名辺麻奈は、それで要件は片づいたとでも言いたげに見えた。

　ヒロのことなど関係ない。彼女の目は、彼女の追いたいものを追っていた。



    

  
    
      
第二章





「え？　改めて真ま名な辺べさんのこと訊ききたいって？」

　長な川がわ律りつは困惑の表情を浮かべ、ヒロを振り向いた。家庭科室事件から一夜明けて翌日の、昼休みのことである。ヒロはわざわざ人ひと気けのない渡り廊下まで、律を呼び出していた。

　だが律がヒロに向ける視線は、どちらかというと険しい。軽く睨にらんでさえいる。

　――何かマズイ話題だったのかな。

　だがヒロは、怒ったような表情の律に向かって、ひとまず頷うなずいた。

「そう中学の時、一緒だったって聞いたからさ」

　だが律はますます難しい表情を浮かべる。そんな顔をされるとヒロの方が困ってしまう。やはりやめておけばよかったかと、そう思い始めていた。

　昨日、ヒロは何もせず、誰だれにも報告しないまま、普通に帰宅した。頭がパンクして、誰に何を言えばいいのか、分からなかった。何だか全すべてが妄想じみて思え、現実感のないままひとまず寝てしまった。

　しかし今朝になって学校に来てみれば、昨日全壊した家庭科室は改装作業が始まっていた。危険なので近づかないようにと、ＨＲホームルームで教師がそう伝えたのだ。全く麻あさ奈なの言う通りになった。

　もうこうなると、話は魔法がどうこうというだけでは収まらない。何らかの政治力が行使されたのは、確かなのだ。芋いも蔓づる式しきにいろいろと、考えなければならない。ヒロにはそう思えたのだ。

　だがそれもこれもヒロの事情であって、律にとっては関係ない話だろう。いきなり真名辺麻奈のことを探りだしたヒロを、どちらかといえば胡う散さん臭くさそうな目で見ている。

「……立たつ木きクン、真名辺さんに関かかわろうとしてる？」

「えっとまあ……うん」

「やめといた方がいい！　いや、真名辺さんだけはホント、マズいと思う……」

　――ごもっとも。

　昨日の事件を言っているなら、今すぐにでも同意したい。しかしすぐに気づいた。

　律が言っている『マズい』こととは、ヒロとは全く別のことだ。

「真名辺さんがマズいって、何が？」

「ああうん、いやその……。これは彼女のプライベートなことだからね。他ほかの人に喋しやべっちゃ駄目だよ」

「？」

「真ま名な辺べさん、大人おとなしそうに見えるけど、実は酷ひどいオカルト狂いなんだ」

　言いにくい秘密をこっそり打ち明けるような顔で言った律りつは、ため息をついた。とりあえずヒロは、黙って続きを促す。律はしぶしぶ話し始めた。

「真名辺さん、中学のころ微妙にクラスに溶けこんでないところがあってね。だからボクは真名辺さんのことよく知ろうと思って、占い、やってもらったんだ。――そしたら彼女、ボクには弟がいてすでに死んでいる、とか言い出して……」

　それは確かに、薄気味悪い。そもそも律は一人っ子で、兄弟がいないことはヒロも知っている。

「よく分からないんだけど、一体どういうこと？」

「真名辺さんはボクが小さい時に、弟が怪物に殺されたって言うんだ。混こん沌とんとした空を飛ぶ化け物に目を奪われて、それを見上げたまま死んでしまったって。ボクも化け物に殺されそうになるんだけれど、ある英雄的人物に助けられた。――気持ちが悪いと思わない」

「それは……」

「少女マンガでも、そんな展開ってないよ。ボクの身の回りの現実とも、かみ合ってない。ただ彼女が言ったことは、ボクがいつも見る夢とそっくり同じだったんだ。真名辺さんに占ってもらう前から、もうずっと何度も見る夢」

　ヒロはうまく次の言葉が出てこず、生なま唾つばを飲みこむ。

　昔の自分、そして空に沢山の化け物が出てくる夢。そんな夢を見ているのが自分だけではなかったことに、まず驚いた。

　それはヒロにとっては、少女との約束の夢だ。

　だが律の受け止め方は当然、違っていた。

「真名辺さんが言ったのは、口から出任せに決まってるんだ。だからボクも、受け流せばよかった。でも夢にピッタリ当てはまったのが、妙に気持ち悪くて。中学の時はボクも子供だったモンだから、薄気味が悪かったし。結局その後、真正面からいろいろ言っちゃって、ほとんど口利かなくなっちゃったんだ」

「なるほどね……」

　律の気持ちも分かる気はする。二人の間にあるわだかまりも理解できた。真名辺麻あさ奈なの性格ももちろん問題だが、律の方も夢を当てられたことで過剰反応しているのだ。

「何かトリックがあるんだよ。だから彼女はボクが更生させなきゃ、ダメなんだ。なのに今はまだ、逃げてる」

「うん……。ただそれって、本人の問題だとも思うし。あんまり他人が口出しするのは、ちょっと行き過ぎじゃないかな」

　ひとまずヒロはそう答えた。一いつ旦たん逃げを打った。実際のところヒロは、何が真実なのか混乱し始めている。しかしまだそのことは、今の律りつには禁句だろう。

「心配ないよ。真ま名な辺べさんのオカルト狂いは、ハシカみたいなモンでしょ？」

　そう言ってごまかすように笑ってみる。

　だが律は、普段らしくないか細い声で、小さく言った。

「……恐こわいんだよ。真名辺さんの目は何だか、見ちゃいけないものをずっと追ってて」

　律の両目から、突然涙がこぼれた。



　ビックリするヒロの前で、同じように驚いた律は慌てて目を擦こする。

「あれ……？　どうしたのかな」

　しかし一度出た涙は、全く止まらない。

「大丈夫？」

　そう訊きくヒロに、律は近づくなと掌てのひらを上げた。渡り廊下の手すりに寄りかかり、顔を隠す。

　何だか見てはいけないものを見ている。そんな気がして、ヒロも視線をそらした。いつも溌はつ剌らつとして男子のようですらある律が、まるで小さな女の子のように泣いている。

「ゴメン。何か発作が出ちゃったみたい。真名辺さんのこと考えてると、時々あるんだ」

「いやいいよ。俺おれの方は何も迷惑してないし。えっと、ハンカチ貸そうか？」

「自分の、あるからいいよ……」

　スカートから水色のハンカチを取りだした律は、それで顔を覆った。そのまま気分を落ち着けるように、何度も深呼吸する。

「……ごめん立たつ木きクン。ホント言うと真名辺さんのオカルト狂いとか、それ自体はどうでもいいんだ。それよりもボクは彼女の目を見てると、ものすごくいやな感じになる」

「いやな感じ？」

　聞き返すヒロに、律は頷うなずいてようやく顔を上げた。無理に笑おうとするのだが、まだ目が赤く、却かえって痛々しい。

「手に入らないもの。自分を破滅させるもの。そんなものに魂を奪われたような目……かな。何か意味不明だよね。――でも真名辺さんって時々、本当にうっとりとしてね。何もない遠い空を、じっと見てる時があるんだ。その姿が、真名辺さんの占いの……、夢の中だけに出てくる弟に被かぶるんだ。ボクが護まもらなきゃ、いけなかったもの――」

「だから俺も――いや彼女に関かかわる人間全員が、そんな風になりそうで恐い？」

　単なる直感だったが、律は素直に頷いた。

「うん。もっとも普通は、真名辺さんの方が相手と距離を置くから。おまけに彼女自身、結構キツいところもあって……」

「ああ、それは分かるよ」

「いやまだまだ。分かってないよ。もっとちゃんと話せば、真名辺さんとウマが合う人なんてホントにいるのかなって思うよ」

　ようやくいつもの調子に戻って、律りつは怒ったように言った。

「とにかく真ま名な辺べさんって、いい加減な性格なんだ。外見が大人おとなしそうだから無害そうに見えて、あの人はワルそのものだよ。悪代官系。あの手合いってロクなのがいないんだ。行動力があるくせに、自分ってものがない。フラフラしてトラブルばっかり起こす」

　どんどんただの悪口になっていく。おまけに半分ぐらいは、ヒロの麻あさ奈なに対する感想と一緒だった。

「……実際、そういうことって中学の時もあったの？」

「ないけど隠してるね。カン、かなあ。証拠って言うほどの証拠には、まだ会ったことがないよ。でもそのうち絶対悪事がばれるって、そういう雰囲気」

　律の言っていることは、普通に考えれば無む茶ちやな決めつけだろう。だがヒロ自身は昨日、麻奈が刃にん傷じよう沙ざ汰たに巻き込まれ、家庭科室を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのを見ているのだ。この件に関しては律の洞察力にこそ、驚くべきだろう。真名辺麻奈の『最初の化けの皮』というのは意外とあっさり剥はげてしまっている。

　――まあでも、嫌悪感ってほどじゃないか。

　昨日の麻奈を思い出しながら、ヒロはそんな風に思うのだった。



　放課後ならば、時間はある。

　部活にも委員会にも所属しないヒロは、真名辺麻奈のことをもう少し調べてみることにした。とりあえず手始めに、彼女の所属する部活動を訪ねることにする。

　ヒロの高校の場合、文化部や運動部、生徒会などは、校内の各所に散乱している。真名辺麻奈のいるであろう部室は、二・三年の教室がある校舎にあった。通称は新校舎、もしくは受験棟である。

　この校舎は一年の教室や職員室がある本校舎から、ちょっとだけ離れていて、少しだけ新しい。本校舎とはグラウンドの端を通る雨よけ屋根つきの通路――というか小道で結ばれていた。この小道を今、ヒロは歩いていた。

　隣に見える校庭では各運動部が、狭いグラウンドを取り合うように部活中である。また音楽関係の部は、校内のあちこちに散らばって、これまた練習の音を奏でていた。特にラッパはうるさい。

　歌の類たぐいは聞こえないから、霜そう夜やのいる合唱部は防音設備のある音楽室かと考える。そんな感じであちこちに意識を飛ばしながら、ヒロはブラブラ歩いていた。意外と部活もいいなと、ポリシーの欠片かけらもないことを思う。

　だが新校舎の入り口に立つと、ヒロは改めて気を引き締めた。

　ヒロがもう一度、真名辺麻奈に接触しようと思ったのは、それなりに決意あってのことだった。昨日の別れ際に言われた、真ま名な辺べ麻あさ奈なの言葉と態度。あれは遠回しではあったものの、拒絶の言葉だった。

　そういう時、ヒロの方は反射的に『繋つなぎ』をつけてしまう。後々に選択肢を確保しておくための智ち恵えだ。だが麻奈のことをヒロが詮せん索さくすれば、必ず彼女はいやな顔をする。相手が嫌がっていることをわざわざする動機は、ヒロにはない。だからまずは律りつに話を訊きいた。そしてそこで、律の涙を見てしまった。

　――女の子が泣くって、ナンカ不幸だよなあ。

　本当にそう思う。

　そういった様々を総合した結果、ヒロはもう一度、麻奈に会いに行くことにした。

　前提として、魔法の話には絶対に触れない。それでいいだろう。

　代わりにヒロや律が共通して見る夢の話などは、相談してみても良いのではないかと思った。おそらく何か、心理学的な理由があるのかもしれない。

　ヒロはすでに職員室へ寄って、部活名簿を教師に調べてもらっている。真名辺麻奈の所属する部活動は「地域社会研究部」とのことだった。どの学校にも一つはあるであろう、何をやっているのかよく分からない、超マイナー部活である。

　こういう部には最初から活動する気のない幽霊部員志望の生徒ですら、寄りつかない。

下へ手たな顧問がついて急に活動を再開した日には、目も当てられないからだ。もっと安全策で行く。あと一緒にサボる友達はほしい。

　部室は二階の中ほど。授業用のプロジェクターなどを置く、教材室の隣だった。ヒロがその前に立つと、引き戸の扉は最初から小さく開いていた。

　――ノックするより、中に呼びかけた方が早いか。

「あの」

　しかしヒロはその言葉を途中で呑のみこんだ。一度口を閉じて、左右に目をやる。

　この小さな部室には似つかわしくない、水音が聞こえたからだ。近くに水道はない。部屋の中からだった。

　だが昨日の家庭科室や理科室ではないのだから、室内に水道などないはずだった。なのになぜか大量の水が波打つ音が、この小さな部室から聞こえてくる。

　音の源を確認するように、ヒロは引き戸の隙すき間まから室内を覗のぞき込んでみた。途端に思わず後ずさる。

　髑どく髏ろのような真っ黒な空洞の目が、部屋の中からじっとヒロを見返している。驚いて声を上げそうになった。

　その正体は、極彩色に彩られた大きな仮面である。薄暗い室内から、じっとこちらを見ていた。――その目は表面に開けられたただの穴でしかない。それはヒロにも分かっているのに、なぜか死の深しん淵えんを思わせた。さらにすぐさま別の寒気を感じ、ヒロは弾はじかれたように見上げた。

「――ぅッあ」

　今度は声が出た。同じ仮面の藁わらのような髪の中に、もう一対の眼がある。ヌラヌラと光る生者の目。切れ長の人間離れした――おそらくどこかの神様の眼が、じっとヒロの方を見下ろしている。

　生き物ではない。ニスか何かが塗られて、このように見えているだけのはずだ。だが今にも瞬まばたきしそうな、生々しさがある。

「……落ち着け、興奮しすぎ」

　小声で言って自分に言い聞かせる。ヒロは意を決すると、改めて扉の隙すき間まから室内を覗のぞき込んだ。

　中は少し埃ほこりっぽい。入り口の仮面の他ほかにも、わけの分からない民俗品がぎっしりと置かれているのが見えた。それこそ小さな博物館が開けるのではないかという規模である。

　しばらく呆ほうけて見ているうちに、また水音が響いた。

　――何なんだ？

　ヒロは扉の隙間から、ゆっくりと部室の中に体を滑り込ませた。音の源を聞き漏らさないよう、足音を忍ばせて中に踏み込む。

　室内はやはり、よく分からないもので埋め尽くされている。

　楽器、仮面、民族衣装、首飾り、ただの石、鉱石のようなもの、アンモナイトの化石。

　それらがほとんど整理されないまま、あふれかえっていた。

　この昼から薄暗い不気味な室内の天井には、液体に反射したらしい太陽の光があった。

　不定形の蠢うごめく生き物、クラゲか何かのように、様々に模様を変え映っている。

「あの……」

　だがさらに一歩踏み込んで、ヒロは言葉を失った。あってはならないものが、そこにあったのだ。

　ついたてのように配置された、何だかよく分からない民俗品やその他の奥に、プールがあった。子供が庭で水遊びに使うようなアレである。そこに水着姿の真ま名な辺べ麻あさ奈なが入っていて、アイスを食いながら怠だるそうに本を読んでいたのだ。

　水着と言っても、学校指定の地味な競泳水着ではない。上も下も三角の布しかない――後方のこの角度から見ると裸と変わらない、露出の高いものだ。

　そして何の惜しげもなく投げ出された、肉づきのいい生の足。下から上へ柔らかに押さえ上げられた胸元には、コロコロした水滴が転がっている。そこから上にたどると、華きや奢しやで繊細な鎖骨のくぼみがあり、うなじへ。長い後ろ髪は床につかないよう、ヘアバンドで器用に結い上げられている。

　ここが日の照りつける海水浴場か何かなら、ヒロはいつまでもその姿に見み惚ほれていただろう。だが周りの汚い部室の様子が、あっさりと幻想を打ち砕く。

「何だこれ……」



「だ、誰だれですか!?」

　ヒロにようやく気づいた麻あさ奈なは、さすがにうろたえた。しかし相手が昨日見たばかりの顔だと知ると、途端にどうでもいいという表情を浮かべる。

「……来るとは思ってませんでしたよ。それも足音潜めて侵入とは。一体どうしたんですか、立たつ木き君？」

「こっちのセリフだよ。何事なの、これ？」

「見ての通りですが」

　ヒロは急いで周囲を見回し、麻奈に言う。

「いや、全然分からないけど……」

「だから、涼んでるんですよ。部屋の冷房が壊れてまして」

「そういう事情なら職員室行けば、備品の扇風機借りられるんじゃない？」

　フムと麻奈は考えるように、一瞬だけ目を上げ中空を睨にらむ。

「却下ですね。いま風を起こすと、部屋中に積もった埃ほこりが舞い上がる。前にそれで酷ひどい目に遭いましてね。あと、別に暑いからというだけではなくて。私、水につかってるのが好きなんですよ」

「ひとまず掃除すればいいのに――」

　改めて部屋を見る。雑然と散らかっているというレベルではない。少しは神秘的に見えていた室内が、段々ただの汚い物置に見えてきた。蜘く蛛もの巣がないだけマシとか、そういう雰囲気だ。

　一度そんな風に感じると、最初あれだけ驚いた入り口の仮面も、単なる古びた平たい置物でしかない。ついたて代わりか何かにしか見えなくなった。

「……幽霊の正体見たり、ってこういうカンジかなあ」

　情けない気分で呟つぶやきながら、ようやく落ち着いて室内を観察する。昨日麻奈が使っていた魔法の杖つえは、部屋の壁に適当な感じで立てかけてあった。あれだけはヒロも、実際的な力を持つアイテムだと分かっている。しかし今は他ほかのガラクタの中に、完全に埋没してしまっていた。隣に麻奈が脱ぎ散らかしたらしい制服が見える。

　まあ今は水着を着ているのだから、服は脱ぐだろう。まるで当たり前のように、制服スカートの隣にシンプルな下着の上下が見えた。ゴチャッと一塊りになっている。

　――下着か……ッ！

　ヒロはコンビニでエロ雑誌を見つけてしまった時の要領で、素早く見なかったふりを決め込む。そして麻奈もまたこちらを見ていた視線を慌てて背けたことに気がついた。

　何事もなかったかのように無言のまま、本に視線を落としている。しかし顔と耳がわずかに赤い。

　――水着姿を見られるのは平気で、下着見られるのは恥ずかしいのか。

　どこにその差があるんだろうという疑問を何となく思い、不毛かと思考を止める。分かるわけがない。

「……何か真ま名な辺べさんって、普段と一人の時って、全然違わない？　やっぱり魔法使いって、能力を隠さないといけないとか、そういうの？」

「別に演技なんてしていませんよ。自重して大人おとなしくしているだけです。……そうですね。例えば長な川がわ律りつが中学剣道で全国優勝したという話、知っていますか？」

　心底つまらなさそうに麻あさ奈なは訊きいた。話をそらされた――と一瞬は思ったが、ヒロにとっては「えっ！」と声を上げて驚くほどのことだった。

「そんなに強いの、長川さんって。道場通いは知ってるけれど」

「そうですよ。ですがこれは、同じ中学だった者も知りません。あなたの言う道場とやらのツテで参加して、学校を通さなかった。だから朝礼で紹介されたりもしなかった。能力を誇る心理的な動機を、長川さんは持っていないんですよ。彼女には名声が必要ない。ほしいのは実力だからです。同じように、私も必要ない。他人の気を引いて面倒を増やしたくないんです」

「あ、俺おれのことね……」

「いえ、一対一の出会いを、私は否定しない。そこまでは運命のうちです。しかしあなたが他人に言いふらさないかと、それは心配しています」

　釘くぎを刺すように、水着姿の麻奈は横目で睨にらんでくる。ヒロは頷うなずいた。

「ああうん、大丈夫。俺、口は堅いから」

「まあそれも、知ってはいますよ」

　さらりと麻奈は答えた。その程度の情報は、調べがついているということらしい。もしくはヒロが昨日のことを言いふらさないか、朝から見張っていたのか。疑う気持ちまで湧わいてくるが、麻奈の方は知らぬフリだ。

「あなたがここに来たことは、私にはほとんど影響のない出来事です。気にすることは、ありません。それで、どうしてここに？」

「え？」

　焦って聞き返すヒロを、麻奈は振り向いてじっと見た。だがヒロの方は、麻奈と会ってからの細かい段取りを、何も考えていなかった。とはいえここで、いきなり律の話を持ち出すわけにもいかない。二人の仲をこじれさせるだけだ。麻奈はなおも、じっと見ている。

「特に用がないなら、帰ってもらえませんか？」

「にゅ、入部希望で」

　最後の声がひっくり返る。今度は麻あさ奈なが呆あきれた表情を浮かべる番だった。

　言った方も言われた方も両方絶句するという、どうしようもない沈黙が流れる。

「……ええ、まあ構いませんよ。実質何も活動していませんが、帰宅部の隠かくれ蓑みのにはうってつけです」

「いや俺おれは、ちゃんと活動するつもりだけど」

　とりあえずヒロは思いつきでそう言い、見抜いた麻奈は昨日のように鼻で笑った。

「本気で言っているなら、正気とは思えませんが。――あなたが飽きるまで、話し相手ぐらいはしますよ。代わりに、部屋の片づけをして下さい。それで構いませんか？」

　ひとまずヒロは頷うなずいた。入部はともかく、いろいろ訊ききたいという欲求は、それぐらいで揺らぐものではない。対して麻奈は、本当に面倒臭そうなため息をついた。

「……ではすいませんが、そこの棚から部員名簿を取って、勝手に名前を書いておいて下さい。私が今ここから出ると、床が濡ぬれる」

　麻奈は両腕でプールを抱え、チャプチャプとやる。ヒロは頷いて、急いで名簿を取りに行った。何だかよく分からない外国風の木彫りのお守りが入った缶のある棚。その横に紙バサミがあった。

　部長の欄に真ま名な辺べ麻奈の名前。流れるような字で書かれていた。ヒロはそれを部室の隅にあるテーブルまで持っていき、転がっていたボールペンで自分の名前を書く。ヒラ部員の欄に立たつ木き寛ヒロ。



「書き終わったら、適当に置いておいて下さい」

「部員名簿でしょ？　片づけなくていいの？」

　振り返ったヒロに、小さなプールの中の麻奈は肩をすくめる。

「最初から片づけてありませんよ。この部屋からなくなりさえしなければ、どこにあっても同じことです」

　まあそんなものかと、ヒロは改めて部屋を見回した。盛大に散らかっているとしか思えない室内。ひとまずこの部室に元からあったらしい学生椅い子すを見つけたので、それをガラクタの中から発掘する。かろうじて床が見えている場所までそれを運び、麻奈の方を向いて座った。

「それで、ここへ来た動機は何ですか？　魔法に興味があるんですか？　手品と変わらないって言ってるのに……」

「いや、魔法については多分その通りだと思うし。別にそのことで来たわけじゃない」

　麻奈はちょっとだけ意外だったのか「ほう」と感心したように呟つぶやいた。

「それでは、なぜ？」

「うん。魔法には興味ないけど、魔法使う人には興味があるから。普段どんなこと考えて過ごしてるのかなって」

「ああ。そう来たか……」

　麻あさ奈なは苦虫を噛かみつぶしたような顔で、頭をガシガシとかく。しかしその反応は、ヒロにとっては、ちょっと心外である。

「本心だって。割と」

「いえ分かってますよ。生来の冠ケテル持ちなんだから、この反応は予想しておくべきだった……。長な川がわ律りつを経由したわけですか」

　真ま名な辺べ麻奈の言うことは意味不明だが、とりあえずいろいろばれている。ヒロは慌てて抗弁した。

「長川さんのこともあるんだけど。それ以外にちょっと、相談に乗ってもらいたいことが」

「へえ。……リリカルな話題以外なら、別に構いませんよ」

「それだけは真名辺さんに相談することはないよ。多分一生……」

　言いきって、どこから切り出したものかと周囲を見回す。いきなり夢の少女のことを語ったのでは、あまりにも突拍子がない。そしてヒロは、目の端に留めたものの方へと行った。おそらく地域社会研究部の備品として、元の壁に貼はられていただろう日本地図。ヒロの部屋にあるのと、そっくり同じ。まあ当然である。

　だがこれもずっと、見るたびに違和感を覚えるものの一つだ。なぜか、目眩めまいがする。

「……ねえ、真名辺さん。日本列島ってさ、前からこんな南にあったっけ？」

　――いやそもそもこんな形だったか？

　ヒロは指で地図上の列島をなぞり、首を傾かしげる。

「何か全然違う日本の地図を、昔に見たことあるような気がするんだけど……」

「面白いことを言い出しますね……」

「いやでも。俺おれにとってはかなり気になってるっていうか、結構重要なことだと思うんだけど。――何か、適当にあしらおうとしてない？」

　最初はなり行きまかせに話していたヒロは、段々それが重大なことのような気になってくる。

　しかし麻奈は無言のまま。本から目は外したものの、試すような目でヒロを見上げる。

「もっと根本的なことから考えていけば、その謎なぞは解けるかもしれませんよ？　私に訊ききたいことを、もう少し整理してもらえませんか？　あなたが一番おかしいと思うことは、何です？」

「一番おかしい？　――ああ、うん。それじゃあ……。えっとさ、東京の四月って毎年こんなに暑かったっけ？」

　噴き出した麻奈は、裸の腹を抱えてゲラゲラ笑い出した。

　その様子は真昼の学校という開かれた場にありながら、どうしようもなく邪悪である。

「……何笑ってるの？　答えてよ、真ま名な辺べさん――」

「いえ、すいません。久々に聞いたもので。では質問に答えましょう。東京という街は北緯27・８度、赤道に随分近い。つまり南国なんです。それは授業で習ったでしょう？　だったら一年中暑いのは、当たり前じゃないですか？」

「地図では確かに、そうなってるけど……」

　少なくとも去年の四月は、今年と同様、暑かった。一昨年もそうだ。しかしそれでは、変に落ち着かない。――夢の中には、雪に包まれた東京が出てくる。そのビジョンは本来、ありえない。ただ本当に、そうだったか？

　ヒロが黙考を始めると、部屋は静寂に包まれる。廊下を通りかかるいくつもの話し声が、やけにはっきりと聞こえてきた。部室のすぐ前を誰だれかが通る。

　そのことに麻あさ奈なはハッと顔を上げ、そしてヒロに訊きいた。

「緊急なんですが、立たつ木き君。部室の入り口を閉めましたか？」

「あ、ゴメン忘れてた。何か部屋の中の様子に、ビックリしちゃって」

「あなたは封印を割って、入ってきたんですよね……」

「封印？」

「入り口の仮面のことです。ああ、これは大変じゃないか……」

　全然大変ではなさそうに麻奈は呟つぶやいた。だが部屋の前でピタリと止まった複数の足音に、観念したような顔をする。

「うわっ！」

　部室の入り口で声が上がる。直接は見えない。ヒロが立ち上がってそちらへ行ってみると、仮面に驚いている腕章をつけた面々がいた。全員が大学ノートや筆箱を持っているから、これからこの新校舎で会議でもやるのだろう。

　男子女子で半々ほど。その腕章が風紀委員のものと認識するより先に、長な川がわ律りつの姿に気づいた。次に声を上げたのは、強こわ面もての上級生。昨日の朝も見た風紀委員長だ。

「こんな部室あったか？　何なんだよ、中のこのありさまは！」

　酷ひどいことになるという感覚を得るより早く、ヒロは落ち着いた後ろ歩きでバックすると、麻奈の脱ぎ捨てた制服をかき集めた。そのまま近くのロッカーに、丸めた服を押し込む。

何というか、これはふしだらだ。この人たちは見てはいけない。

　麻奈はヒロの行動に何か言いたそうに手を挙げた。だがそれより早く、麻奈の風船プールの方へ、風紀委員の面々がやってくる。

「キミは！　学校の一室で何をしているんだ？」

「……難しい質問ですね、いやホント」

　麻奈は真剣な表情で考えるフリをした。とにかくフリだけは、異様にうまいのだ。と、ヒロは感心する。だがそれも、通用する相手としない相手がいる。

「長くなりそうだな。風紀委員会で聞こうじゃないか」



　上級生の高圧的な声に怒鳴られながら、真ま名な辺べ麻あさ奈なはひとまず水着から制服に着替えた。

　ヒロが脱ぎ捨てられていた服を隠したことは、果たして意味があったのか。シワだらけの制服で廊下に出てきた麻奈は何だかボロい。失笑したヒロは、彼女からまっすぐ恨みがましい目で睨にらまれた。

　だったら最初から服を畳むぐらいしてもいいと、ヒロは気弱に思った。

　罪人のように引き立てられることになった麻奈は、ゾロゾロ続く風紀委員たちと階段を上る。向かうのはここ新校舎四階、三年五組の教室だった。放課後の教室を使って、ちょうどこれから風紀委員会の会合が、行われるらしい。

「全く信じられないよ本当に！　どうかしてる！」

　麻奈に向かって、長な川がわ律りつは本気で怒っている。その麻奈は、肩越しに振り向いて訊きく。

「どうして頭ごなしに怒鳴るんですか……？　鬼ヨメなの？」

「妙なことは言わない方がいいよ、真名辺さん。最初から心証悪くするのやめよう。俺おれちゃんと弁護するからさ」

　肩を落としてヒロは忠告。だがそれを聞いて麻奈は、愉快そうに顔を歪ゆがめた。

「何を、他人事のように……。立たつ木き君も容疑者ですよ。証人ではなくて」

「え？」

　立ち止まったヒロに、律が怒った声で言う。

「停学ですめば、いい方じゃないかな。見損なったよ、立木クン。淫いん靡びだ！」

「ちょっと待ってよ、インビって」

　ヒロは慌てて反論する。

「まだ入部してから三分も経たってないんだ。共犯者扱いはやめてほしいんだけど？」

「……裏切り者ォ」

　小声で哀れっぽく言う麻奈を、ヒロは睨む。割と本気で、ヒロは腹が立ってきた。

　――何でこの状況で、楽しんでんだ。

「二人とも更生させてみせる。それが使命……！」

　律は律で、何かブツブツ言い始める。すかさず麻奈が「勘弁して下さいよ……」と独り言に見せかけた文句を呟つぶやく。ヒロは頭が痛くなって、ため息をついた。



　到着した教室でヒロと麻奈の二人は、真ん前の席に座らされた。

　風紀委員会を担当する教師は、今日はいないらしい。代わりに三年の風紀委員長から、嫌味ったらしい説教をくらう。

「まだこの四月に入学したての一年にも、分かるように言うとだ。僕たちの学校は風船プールや私用の水着、その他ほかいろいろ持ってくることを、校則で認めていない。君たちは極めて悪質な校則違反を犯している」

「悪質ですか？　そもそも校則違反なんですかねえ……？　最近は違反品目だってコロコロ変わってる。みんな迷惑してるって噂うわさですが」

　ふてくされたように言う麻あさ奈なの横で、ヒロは手を挙げる。

「はい、委員長。君たちという呼び方に疑問を感じます。訂正してもらえないでしょうか？」

「却下だ。君は同部部長の暴走を知りながら、見て見ぬふりをした。共謀罪だ」

「風紀委員長！　彼女のだらしない水着姿を見て、一体俺おれに何の得がガハ！」

　脇わき腹ばらに見えないボディーブローをもらい、ヒロは椅い子すに座ったまま撃沈された。

「……あなたは混乱しています。落ち着いて下さい、立たつ木き君。心証を悪くすると言い逃れができなくなって、私が許しませんよ？」

「何それ……」

　腹を押さえて体を折るヒロを無視し、麻奈は目の前の上級生に言う。

「いろいろと言っていますが、問題部分をはっきりさせて下さい先輩。私は壊れたエアコンの代わりを、自前で用意しただけです」

　だがその発言を受けて、斜め後ろの席にいる風紀委員の律りつが起立する。

「委員長、さっき職員室で調べてきたところ、修理の要請は出ていません」

　てきぱきと答え、着席。ヒロが振り返ると彼女は、そのギラギラした視線を麻奈に固定している。信念の塊となったような表情だった。

「黙れ珍獣め……」

　麻奈は頭をかきながら、さらに「面倒臭いなあ」とヒロにしか聞こえない低い声で呟つぶやく。

「発言ははっきりと」

　風紀委員長がそう言い、麻奈はため息をついた。

「私は別に誰だれにも、迷惑をかけていませんよ。他の部にも見られていない。他生徒に与えた影響力は０です。それを何で、わざわざ説教されなきゃならないのか……」

「隠れてコソコソやれば、何やっても許されるの、真ま名な辺べさん？」

　再び律が厳しく言う。全く正論だとヒロは思った。

　だが麻奈は首だけで律を振り向くと、上目遣いで忌いま々いましげに言い返す。

「コソコソ、ね。喫煙でもしてたってなら別ですが。プールぐらい誰でも入るじゃないですか。……何で私が――」

「待って、今の詭き弁べんだよね。人の行動は時と場合に縛られてる。毎日ご飯を食べるからって、授業中に食事を始める人はいない。今してるのは、モラルの話だよ」

「残念ですが、それも詭弁だ」

　麻奈は途端に目を生き生きさせて、律に言い返す。ヒロの見るところ、麻奈の討論好きな部分に、火がついたらしい。

「モラルは集団内で共有されなければならない。部室でプールに入ってはいけないというのは、風紀委員が即席ででっち上げたモラル基準だ。通達されていないし、少なくとも私は知らない。あなたたちが気にくわないのは、私には関係ない」

「……常識の問題だと思うけど」

　ヒロは口を挟む。麻あさ奈なは振り向くと、にっこり笑った。

「黙ってろ」

　ヒロはしょっぱい顔をして黙り込む。

　一方の麻奈も、ヒロの横よこ槍やりに一気にやる気をなくしたようだった。ふてくされたように浅く椅い子すに座ると、伸びの姿勢。本格的に始まった風紀委員会の糾弾を、「いえ、分かります」「そういう見方もありますがね」と適当に受け流し始めた。実際どうでもいいのだろうと、隣のヒロは思う。

　だが議題が糾弾から『地域社会研究部』への罰則へ移った瞬間から、何か様子がおかしくなった。ヒロはえん罪で己の身に降りかかる不幸に半ば諦あきらめ気分でいたのだが、いつまで経たっても裁定が下らない。それどころか、風紀委員同士での口くち喧げん嘩かの様相を呈してくる。

「そもそも『地域社会研究部』なんていう、何をやっているか分からない部活動があることが問題なんだ。廃部にすべきだ」

「それは風紀委員の仕事じゃない――」

「次の生徒総会で議案にすればいい」

「文化部としてきちんと活動すれば有意義な部かと思います」

「率先して地域社会の研究なんかする高校生がいるかよ！　帰宅部のたまり場にすらなってないような部だぞ？」

「さすがにそれは、決めつけだよ。部の理念に今回の不祥事は関係ないよ」

「我が校の歴史の中で作られた部です。それを思いつきで潰つぶすのはさすがに……」

「問題は、部が存続するのには三人の部員が必要という校則があって、それが守られていないことだろ？」

「そうだ、たった一人に部室を使わせるから、こういう間違いだって起きるんだ」

「まだ一年生は、体験入部期間ですよ。この四月中いっぱいは」

「あれ二人じゃありませんでした？」

「君は今までの話を、聞いていたのか？」

「言い方がきついと思います。委員長と副委員長の確執を会議に持ち込まないで下さい」

「そういやそっちの男子の一年坊、お前関係ないなら帰っていいや」

「何を言ってる。少なくとも彼は重要な証人だ。勝手に帰すなよ！」

　室内は十六人の委員たちが、てんでバラバラに喋しやべる混こん沌とんの部屋と化した。



　律りつは最初立ち上がり、しきりに話をまとめようと奮闘した。しかし誰だれも一年の言うことなど聞く気はない。果てには露骨な無視をくらい、黙って席に座り込む。

　ヒロは律が、委員の活動にグチを漏らしていたことを思い出した。こういうことなのだ。

　他方、その様子をヒロの隣で見る麻あさ奈なは、喉のどの奥からハハハハハハハハと笑っている。

「まさに烏う合ごうの衆！　――――とはこのことですね……。ダメ組織め」

「いや、呑のん気きにしてていいの、真ま名な辺べさん」

　むしろ自分の立場を忘れているんじゃないかと心配になり、ヒロは言ってみた。

　しばらく考えていた麻奈は、ポンと手を打つ。

「そうですね。この混乱に乗じて逃げ出しましょうか。今なら誰も気づきませんよ」

「昔のマンガじゃないんだからさ」

「大丈夫ですよ」

「大丈夫じゃないよ。もうちょっと建設的に行こうよ、真名辺さん」

「私が建設的にですか？　あなたの言うことは、本当に意味不明なことばかりだ」

　それはこちらのセリフとヒロは思うが、ひとまず声を潜めて言う。

「いやだからさ。真名辺さん魔法とか使えるんだから、この状況を魔法でパーッと解決して恩を売れば、見逃してくれたりすることもあるんじゃない？　長な川がわさんも見直してくれるし、さっさと帰れるよ？」

「魔法でバーッ、って……あれですか？　キラキラ光って、洗脳でもするんですか？」

「いや洗脳なんて言ってない……」

「まあやってみましょうか。魔法的に。洗脳以外で」

「やるんなら、いちいち絡まないでよ……」

　ヒロの言葉を無視して、麻奈はパンパンと手を叩たたいた。

「さて、お立ち会い。今から地域社会研究部が、この混こん沌とんとした風紀委員会に秩序を打ち立てますよ。活動の成果を見せます」

　あくまでやる気のない態度で、麻奈はそう宣言した。室内の喧けん噪そうが、徐々に収まる。

「えっとですね、いつまでも決まらない話し合いに、我々がつき合うのも正直疲れてきました。それで智ち恵えを貸しますので、協力して下さい」

「何をするの？」

　油断しないという表情で訊きく律に、麻奈は「席替えです」と答えた。

「古いにしえの円卓会議を、ここに再現します。教室いっぱいを使って構いませんから、机を円形に並べかえて下さい」

「勝手に何を言ってるんだ」

　当然文句を言う三年の風紀委員長に、麻奈は実にいやな感じの笑いを浮かべて言い返した。

「こんなことが続くと、リーダーとしての能力を問われますよ？　内申点上げるために風紀委員長をやっている意味が、なくなるんじゃないですか先輩？」

「何でそういう言い方するかな、真ま名な辺べさん」

　すかさずヒロが、フォローを入れた。

　この二日で分かったが、真名辺麻あさ奈なに交渉をさせてはならない。絶対に決裂する。この場合、交渉ごとはヒロが代わりにやるべきだ。

「ひとまずやってみませんか？　気分転換にもなりますし、俺おれたちの部の名誉回復にも、チャンスをもらえれば」

　ヒロはここで一いつ旦たん、相手の顔を立てる。そうすれば――ヒロの期待通り、風紀委員長は頷うなずいた。もちろん麻奈の言った『内申点』という毒も、素直に効いている。

　麻奈の指示に従い、風紀委員たちは不要な机を教室の隅と真ん中に分け、円形に並べ直した。ここまでが約三分ほど。

「次に、まず委員長が座って下さい。――ああ、そこじゃない」

　普通に正面黒板前の席を取ろうとした委員長を、麻奈は止めた。

「円卓は、上座と下座を作らないことが重要なんです。できるだけどうでもいい席に、座って下さい」

「どういうことだ？」

「いいから言う通りに」

　改めて疑念を口にする委員長に、麻奈は手を振る。

「結果はすぐに分かりますから」

　不承不承といった感じで、委員長は斜め窓側の中途半端な席に座った。

　そこから麻奈は一人一人呼びつけ、顔を見、必要ならば数回話して、十六人の席順を決めていった。麻奈を目の敵かたきにする律りつも、ひとまず文句を言わずに素直に従った。麻奈の手並みを拝見、といった表情だ。こうして全員の席が埋まる。

「これだと僕が副委員長や書記と、やり取りできないじゃないか……」

　さっそく風紀委員長が文句をつける。完成した円卓は、向かい側までが遠い。会話するなら大声を出さなければ、声は届きそうにもなかった。しかし麻奈は、首を横に振る。

「先輩は彼らとは喋しやべらなくていいです。後輩の能力も信じて。ええと、それではまず。今日の議長はあなたです――」

　麻奈が指したのは、退屈そうによそ見をしていた二年生だった。風紀委員長の反対側に座っている。

「え、何？」

「今この委員会で最初に片づけるべき議題は何ですか？」

「君たちへの罰則だろう」

　訊きかれてないのに答えた風紀委員長を、麻あさ奈なは手で押しとどめる。

「それはこの円卓の結果が出てからでも遅くはない。あと順番を守って」

　ごまかされてる気がするのだろう。不満顔で相手は黙る。しかし委員会はとにかく再開した。

「えーでは。……やっぱり一番最初は、朝の校門当番について。今の状態は、仕事と人数が釣り合ってないって話です。結構いろいろなところから、文句が出てます」

「はいでは、次。あなたはこの議題に、どう思いますか？」

「あ、私もその議題がいいと思います。持ち物検査待ちでＨＲホームルームに遅刻しそうになって、毎朝走ってるって子がいて」

「その分、全生徒が朝早くに出ればいい」

　再び口を挟む風紀委員長に「順番まで黙って」と麻奈は言った。

「あなたは辻つじ褄つま合わせはできるが、意見に現実味がないし、意味がない。みんな机上の空論に振り回されるから、会議が混乱してるんです」

　きっぱりとした麻奈の一言に、委員長は周囲の委員たちを見て、押し黙った。

　麻奈は改めて一つずつ時計回りに進んで、隣の机で出た意見の感想を言わせてみる。そうやって一周したころには、具体的な増員案と違反品目の見直しがまとまっていた。ヒロが驚いたことに、不服そうな風紀委員長からも、増員案に対する有益な意見が出された。

「以降、同様に。今日の議題を話し合ってみて下さい」

　コツを掴つかんだ委員たちは、今日本来話す予定だった事柄を、次々と議題に挙げていく。

それぞれ話の道筋が飛ぶことはなく、ほぼ確実に時計回り方向に、話が進んでいく。

　結果を見てみればいつもの１／４の時間で、風紀委員会は順当に今日の会を終えた。委員たちからは喜びの声。麻奈は仕上げとばかりに、笑みを浮かべて言った。

「よかったですね、皆さん。各自、次回も自分の席が分かるよう、メモを取っておいて下さい」

「方角とか重要なの、真ま名な辺べさん？」

　訊いてくる同じ一年生の委員に、麻奈は上品に答えた。

「席の順番だけが重要ですね。おまじないじゃありませんから」

　――ご機嫌取りをこんな楽しそうにする人、見たことない。

　ヒロは呆あきれる思いだが、まあ麻奈が調子のいい時はやらせておく。律りつの方を振り向くと、向こうもヒロの視線に気がついた。まだ納得している顔ではないが、麻奈のことを「見直した」ぐらいは言いそうな雰囲気ではある。

　その間にも麻奈は、調子よく続ける。

「今後の会議でも、最低、輪が切れないように座って下さい。――それでは、私も学生自治活動のお役に立ててよかったです。そういうことでお開きに」

「待て」

　風紀委員長もまた同じく、わざとらしい満面の笑みを浮かべて麻あさ奈なを止めた。

「君のやらかした問題の解決と罰則が、まだだ」

　麻奈は『やれやれ空気読めてないよこのウスラトンカチが！』ぐらいのことは言いそうな笑顔に切りかわって、不思議そうに風紀委員長に訊きいた。

「部の活動の成果は、見せたでしょう？」

「これが『地域社会研究部』の活動と、何か関係があるのか？」

　麻奈はショックを受けた表情をして、ヒロの方を向いた。

「……やっぱり頭悪いですよ、この人」「黙ってて真ま名な辺べさん」

　ヒロが黙らせたところで、それまで黙って成り行きを見ていた律りつが発言する。

「罪は罪ですが、罰にはまだ早いかもしれません。『地域社会研究部』の活動については、結局これからの問題です。だから代案はあります。まだ四月中は、体験入部の期間中ですよね。一年の委員で部活が決まっていない人って、この中にいませんか？」

「どういうことだ？」

　委員長に訊かれて律は答える。

「風紀委員の一人が、後見人を兼ねて部員になればいいと思うんですよ。どうかな、真名辺さん？」

「もうそれで構いませんよ……」

　やる気がない麻奈は、全面的に律に従うつもりらしい。律は頷うなずいた。

「それじゃ、地域社会研究部部長の許しも出たので。ボクが入部するってことで」

　麻奈はしかめた顔を跳ね上げ、律の方を見る。

「――あの、よく分からないんですが。なぜそういうことになりますか？」

「いや、言い出したのがボクなんだから、実際に行動するのはボクでないと駄目なんじゃないかな？　少なくともボクの師匠ならそう言うよ」

「師匠って……」

「それに一年生でまだ部活決めてないの、ボクくらいだと思う。他ほかに地域社会研究部に入りたい人、いる？」

　律は訊くが、もちろん手を挙げる者はいない。いきなりワケの分からない部に入れと言われても、答えようがないだろうとヒロは思う。律は勝手に頷いた。

「じゃあ決まりみたいだね。ひとまずよろしく頼むよ」

　この発言で、騒動は一応の決着を迎えた。麻奈だけが疲れた表情で目を覆った。



　校舎にともっていた明かりが、徐々に消えていく。

　その高校敷地の南側、多た摩ま川がわの川沿いには広い道があった。朝夕の明るい内は通学路にもなっているが、日の落ちた後、街灯の少ないこの道を歩く者は少ない。コンビニ弁当の入った袋を持った麻あさ奈なは、そんな道を鼻歌まじりに闊かつ歩ぽしていた。

　もちろん彼女は、別に機嫌がいいわけではなかった。

　部員が増えたことは、どうとも捉とらえようがない。必要があれば彼らを追い出さなければならないし、麻奈自身が出ていく可能性はもっと高い。

　とりあえずは様子見だった。

　そんな機嫌の良くも悪くもない麻奈の鼻歌が、ピタリと止まる。川岸の、夕暮れの闇やみの中に人がいた。

　気の乗らない時は眠い目でいる彼女は、わずかばかりその目を細めた。

　――耳ざとい。さっそくだ。

　麻奈をこんな時間、こんな場所で待っていた――いや待ち伏せしていたのは、立たつ木きヒロの姉、立木霜そう夜やだった。手には学生鞄かばんとギターケースを持っている。それを油断なく確認し、麻奈は「何ですか？」と声をかけた。

「なぜ、ヒロさんに近づいたんですか……？」

「近づいた？」

　不機嫌に、ありえませんよと、麻奈は断じる。

「私たち魔法使いは、利用価値のない人間は全く必要のない者たちです。彼程度には、利用価値がない。――向こうから近づいてきたんです。私は被害者ですよ」

「しかしあなたは、ヒロさんに契約させました」

「契約？　……ああ、入部届のことですか？　あれくらいは、誰だれだって書きますよ」

「契約は補強される。ヒロさんがあなたの手に落ちるのは、許容できません」

　麻奈は笑顔を浮かべた。そして一いつ旦たん視線を地面に落とし、再び顔を上げて別種の笑顔を満面に浮かべた。

「許容できない？　――知ったことか！」

　低い声で麻奈が答えた。その目線が霜夜を睨にらみつけると、風が渦巻き、霜夜に向けて放たれる。しかしその風は霜夜の近くまでくると、相殺され消える。

　激怒の表情だった麻奈は、それで一気に醒さめた。

「地味な消耗戦じゃしょうがない。……夜の神と星空の下で戦うには、手持ちがなさすぎですね」

「あなたは危険な存在なのだから、ヒロさんに近づかないで下さい。変なことを、吹き込まないで！」

「随分、ストレートですね。言いたいことを言ってくれる。まあしかし……」

　麻奈は夕ゆう闇やみの中で挑戦的に笑って答えた。

「何かそう言われていると、こちらの気も変わってきた。私も彼のことが結構気に入っていることに、たったいま気づきました。彼は私のものにしようと思います。悪いんですが、手を引くのはあなたの方にしてもらえませんか？」

「気まぐれと嘘うそつきが信条の者たちらしいですね……。もう一度だけ警告します。あなたはヒロさんに悪影響を与える存在なのだから、あの子に近づかないで！」

「人を毛虫か何かみたいに……」

「違うんですか、悪い魔法使いさん。――ヒロさんを連れていかないで！」

　無表情のまま見下した目で訊きく霜そう夜やに、麻あさ奈なは「ああ、なるほど」と頷うなずいた。唇の端に、冷笑が浮かぶ。

「コンビニ弁当を部室で温め直す労を惜しんで話してみれば、そんなことですか？　あのね。私は今まで見逃してたんですよ。少し調子に乗ってはいませんか？」

「――もう十二年間、全すべてをかけているんです、私は！」

　そう叫ぶ霜夜の手には、いつの間にか銀色の銃が握られていた。その銃を麻奈につきつける。しかし麻奈は再び「知ったことか」と冷たく言い、挑発するように睨にらみ上げた。

「……悪いんですが、赤の他人に命令されるの大嫌いなんですよ。殺したくなる」

「それで？　そもそもあなたに、赤の他人でない人間がいるの？」

「まだ生きている人間の中には、一人もいませんね」



    

  
    
      



    

  
    
      「だから他人のものがほしくなる……」

「あなたのものではない」

　麻あさ奈なの強い声に、霜そう夜やは銃を持ったままひるんだ。麻奈は下らないという顔で言う。

「……身のほどというのがあるんですよ。立たつ木きヒロを『新しい月』として迎えようというのは、あなた方の王だ。あなた自身ではない。ただの女官ごときが、新たな王に気持ちを奪われて、どうするのです。どうしようもなく身分違いだ。釣り合うはずがない」

「いやな人……！」

「知りませんよ。私は元から、人間など欲しくはない。彼に関心はない。私のせいにしてごまかすのは、やめて下さいよ。最初から分かっているはずだ。完全に一方通行なんですよ。彼があなたを選ぶことはない」

　その一言に、無表情だった霜夜が顔に激怒を浮かべた。霜夜の手から、くぐもった音が放たれる。

　撃たれた麻奈は頭の側から吹き飛んで、道の脇わき、川辺の草くさ原はらにひっくり返る。振り回された手から飛んだコンビニ袋が、少し離れた芝生の上に落ち、中身をぶちまけて転がった。

　夜の近づく川岸で、音は速やかに遠ざかっていく。しかし霜夜はまだその銃を、倒れた麻奈に向け容赦なく構える。

「次に何か言ったら、今度こそ息の根を止める」

「……だったら今すぐ殺して下さいよ」

　かすれた声で呟つぶやいた麻奈は、手に持つ護符を取り落とした。それで停止させられていた弾丸も、小さな音を立て草原に転がる。止めはしたものの衝撃が抜けてきて、脳のう震しん盪とうを起こしていた。起きあがれない。

　薄暗い川辺の草を踏んで、足音が去っていく。

　麻奈がようやく体を起こした時には、すでに誰だれもいなくなっていた。



　自宅の二階自室にいたヒロは、寝転がって薄い本を読んでいた。麻奈から借りてきたものだ。

　彼女が新入部員となったヒロに渡したのは、世界史の教科書の地中海版、のようなものだった。とにかくこれを丸暗記するぐらい読み込むまでは、魔法やオカルトにはタッチさせないと、そう麻奈は言っていた。なぜオカルトが中世の権力にとってオカルト隠された存在だったのか、歴史を知らないと分からないのだそうだ。もう一冊は『適応進化学』の本。

　別にヒロは麻奈に興味があるのであって、魔法はその付属物にすぎないから、熱心になる必要もない。とはいえ、今後も部活に顔を出す以上、いつまでも麻奈と話がかみ合わないのも困る。とりあえずボチボチと、読み進めていた。

　そういう風にして、多分二時間ほど経たっている。

　階下からギターの音がしてきたので、ヒロは姉の霜そう夜やが帰宅していることに気がついた。

　階段を下りて居間へ行く。まだ制服姿のままの霜夜は、ソファーに腰掛けてギターを弾いていた。

「遅かったじゃん。あれ、父さんと母さんもまだ？」

　真っ暗なキッチンに誰だれもいないのを見て、ヒロは訊きいた。霜夜は「そうみたい」と答えた。元気がない。霜夜のギターは、曲なのか、ただのヒマ潰つぶしなのか分からない音を、ポロンポロンと立てているばかりだ。

　そもそもギターの練習をするなら、霜夜は自室にこもってやる。ヒロの部屋の隣だから、すぐに気がつくのだ。それを居間でやっているというのは、様子がおかしかった。たった一人の姉のそんな様子は、ヒロにとってはつらい。

「何か、食えるもの作るよ」

　元気づける方法を考えようと思った。その時間を稼ぐべく、ヒロは自然な感じで姉に言う。何はともあれ、腹が空すいていると気分が落ち込むものだ。だが霜夜の方は慌てたように、ギターを置いて顔を上げた。

「……私も手伝います――」

「いいから。そこ座ってて。何か演奏でもしててよ」

　ヒロは明かりをつけながらキッチンへ向かう。

　エプロンかけにはヒロと父親が使っている男子用ともいうべきシンプルなエプロンがある。それをかけ、冷蔵庫の中を見る。挽ひき肉にくとトマトがあるか、まず探した。ヒロはこの二つさえあれば、大抵のものは作れる。

「すぐに適当なもの作るよ。何か明るい曲――」

　答えはなく、背中にピッタリと霜夜がくっついていた。腕を回し、抱きついてくる。

「あ、あの？　どうしたの？」

　驚いた声を上げるが、霜夜は答えない。ヒロは混乱した。この状況は何なのだろうと思う。確かに姉の霜夜には抱きつきグセなどがあるのだが、こういうノリは初めてだ――。

　何というか両親のいないこの状況だと、妙に意識する。いや、それは馬ば鹿かげた話だろうと、首を振る――。

　冷静にならなければならない。

「……どうしたの？　何かあった？」

　できるだけ相手を安心させられる声を心がけながら、ヒロは訊いた。それに対する霜夜の答えは、シンプルだった。

「ごめんなさい――」

　何に謝っているのだろうと、ヒロは小さく息をつく。

「それは俺おれに？　何で霜夜は謝るの？」

「私はヒロさんに酷ひどい嘘うそをついています。もうずっと長い間」

「なるほど」

　――それは確かに、ショックなニュースだ。

　ヒロは天井を見上げたまま、とにかく次の言葉を探す。

「俺おれは心当たりないけどね……。うん、そっか――」

「ごめんなさい」

「いや、俺の方はいいよ。何かあっても、多分何とかなると思う。うまく立ち回るの、得意なんだ。どうとでもなる。何とかするよ。ああ……そのことはどうでも良くて。――ただそれで霜そう夜やが傷ついてるんだったら、すごくいやだな」

　霜夜は黙り込む。その反応にヒロは慌てた。

「えっと、別に嫌味とか、お説教とか、そういうことじゃないんだ。ただ霜夜に起きることは、霜夜にしか分からないし。かと言ってプライベートまで根ほり葉ほり訊きいて、霜夜にいやな思いをさせたくもないし――」

　ヒロとしてはもうちょっとうまく言いたいのだが、うまい言葉が出てこない。もう直球で訊いてみる。

「――どうすれば、霜夜は幸せになれる？　俺にできることはある？」

「何も……」

　ヒロは抱きつく姉の両手を剥はがすと、彼女に向き直ってもう一度訊く。

「俺にできることは、ある？」

　訊き返しながらも姉の顔を見て、何て表情をしてるんだろうと思う。

　――霜夜がこんな顔をしているのはナンカ不幸だ。

　そう思った。



　東京という街は、酷い。

　この街は『神話』を失っている。

　誰だれでも共有できる風景というものが、どこにもない。

　沢山の人が東京にいて、でも東京がどんなところか問えば、ノイズのような答えしか返ってこないだろう。

　どこもかしこも曲がりくねった小道と小さな坂だらけで、風景は分断されていて。

　同じような小道に同じような、それでいて根拠もなく個性化された、よく分からない家だけが立ち並んでいる。

　人々は分断された世界に気づかない。



「どうしたんだい、立たつ木きクン？　おーい」

　窓枠に顔を乗っけてひしゃげているヒロの後ろから、律りつが大きな声で呼びかける。

「放ほうっておきなさい」と、こちらは椅い子すを一列に並べ、寝転がる麻あさ奈なが止めた。麻奈は麻奈で、何やら肉体的ダメージを受けてフラフラになっていた。それは部室に来た時、ヒロも見ている。

　スカートの裾すそから覗のぞく無防備な太ふと股ももといい、場所が場所なら色っぽくも見えただろう。

しかし汚い部室で質素なパイプ椅子に寝転がる様は、単なるだらしない女にしか見えない。そんな麻奈がだらしない声で、律に言った。

「彼はパンツのゴム紐ひもが切れて動くことができないのです。男子というものはそうであると聞きました。そっとしておいてあげて下さい。ブシのナサケだ」

「いやメランコリーまで捏ねつ造ぞうするの、やめてあげようよ。男の子なんだし」

　一人元気に言った律は、ため息をついた。

「たいがいポンコツだよね、この部って」

　地域社会研究部、部員三人体制の初会合となる土曜日である。

　しかしこの部活のためにあるような休日を、三人は何をするでもなく、ダラダラと過ごしていた。本来なら律などが引き締め役に回るのだろう。だが彼女も、部活として何をしたものか、初日でよく分からないようだった。

　ヒロはようやくノロノロと麻奈の方を振り返った。

「……そういや明日の日曜日は、活動するんだっけ？　悪いけど、明日は部室に顔出せないや」

　その言葉にああ、と律も頷うなずいた。

「誕生日だったよね。そういえば立たつ木きクンはお姉さんとの約束、何だったかちゃんと分かったの？」

　ヒロは力無く横に首を振る。昨日は霜そう夜やも触れなかったが、まずそれを思い出さなければならない。さもないとますます、霜夜を悲しませることになる。

　一方、それまで魂を飛ばしていた麻奈が怠だるそうに体を起こし、ヒロに訊きいた。

「お姉さんと約束？　立木霜夜とですか？　あなたの誕生日に関して？」

「まあね……」

「次で十六歳ですよね。――明日が誕生日？　思ったより急な話だ。それで約束とは？」

「うん……。約束したのは憶おぼえてるんだけど――その内容が思い出せない。生返事を続けててさ。ああ、それより真ま名な辺べさん、霜夜のこと知ってるの？」

　再び寝転んだ麻奈は、首だけ起こして「ええ」とヒロに答えた。

「三十秒ほど話したことがあります」

「赤の他人だよ」

「まあ、どうでもいいですよ。私わた的してきには有名人ですから……」

「そうなの？」

　間抜けに、ヒロは答えた。麻あさ奈なが霜そう夜やに特別な興味を持つ理由は、ちょっと分からない。

「もしかして、ギター関係？」

「ああ、あのギターケース、中身もあったんですね」

「そりゃ普通はそうじゃない……？」

　律りつのツッコミを無視して、麻奈はヒロに訊きいた。

「演奏、うまいんですか？　ならば一度、聴いてみたいですね。神の奏でる音色だ」

「……それはちょっと霜夜のこと褒めすぎだよ、真ま名な辺べさん」

「そうでもないですよ。あなたに聞く耳がないだけだ。もっともまあ、私も無理かもしれません。かなりはっきり、嫌われていますし……」

　その麻奈の言葉に、律は呆あきれたように肩を落とす。

「意外とこまめに敵を作ってるんだね……」

「私からは何もしてませんよ」

「タチの悪い言い訳をしてると、ボクは思うよ？」

「ふむ……」

　だらしない格好で寝ていた麻奈は、起きあがると何かひらめいたように手を打った。

「分かりました。こんなダラダラしていても、部活時間の無駄ですね。活動の一環として市民プールへ行きましょう」

「ホント、思いつきだね！」

　呆れたように言う律に向かって、麻奈はポンポンと手を打つ。

「さっさと家に帰って、一時間後にプールの入り口で集合。一いつ旦たん解散」

「まあ部の活動なら仕方ないか。ボクは夕方から道場だから、それまでに間に合うならいいよ」

　退屈していた律は簡単に承諾したので、麻奈はヒロに訊く。

「あなたはどうしますか？」

「うん、俺おれもつき合うよ」

　そう言ってヒロは立ち上がった。いい加減切り替えるべきだろうと思う。今晩だって夕食の時、霜夜と顔を合わせるのだ。昨日のことは、その時にでも霜夜に訊けばいい。あとは約束を忘れたことを、素直に謝るのだ。



　ヒロと律は一旦自宅へ帰ることを告げると、部室を去る。

　最後に部室の鍵かぎをかける麻奈だけが、部屋に残った。

　麻奈のすぐ背後に、いつの間にか霜夜が立つ。振り向いて気づいた麻奈は、嫌そうな顔をした。

「……幽霊みたいな出現は、さすがにやめませんか。いい気がしない」

「何を目もく論ろんでいるのかしら？」

「勘弁して下さいよ……。立たつ木きヒロにとっては、今日がこの学校で過ごす最後の日です。お別れなのでしょう？　だったら楽しい思い出をつくってあげようというぐらいには、私も彼に友情を感じているんですよ」

　言いながら麻あさ奈なは、霜そう夜やの顔を覗のぞき込む。しかし霜夜の表情は、仮面のように微動だにしない。

「――何だったらあなたも、一緒に来ますか？」

　霜夜は驚いたような表情を浮かべるが、今度は俯うつむく。

「いえ……遠慮しておくわ」

「なぜ？」

「私、泳げないから――」

　それだけ言うと、背を向けて廊下を行ってしまう。やれやれと麻奈は腰に手を当て、その姿を見送った。――どうとでもなるだろうに、変なところで気難しい。



「学校水着！」

　きっかり一時間後、麻奈は市民プールの前で叫んでいた。

　あまりきれいでない床と、あまりきれいでない壁。コンクリートに直接ペンキを塗ったような、頑丈だろうが正直安っぽい更衣室入り口に、麻奈の声は反響した。

「長な川がわ律りつは、正気ですか？」

「フルネームで正気を疑われるとは思わなかったよ……」

　しかし麻奈は、律が持ってきた学校指定の水着入れを指して言う。

「男子は大差ないんだから構いませんよ。しかし仮にも女子が、一般市民のいるプールで学校水着とか、正気ですか？　……まったく母校の恥をさらすようなものだ」

「恥って、どういう意味だよ！」

「いいから来て」

　頭が痛いという態度の麻奈だが、この場合どれほど妥当か。そんなことをヒロが考える間に、律は襟元を引っ張られて「あ～」という叫び声と共に小さな売店の方に消える。

　ヒロは自分の水着袋を見て思う。一応、市販品だ。



　準備をさっさと終えたヒロは、シャワー横のプールサイドでのんびりと待つ。学校の女子とプールへ来たことがないわけではないが、その場合は大抵グループで来ていた。他ほかにも男友達がいたし、互いに話し相手になれた。今はたった一人で待つから、退屈である。

女子二人はなかなか来ない。

　ヒロはボンヤリと賑にぎわうプールの方を見る。土曜日なので人が多い。特に家族連れをよく見かける。

　知った顔でもないかと探すが、さすがにこの時間、高校生をプールで見かけることはなかった。みんな部活かバイトだろう。

「いやあ、待たせました」

　ようやくそう言いながら、麻あさ奈ながやって来る。彼女は昨日も部室で着ていた、ビキニとか何とか、そういう水着である。露出は高いが過剰な装飾がなくシンプルだ。麻奈なりに、お気に入りなのだろう。

　その隣にいる律りつの方を見ると、こちらは落ち着かない表情。キョロキョロしながら腕で体を隠す。麻奈に言われて新調したのであろう水着は、チューブトップのセパレーツだった。

　露出は麻奈の水着ほどではない。しかし律の健康さ、姿勢の良さが加わると、上品に見えてまるでモデルのようだった。道場通いでつけたらしいほどよい筋肉は、いいアクセントになっているとヒロは思う。だが本人にすれば、耐えられたものではないらしい。

「……やっぱりコレ無理があるよ。そもそも部活関係ないじゃん。ボク着替えてくる」

　うろたえて言う律を、ヒロは慌てて止める。

「いやでもその水着、悪くないと思うよ。うん、きれいだと思う」

　素直に出た感想をヒロが言うと、律は「えっ」と驚いたような表情を浮かべる。そしてヒロと視線が合わないよう、目の先をあちらこちらにさまよわせながら「そうかな……」と呟つぶやいた。それに対してヒロは「本当、本当」と何度も頷うなずく。

「月並みな言い方だけど、かわいいと思うよ」

「うん……だったらいいか！」

　まだためらうようなそぶりを見せながらも、律は腕を左右に下ろして、上目遣いでヒロの方を見る。

「女の子なんだから、かわいいと思われるように振る舞うのは、正しいよね。師匠もいつも言ってるし」

「うん」

　ヒロは素直に頷いた。こういうことは考えすぎなくていいと、いつも思っている。

「それはボクも、素直にそう思うよ」

　言いながら大きく深呼吸して、律もウンと頷いた。

「よし、行くか！」

　この律の宣言までの間に麻奈が何をやっているかというと――。大きめの浮き輪に簡易ポンプで、ベコベコ空気を入れている。

「浮き輪いるの？」

　律が訊きくと麻奈は作業しながら答えた。

「これあると、疲れても水から上がらなくていいので」

　説明しながら、手を休めずに空気入れ。呆あきれて見ている律りつの背後から、ヒロは小声で聞いてみた。

「……ねえ。長な川がわさんって、真ま名な辺べさんと思ったよりうまく行ってない？　前に話聞いた時は、もっと本格的に嫌い――っていうかこじれてるのかと思ってた」

「うん、そうだね。まあ今も、ちょっとね」

　水着を指して鼻の頭をかきながら、律は考えこむように小声で言った。

「何ていうか。真名辺さんと話をしてると、自分の基準がグラグラするんだよ。彼女はボクの必死でやってること、必ずバカにしに来るからね。苦手意識は正直いまでもあるし、立たつ木きクンが行動するまで進んで避けてた。――あとその、前に言った話のこともあるしね」

「うん」

「でもそれじゃいけないなって思って。だから入部もしたんだ。彼女が真人間になれるよう、努力してみるよ。それに彼女のこと、認めてるところもあるんだよ？　――ああ、言わないでね、本人には」

「そうだね」

　ヒロは笑って頷うなずいた。何だか今日初めて、笑顔を浮かべた気がする。

「よしできた」



    

  
    
      



    

  
    
      　麻あさ奈なはパンパンに膨らんだ浮き輪を、青い空に向かって掲げた。



「ところでさ。今さらなんだけど……」

　律りつがヒロにそう言ったのは、三十分ほど三人それぞれ勝手に遊んだころだった。

「何でボクたち市民プールに来たの？」

　だがそんなことは、ヒロにも分からない。そして肝心の部長・麻奈は、浮き輪でプールに浮かんだまま、魂を天高く白い雲の上へ飛ばしていた。

　ダラダラした態度というより、全力でリラックスしている。当然、部の活動を始めるような気配は微み塵じんもない。

　律の表情が徐々に険しくなるので、ヒロは代わりに、思いきって訊きいてみた。

「……ねえ真ま名な辺べさん、これってもしかして、思いきり遊んでない？」

　浮き輪の穴に腰を落とした麻奈は、ヒロに視線を向けると、キリリとした目で訊き返す。

「何か問題が？」

　震える声で律は問う。

「……部の活動をするからって、ボクたちを連れてきたんじゃないの？　これじゃ部室プールの時と、広さ以外変わってないじゃないか……」

「市民プールは、部活をやる場所なんですか？　もしかして熱射病？」

「熱射病は、キミだ！」

　怒った律が、麻奈の浮き輪をひっくり返す。頭から水中に落ちた麻奈は、浮かび上がると再び浮き輪に乗り、パシャパシャと水をかいて律から逃げ始める。だが、すぐに追いつかれ、再び律にひっくり返される。

「……酷ひどいですね」

　耳に水が入ったのか、首を傾け頭を叩たたく麻奈に律は怒ったように言った。

「コッチのセリフだよ。やっぱり廃部にしておけばよかった！」

「今さらそれはない……」

　恨めしそうに言う麻奈にそっぽを向いて、律は水をかき分けながら、プールサイドへ向かう。ヒロは慌てて、そのあとを追った。

「どこ行くの、長な川がわさん？」

「競泳用プールの方に行く。悪いけどボクは、遊ぶつもりじゃない時は、遊べないよ。トレーニング代わりに遠泳してくる」

「そうですか。後でどれだけ筋肉ついたか、部長の私に報告して下さい。それを部の活動記録に載せましょう」

　水をかき分けて戻ってきた律により三み度たび、浮き輪と麻奈はひっくり返された。そして今度こそ本当に律は行ってしまう。

「……マジメですね、彼女」

　水面から顔を出した麻あさ奈なは、ため息をついて律りつの後ろ姿を見送る。

「それが長な川がわさんのいいところだけれどね」

　ヒロがフォローすると、麻奈は冷笑。

「自分から汗をかくのが好きな人間って、これだからかなわない……」

　言いながら改めて浮き輪に上り、その穴の中に座った。

　もっともただ水につかるためにプールへ来る人間というのも、麻奈ぐらいのものだろうとヒロは思う。律のことをどうこう言える立場ではない。

　ヒロは麻奈をボンヤリ見ながら、そんなことを考える。すると麻奈は不思議な含み笑いで、身を縮めるような姿勢を取る。胸を腕でキュッと寄せ、谷間を強調。

　――ザンネン。知らない女の子だったら、一発で悩殺されたのに。

　もはや麻奈のあらゆる乱行につき合わされたヒロは、状況を素直に受け取らない。一通り脳内で残念がると、麻奈の行動の真意を考えてみる。これは挑戦なのかもしれない。

　ヒロは左右の手を組むと、ググッと胸筋に力を入れ対抗。意外に厚い。自分でも驚いた。

「……頭がおかしい人間ばかりだ、何て部活だろう」

　麻奈はそう言い残すと、手で水をかいてヒロから遠ざかっていく。慌ててヒロはプールの底を蹴けり、後を追った。

「待って真ま名な辺べさん」

「何ですか？」

　不機嫌な麻奈の声。ヒロは慌てて話題を探す。

「何でもいいんだけど……。そう、昨日の円卓会議って、結局あれ何だったの？　魔法って言ってたけど」

「ああ――。まあ基本ですから説明しましょうか」

　ようやく止まった麻奈は方向転換すると、どこから話そうか考えるかのように空を睨にらんだ。

「……まず最初に、大前提。生物が生きていく上で必要な発想って、四つしかありません。この四つは、それぞれ考えるべき順番が、ちゃんと決まっています」

「四つと順番？」

　追いついたヒロが聞き返すと、「ええ」と麻奈は浮き輪の上で頷うなずいた。

「昨日の風紀委員会は、この順番がバラバラだった。だからそれを解消するため、並べ直しました、というのが円卓の種明かしです」

　麻奈は自分の乗っかる浮き輪の四点を指しながら、それを細い指でたどって説明する。

だがヒロは首をひねった。

「……心理学とかそういうの？」

「まあその解釈でも構いません。子供から大人おとなへの、発想の変遷をなぞってみた、ということですね。また魔術的には、錬金術の生成過程をなぞったとも言える。要するに意見の合一魔術だったんですよ」

「合一？　合わせて一つにしたってこと？」

「そうです。――神話の類たぐいは、読んだことありますか？」

「全然」

「でしょうね……」

　麻あさ奈なはつまらなさそうに言う。

「……例えば、世の中に存在するものは、人も物質も『不完全』なものばかりです」

「まあ、ね」

「それがなぜかと言いますと、元は絶対的な力を持つ『完全』なもの、つまり神を分割して、様々な存在が作られたからなんですよ。これは全世界の神話に共通する発想です。では『完全』を再び我々が得るためにはどうすればいいか、分かりますか？」

「不完全なものを、もう一度集めて一つにすればいい？　それが合一？」

「その通りです。その合一を導くための技術が、魔術ですよ。――えらく簡単に思いつきましたね？」

「いやヒントは出てたし。前に校舎で戦ってた時も、何かそんな感じのこと、真ま名な辺べさん言ってたから」

「そうでしたっけ？」

　麻奈は首をひねったが、とぼけている風ではない。あの時の麻奈は随分興奮していたから、実際憶おぼえていないのだろう。

「……まあとにかく」と、彼女は話を再開した。

「最初に混こん沌とんとしたものがあれば、それを種類別に分離する。次に分離したものを、自然な順に並べ直し、重ね合わせる。私がやる魔術というのは、それだけなんですよ。対象はいろいろとありますが。――風紀委員会でやったのも、同じことです」

「前の時のエレメントがどうこうってヤツも、それと同じってこと？」

「ええ。竜ドラゴンから四つに分かたれたものが生存物質エレメントですから、この四つを揃そろえて合一すれば、人間は竜ドラゴンの力を操ることができる。簡単でしょう？」

「でも科学って、そんな単純じゃないけど……」

「単純なのはいま話したのが基礎理論だからです。物質は電子と陽子と中性子でできている――。簡単でしょう？　問題は何をどう合一し、どのような性質を得るかです。この点に関しては、魔術にしても同様に難しい。まあしかし、根本的なアプローチの違いがありますからね」



　プールにプッカリ浮かんだ麻あさ奈なは、体を揺すって水紋を作る。

「結局、科学と魔術は系統が全然別なんですよ。魔術は『生きたもの』を扱う。科学は『生きていないもの』を扱う。だからただの物質に魔法の――生き物のルールは通用しない。科学というのは『死体としての物質』を扱う学問なんです。要するに近代科学の発見とは、この世に『生きていないもの』があること――生物のルールに従わない存在に、人類が出会うことだったと言えます」

「昔の人は、何でもかんでも生きていると思ってたってこと？」

「そうです。まあ今の目から見れば、奇妙に思えるでしょうが。魔術には『ミラー・ライン』という現象があって、これが『ただの物質』という発想を遅らせた」

「ミラー・ライン？」

「そう鏡ミラーです。鏡に映った鏡像リフレクシヨンはですね、観測者にとって生き物と同じ意味を持ってしまうんです。例えばこのプールの水、水面に映ったあなたの姿は生き物に見えるでしょう」

　ヒロは水面に映った自分の顔を見下ろしたまま、頷うなずく。

「でもプールの水は、生き物ではありませんね？」

　その言葉に、ヒロは再び無言で頷く。

「このように自分が鏡を見ているという自覚がなければ、そこに映った姿もまた、生き物のように思える。その境界を構成するものを指して『ミラー・ライン』と呼ぶんですよ。神話上の神様さえ、しょっちゅうこれに引っかかる。自分と同格の存在がいると思って岩戸から出てきたり、川にはまって溺おぼれたり、と。まあいろいろです」

「魔法上でも意味を持つっていうのは？」

「一番よく使うのは……『ミラー・ライン』の逆利用ですね。例えば結界ですよ」

　麻奈は腹の上で手を組み、眠そう言った。

「目の前に広がる風景があるとする。しかしそれが鏡の見せている幻だと思いこまされれば、そこから先に進まない。これが私たちの使う結界の、共通原理ですよ」

「結界、か……」

　ヒロが腕を組んで考えこむと、麻奈は目を瞑つぶる。途端、浮き輪がまたひっくり返った。

その下、水中から現れた律りつが、ヒロに言う。

「向こうに50メートルの競泳プールがあったよ！　折角だから、二人とも鍛えない？」

　水面に顔を出した麻奈は無視したが、ヒロはうっかり頷いてしまった。ショックを受ける麻奈は音も立てずに逃げ出したが、律にガッチリと肩を掴つかまれる。そのまま水中をずるずると、浮き輪ごと引っ張られていった。



　地上には宝石のような光の河が生まれ、空はそれを引き立てるかのような、透き通ったワインレッドに染まる。夜を迎えようとする東京の夜景を間近に、その軽飛行機は飛んでいた。すでに許される飛行高度を割って、地上に接近している。

　航空Ａ交通Ｔ管制Ｃからの無線は警告を発しているが、パイロットは答えない。

　機内には操縦席以外、座席がなかった。同乗するのは作業を行うたった一人。あとはこれから投下される予定の、黒く輝く石板――モノリスが二枚、天井のレールにつり下げられているだけだった。

　モノリスには投下時の衝撃を避けるため、小ぶりのパラシュートが取りつけられていた。

　軽飛行機は易々と、目標の上空へ到達する。

　同乗者が窓を開け、天井のレールに沿って石板を移動。開かれた窓から地上にモノリスを投下する。夕日を鏡のように反射しながら、地上へ向け黒い石板は落下していく。

　そしてすぐに灰色――近づく夜空に溶けるような色のパラシュートが開いた。予定通りの方向へ微風で流されていく。

　地上が近づくにつれ、石板は空中でガチリガチリと音を立て、へこんだり出っ張ったりと形を変え始めた。しばらくすればそれは、人の形となる。

　石板が人となった――という風ではなかった。むしろ人の形であったものが石板に見えていたといえる。本体は何も変わっておらず、見え方だけが変わったという方が、魔術的には正しい変化が起きた。

　二つの人の影は一軒の民家の瓦かわら屋や根ねに、静かに着地した。



    

  
    
      
第三章





　長な川がわ律りつの水中筋トレに夕方までつき合ったヒロと麻あさ奈なは、ヘトヘトで市民プールを後にした。

「あなたが、迂う闊かつな返事をするから……」

　麻奈は疲れ切った表情で、ヒロを睨にらむ。それをヒロは、そっぽを向いて無視した。律だけが異様に元気なまま、充実した表情を浮かべている。

　もう文句を言う気力もない麻奈は、ひとまず空腹を訴えた。軽く何か食べようと言う麻奈の提案に、律やヒロも異存はない。

　三人は律が知っていた店――赤い看板の小さなサンドイッチ・ショップで、食事をすませた。店を出たころにはすっかり、辺りは暗くなり始めていた。

「ちょっとのんびりしすぎたかな」

　ヒロは先を行く律と麻奈に、そう言った。

　小さなビルが左右に立ち並ぶ歩道のない道路を、三人は歩いていた。駅からそう遠くない辺りまでは、こんな道がずっと続く。もっとも道路を筋一つ向こうに進めば、すぐに民家の立ち並ぶ住宅街だ。その中の一軒が律りつの家だった。ちなみにヒロの家はもうちょっと先、麻あさ奈なは学校の方という。

　ヒロは律に訊きく。

「長な川がわさん、道場に行く時間、大丈夫？」

「うんまあ家に戻ってから走っていけば、間に合うかな」

　そうは言うものの、そわそわとした態度の律に対し、麻奈は横柄に言う。

「いいんですよ。部の結成を祝ってということですから。今日くらいシショーも許してくれますよ」

「適当に言わないでよ。それよりちゃんと来週からの活動、考えてるんだよね？」

　律がちょっとムッとして言うと、麻奈は腕を組んだまま数歩進む。そして首をひねったまま律の方を振り向いた。

「ああ……。そういえば地域社会研究部って、何をする部なんですか？」

「いやいやいや……。うんうん。ちょっと待ってよ」

　律は麻奈の肩に手をかけ、すごむ。

「キミは一体、あの部室を占拠して、入部から今まで何をやってたの？　もしかして本当に何もしてなかったの？」

「フム手始めに、その謎なぞを解明しましょうか」

「するか！」

　律の叫びに、ヒロは力なく笑う。そしていま歩く道の向こうから、順に街灯が消えていくのに気がついた。周囲のビルや、すこし向こうの民家も同様である。

「――あれ、停電かな？」

「珍しいね」

　律も当惑したように周囲を見回す。確かに彼女の言う通り、滅めつ多たにあることではない。

そしてここが東京の一角であろうとも、闇やみは闇だ。足も見えないほどに真っ暗で、夕日の残る空だけが赤い。

　いやな雰囲気だと誰だれもが思うだろう。そうヒロが考えた途端、『パキン』という音が聞こえた。

「何？」

「さあ」

　ヒロと律が、真まっ暗くら闇やみの中で互いに答える。麻奈だけが無言だった。

　また再び、『パキン』と音が響く。

　音の源を特定できない。三人が周囲を見回す間に、また『パキン』という破裂音。徐々に間隔が狭まっている。

　ヒロの目はもう、だいぶこの闇やみに慣れてきた。律りつの影、麻あさ奈なの影は見ることができる。

　しかしそれでも道の向こうはより一層深い闇で、見通すことができない。『パキンパキンパキン』と連続する音。それはまるで何か、足音のようだった。すでに音の間隔は非常に短くなっていた。せき立てるかのように何度も響く。もしこれが足音ならば、間隔の広い足音は歩幅を狭めつつあった。小走りの音に変わっている。方角はまだ分からない。音の大きさだけが近づいていることを示す。

　パキン。

　足音は跳躍した。

「下がって！」

　麻奈と律、二人が同時に叫び、ヒロは二人に襟首を引っ張られた。その力はあまりに強引で、首が絞まり息が一瞬つまる。

　しかしそこまでされても、ヒロは感謝するしかなかった。すぐ目の下、今まで喉のどがあった場所を、かすかな夕明かりに照らされた光が一直線に流れて見えた。

　刃物の形に光っていた。そしてその向こうに、誰だれのものか分からない禍まが々まがしく歪ゆがんだ目が、一瞬見えた。

　――ちょっと待ってよ。

　恐怖は一瞬遅れてやって来る。そしてヒロ自身は呆ぼう然ぜんとしたまま、無様にその場で尻しり餅もちをつくことになった。

「誰ですか！」

　普段の麻奈からは想像のつかない、鋭い声が響く。答えはない。それどころか、足音さえしなくなった。三人は三人とも、その場で息を潜める。しかしやはり、何も聞こえない。

「あ、――っぐ」

　ヒロは急に引き倒され、顎あごを押さえつけられたまま地面に転がる。ひんやりとした、爬は虫ちゆう類るいのように冷たい手に押さえつけられる。息ができない。

　またあのナイフのようなものが喉に来るのだと分かった。身動きが取れずどうすることもできないと思った瞬間、冷や汗が噴き出す。

「――ハッ!!」

　硬いもの同士がぶつかるような、鈍い音が響いた。

　ヒロは這はいずるようにその場から退いて、地面に手をついたまま、喉を押さえて咳せき込む。何とか体を起こすと、油断なく左右へ目を配る律の姿が見えた。その構えから、おそらく彼女がすんでのところで掌底でも叩たたき込んでくれたのだろうと推測する。

　律の視線の先を、ヒロも追う。この暗くら闇やみの中で、ゆらゆらと揺れている光があった。輝く四つの目が、頭の高さで揺れている。ヒロは跳び起きるように立ち上がった。

　最低でも二人。しかし威嚇するような獣の唸うなり声がその目の下から漏れ始め、これは人間なのか？　とヒロは思う。獰どう猛もうな犬――いや虎とらのような唸うなり声だった。

　油断なく周囲を警戒する麻あさ奈なが、押し殺した声でヒロと律りつに言う。

「……こういう時に役に立つ名言というのを、知っていますか？」

「何？」

　ヒロと律が同時に訊きく。麻奈は人差し指を立て、静かに唱えた。

「自分が死ぬのは非常に困るが、自分以外が死ぬのは大体何とかなる……」

「もうちょっと役に立つ話してよ、真ま名な辺べさん……」

　そんなことを口では言っている。だがこの場で一番混乱しているのは間違いなくヒロだった。理科室で襲われた時のような、ついで扱いではない。ヒロが、狙ねらわれているのだ。

　だが平和な一学生でしかないヒロにとって、こんな敵意は当惑するしかない。殺されるほど憎まれたことなど、これまでにない。身に憶おぼえもない。

「――状況が分かりませんね。ひとまず、逃げましょう！」

　それは麻奈に言われるまでもない。三人は周囲を見回して確認した後、一斉に走り出した。

「……立木霜夜が目論むことは、そういうことではないはずだ。だとすれば状況が変わっているのか――。いや、意志が分裂し始めているのか」

「霜そう夜や？　何のこと？」

　ヒロの問う声に、麻奈は走りながら横に首を振る。

「何でもありません。――冗談じゃない。話が違う」

　ヒロは麻奈が何を言っているのか分からないが、聞き返さない。状況が深刻なのは十分理解できる。相手は武器を持っていて、おまけに他ほかにも仲間がいる可能性だってあるのだ。このままではどうにもならない。

「変質者だよ。大声出して、人を呼んだ方がよくない？」

　そう訊たずねる律に、麻奈は怒ったような声で答えた。

「あれが変質者程度ですか？　あなたは願望的ですよ。私たちが無用な犠牲者を盾がわりにしても、大した時間は稼げませんよ」

「盾ってそんな……」

「そういう相手だと思って下さい」

　麻奈は律に、厳しくそう言う。だがヒロはその言葉が、自分にも向けられていると思った。誰だれか大人おとながいてくれたら安全を確保してくれると、ヒロ自身も勝手に思いこんでいる。だがすぐ後を追ってきている敵に、そんな理屈は通用しない。

　敵？　――そう敵だ。

「真名辺さん。それでどこに向かうの？　あては？」

「ひとまず学校です。杖つえや道具を取ってこないことには、この先どうにもならない」

「……魔法が使えないっていうこと？」

「魔法？」

　何を言ってるんだという声で律りつが言う。しかし麻あさ奈なは無視した。

「そうです、立たつ木き君。正確には、物理的な破壊をもたらす技を使えない。おそらく人間ではない今の相手には、素手では手も足も出ません。こういう状況は考えていませんでした。護符でどうにかなる相手でもない」

　麻奈がヒロにそう言っている間に、律は自分で行動していた。電柱に沿うように立てられていた、携帯ショップの幟のぼり。それを留めていた針金から一気に引き抜き、旗の部分も捨てて一本の棒にする。走りながらその感触を確かめるように、両手で持つ。

　夜の中で風が動いた。空気を斬きる音だけが、ヒロには聞こえる。しかし今回の律は、その音に的確に動いた。

　ヒロに飛びつこうとした何かを、即席の棍こん棒ぼうで強打。相手はそれで「ヒャン！」と鳴いて、闇やみの中を転がった。

「止まらないで」

　走る速さが鈍ったヒロに向かい、律は鋭く言った。彼女も肩で息をしているが、横目で絶えず後方に気を配ってくれている。

　普段の律とは違っていた。戦いが始まれば行動が一番速い。そして今も、敵を倒すことだけに集中している。集中が途切れたが最後、負けると考えているようだった。

「長な川がわさん、学校見えてきた！」

　そうヒロが報告した時も、「うん」と返事は短い。

　再び夜の空気が引き裂かれるように鳴る。律は手にした棒を二本に折り、それを相手に向かって突きだした。大きな猫のような、獰どう猛もうな悲鳴が上がる。だが今回は確実なダメージになっているようだった。

「……うわ、何か降ってきた」

　そう言って律は、慌てて体を払った。



　夜の学校の正門は、当然のごとくすでに閉まっていた。しかし侵入は簡単だった。校庭を区切るフェンスには、不良たち御ご用よう達たしのフェンス穴がある。ヒロも麻奈もそこを知っていた。

　職員室と当直室らしい部屋にだけ、明かりがあった。学校自体は停電の範囲に入っていない。だが先頭を行く麻奈は、もちろんそちらへは向かわない。向かうのは新校舎だった。

　たどり着いたはいいが、その時点で思った通り、新校舎にはすでに鍵かぎがかけられていた。しかし麻奈はなぜか、校舎の鍵を自分のキーホルダーに持っていた。最後に三人はどうにか、地域社会研究部の部室に転がり込むことができた。麻奈が大急ぎで明かりをつけ、荷物を捜索する。律とヒロは部室中の窓と扉を施錠した。

「準備ができました。隠れて――」

　杖つえを持った麻あさ奈なが散らかった部室の真ん中に立ち、二人に指示する。彼女は片手に山ほど、金属色のペンキャップのようなものを持っていた。そして表記を確認しながら、一つ一つ杖の穴へはめていった。さらに作業の間に麻奈のヘアバンドがもぞもぞと髪の下を動きだして、左右の端がピンと垂直に立つ。

「何でバニーガール」

　律りつは意味が分からず、そう声を上げる。麻奈のヘアバンドの秘密を知るヒロは、慌てて説明した。

「えっと、レーダーとかに使えるって――」

「妖よう怪かいアンテナですよ」

　ボソっと遮るように麻奈が言う。どうやら二人の会話がうるさいらしい。しかし意識を集中したかに見えた麻奈は、すぐに目を見開いた。その顔色は芳しくない。

「どうしたの？」

「先ほどの襲撃者がこちらへ向かっているんですが。――突然すごい数に増えました。五十人ぐらいいる」

「最初から用意してたってこと？」

　ヒロは周囲を見回す。この狭い部室に、五十人がやってくる。

「脱出すら無理――か」

「不意打ちを受けている時点で、確定した不利です。戦うしかないなら、籠ろう城じように限ります」

　麻奈とヒロの会話に、難しい表情で黙り込んでいた律が口を開いた。

「ボクはこういうのは戦いになってないと思う。師匠なら多分、そう言う……。相手と話し合いはできないの？」

　麻奈は少し考えて、律の方を向く。

「できますよ。相手の目的は、立たつ木き君の殺害だ。我々が立木君をさしだせば、私と長な川がわさんは無傷でしょうね」

「俺おれが巻き込んでるって？」

　ヒロとしては把握できない状況に驚くしかないが、確かにその通り。狙ねらわれているのはヒロだけだ。

「だったら俺が――」

　言いかけたヒロの肩を麻奈が掴つかんで後ろへ押す。普段のダラダラした態度からは想像しにくい、すごい力だった。ヒロはなすすべもなく、後ろにあった長机の上に無理矢理座らされてしまう。

「時間がないので二つだけ分かって下さい。ひとつ、あなたが出ていくというのは、あなたが殺されにいくということだ。いざとなったらお願いします。ふたつ、あなたは『私の実力』を知っている。だったらまずは、やらせてみてはどうですか？」

　――黙って任せろと麻あさ奈なは言っている。ヒロは肩を落とした。冷静に考えれば、彼女の言っていることは全面的に正しい。ヒロのために、やってくれていることだ。

「勝てる見込みがあるうちは、死んでくれとは言いませんよ。まあね、何とかやってみます。――長な川がわさん、ちょっと動かないで」

　麻奈は律りつの頭に載っていた石のようなものを指でつまむと、それを制服のポケットにしまった。説明はしない。無言のまま部室奥の机まで行き、一枚の紙――部員名簿を取って戻ってくる。今日新たに、長川律の名が記入されたものだ。

「……これを使って、やってみますか。実行時のリスクとリターンは、さてどうなるか」

「何をやるの？」

「この間の家庭科室の時のこと、憶おぼえてますか？　私の魔法は、あなたの力を通して使えば、飛躍的に増大します。中継地点として長川さんをパイプ役に使えば、なお効率がいい」

「魔法って、もしかしてこの状況で魔法を使うとかって言ってるの？」

　律としては考えたくなかった悪い予感を、耐えきれなくなって口にしたらしい。しかし、麻奈本人だけでなくヒロまでもが頷うなずくと、とりあえず黙った。



　――麻奈は一人、考える。

　この魔力をブーストするための儀式に、直接的な実害は発生しない。その後のいざこざが、麻奈には不安だった。――だがそれも生き延びればこそだ。

「改めて説明しますが、私たちは囲まれていて、相手の数はこのまま戦えるようなものではありません。しかし対抗する方法が一つだけあって、それにはある犠牲が発生します」

　麻奈の慎重な口ぶりに、ヒロは緊張して唾つばを飲み込み、訊きく。

「犠牲？」

「いえ大したことでもないんです。この部員名簿を魔術的な契約書と見なし、契約補強を行います。しかしその結果、立たつ木き君は『地域社会研究部』を卒業までの三年間、辞められなくなります」

「えっ、って、でもその程度のことは――」

「そうですね」

　そうだろう。

　その程度のことだ。

　麻奈も自分でもそう思いこもうとしていた。他ほかに命を救う方法がない。だからこれから踏み越えようとする一線は、大したことではないはずだった。

「いま起きていることを考えれば、辻つじ褄つまは合うでしょう。やってみます。――excavate［魔法陣投射］！」

　麻あさ奈なは杖つえの先を床に突いた。部室に散らばる様々なものを避けて、魔法陣が広がる。

　麻奈はその場にしゃがみ込むと、ペラペラの部員名簿を広げ、床に置く。さらにその上に鉄片――エレメント・コンテナを五角形に置いた。

「ギーメル、ワウ、サーメク！　我々はこの地上に王国マルクートの仮象、新たなる国かみの『在ざい』を宣言する！」

　言葉の終わりと同時。部員名簿の上に重しのように置かれた銀色の金属片は、内から弾はじけて割れた。中からドロリとしたものが飛び出し、まるで意志を持つように紙の上を這はっていく。

　床に描かれた魔法陣と中心を一致させるかのように、新たな魔法陣が紙の上に現れる。

それが図形を作った瞬間、紙の上から模様は消滅する。

　気配はすでに学校の敷地内に入った。麻奈がばらまいておいた封が、破壊されていく。

　――先制攻撃でこの数を捌さばくしかない。

　決めれば行動は速かった。伸ばしていたヘアバンドの端を、左右とも三角型に畳み、戦闘のための臨戦態勢を取る。

　タイミングを取るため、一呼吸。

「――『the sun』of righteousness［降り注ぐ正義］」

　空中に一瞬で、光の球が浮かんだ。全すべてが渦巻く、相手にただぶつけるしかないエネルギー。間は一瞬。

　部室の窓ガラスが、叩たたき割られる。だが明かりはそのまま。その違和感に麻奈の緊張は、攻撃とは逆方向に渦巻いた。

　――さっきまでと襲撃方法が違う！

　急いで発動寸前だった魔法をキャンセルする。ほとんど同時に侵入者は、麻奈の眼前に刀を突きつけた。それを無視して、麻奈は背後のヒロたちに向かって叫ぶ。

「抵抗しないで、敵ではありません！」

「違う、子供だ!!」

　乱入してきた相手の側も同時に叫ぶ。部屋の隅に縮こまっていたヒロ、そして律りつに突き立てられようとしていた刀や槍やりは、本当に目の前の寸前のところで止まった。麻奈にしても何本もの刀を突きつけられ、手を挙げるようにして身動きしないようにする――それで精一杯だった。

　彼らを脅しつけるように武器を構えていたのは、背広姿やポロシャツ姿の、どこにでもいそうなただの大人おとなたちだった。



　狭い部室を埋め尽くした大人たちは、ひとまずそれぞれが手に持った刃物を収めた。

　互いに声を潜めながら、何か話し合いを始める。

　ヒロの見るところ、彼らは本当にどうということのない、普通の大人おとなたちだった。気のいい人などは、自分たちが壊した扉・窓などの片づけを始めてくれている。まるでここが公民館か何かで、集会でも始めるかのような雰囲気だ。――雰囲気だけなら。

「どういうことだろ？」

　律りつが不安げにヒロに訊きいたが、ヒロも横に首を振る。肝心の麻あさ奈なは、先ほどからだんまりだ。

　大人たちの持つ携帯電話には、先ほどからひっきりなしに電話がかかってきていた。逆にこちらからかけ直したりもしている。何かを問い合わせているようで、声が高い。もっともヒロには聞き覚えのない単語ばかりが飛び交っているので、理解できない。

「解決!?」

　そんな言葉が数人の口からほとんど同時に漏れた。しかしヒロには何が問題で、何が解決したのかさえ分からない。ただいい意味での解決ではなさそうだと、通話する大人たちの顔を見て思う。

　しばらくしてこの騒ぎに気づいた当直の学校事務員、そして教師の一人が、部室に顔を出した。だが彼らも大人たちの一人に「電話を借りたい」と言われ、職員室に戻ってしまう。

「動いてもいいの――かな？」

　ヒロは小声で左右を見ながら、そう呟つぶやいた。答えは返ってこないが、周囲の大人たちはあまりヒロや律に注目していない。大丈夫と判断したヒロは、麻奈のそばに行った。慌てて律もついてくる。

「真ま名な辺べさん。結局これって、どういう状況なの？」

　麻奈はヒロの方には目を合わせず、長い髪をかき上げながら息をつき、答えた。

「……どうもこうもないですね。同士討ちが起きそうになりました」

「同士討ち？」

　麻奈は不機嫌そうな顔のまま、頷うなずいた。律はようやくといった様子で、麻奈に訊く。

「えっとさ。ひとまずこの人たちは大丈夫、ってこと？」

「ええ。最初に襲ってきた二人とは、全く別口です。どうやら『ミラー・ライン』が、敵に利用されたようですね」

「ミラー・ラインって、鏡に映った姿が魔術的な効果を発揮するっていうアレ？」

　ここへ来る前、プールで麻奈が話したばかりのことだ。麻奈はヒロに頷いた。

「彼らは魔術的な鏡面に映った自分たちの姿を見、ここに敵対勢力の大軍がいると勘違いした。そして私はその姿を、さらに歪ゆがんだ鏡像として受け取り、この事態です。我々の敵、テスカトリポカは『煙立つ鏡』ですから」

「鏡に煙を立てるテスカトリポカ？　っていうのが、襲ってきた敵なの？」

「ええ……」

　一度にごちゃ混ぜで訊きくヒロに、麻あさ奈なはポケットの中から取りだした何かを見せた。

「先ほど長な川がわさんの頭の上に、載っていたものです。攻撃で生じた敵の破片ですが」

　ヒロと律りつは、麻奈の指に挟まれた黒いものを、じっと見る。

　それは黒いガラスの破片のようで、縁が鋭い。麻奈は鋭利な断面で手を切らないよう、慎重に指でつまんでいた。

　ビールビンの破片のように見えたが、きれいな透明ではない。内部に何か混じったような、模様のようなものが見えた。麻奈は説明する。

「『煙立つ鏡』というのは、黒曜石の鏡のことです。流紋岩なので、灰色の模様が入って見える」

「それで、テスカ……トリポカっていうのは？」

　律は全くわけが分からないという顔のまま、ひとまずそう訊いた。麻奈は答える。

「テスカトリポカは古代アステカの、夜と戦いの神です。不老不死であり、様々な姿を持つ者と言われている。また黒曜石の鏡で世界中の出来事に介入し、全すべてを知り尽くす。そして人ひと身み御ご供くう――生いけ贄にえを得ると言いますね」

「神様、ね」

　律は憮ぶ然ぜんとして言った。さすがにピンとこないらしい。それはヒロも同じであるし、現実主義者の律などは、なおさらだろう。二人の反応に麻奈は押し黙り、口元に手を当てる。

「……そうですね神というか――この場合は《国》と同じ意味です。世界中の多くの神話にあるように、元々は神であったものから分裂したのが人間だとして。その人間を再び結合させたものである《国》は、改めて神の力を取り戻します。神と《国》は、本来同じ意味の言葉だったと、考えて下さい」

「……つまり俺おれは、テスカトリポカという《国》から狙ねらわれている？」

「その解釈で構いません」

「でも、古代アステカの《国》って……。アステカって、南アメリカだったっけ？」

「北アメリカ。メキシコだよ」

　律が答える。麻奈は頷うなずいた。だがヒロとしては、首を傾かしげるしかない。

「どこでもいいんだけど、何だってそんなものが日本に住んでる俺のところに……」

「昨日や今日の話ではなく、あなたは子供のころから目をつけられていたんですよ。何せ日本は十二年前から、魔術上での防衛機構を失っています。それに乗じて様々なもの――神や魔が侵入しています」

「ちょっと待って。何あたりまえみたいに魔術とか神とかって話してるの？」

　混乱して訊く律に、麻奈は『往生際が悪いな』という顔で答えた。

「文字通りでなく、概念上の話と思えばいいでしょう。――まず日本という国は、現時点で存在していません。千三百年続いた魔術的な意味での日本は、十二年前に解体されてしまいました。そこにいる彼らは現在の関東の半分を治める、无耶志国ムサシノクニの人間です」

　律りつは麻あさ奈なの話が消化しきれず、唇を噛かんだ。何を訊きけばいいのか分からないという表情。ヒロも同じ気分だった。だがそんな二人の態度に、麻奈は頷うなずいた。

「――ほとんどの者は認識していない類たぐいの、しかし大変化ですよ。だからあなたたちは分からなくていい」

「分からなくていいということがあるか？」



　その怒鳴り声の主の方を、三人は振り向く。怒鳴った男はヒロにも見覚えがあった。

　家庭科室を麻奈と戦って全壊させた、テンガロンハットの男だ。確かにあの時も、何度か『无耶志国ムサシノクニ』という言葉を使っていた。

　部室の入り口近くにいた男は、人をかき分けこちらへやって来る。

「お前がもう、その二人を引き込んでしまったんだぞ？　国に籍を持たないお前が自分で国を造って、それで満足か？」

　出現した天敵に、麻奈は『あっちへ行け』と手を振った。

「誰だれが好きこのんで。私がこの状況を喜んでる理由、知ってるなら教えて下さいよ」

「下らない屁へ理り屈くつはいい！」

　男はまた怒鳴り、麻奈は心底見下したような目で相手を見返した。

「……他国の無断侵入を許しているんですよ？　あなた方が！　――まったく、大声で吼ほえるだけの馬ば鹿かなら、ペットショップにでもいればいい。賢さかしげに日本語、喋しやべらないで下さいよ」

「おい、ちょっと待てよ真ま名な辺べ。え？　俺おれらが取り締まろうとすれば放ほうっておけというのが、お前ら流民気取りだろう。それが今度は被害者ヅラか!?」

　男は麻奈の襟に手をかけると、引き立てるようにグイと引いた。だが麻奈の方は抵抗せず、つまらないことになったなという、ふてくされた表情を浮かべる。

「だから一発ぐらい殴りたいわけだ。構いませんよ？　その代わりもう、黙ってくれませんか。……馬鹿がうつる」

「真名辺さん、落ち着いてよ」

　ヒロは言うが、麻奈は掴つかまれたまま男を睨にらみ続ける。

「落ち着いてますよ。――この男に言ってやればいい」

　そう言って場違いに薄気味悪くクスクス笑った。

　激怒した男は、腕を振り上げる。止めようとする表情の者もいたが、表情だけだ。大方の者は処置なしといった顔をするしかなかった。麻奈の方から挑発しているのだ。律ですら、その場から目を背けた。

　男の腕が振り下ろされる。その腕と麻あさ奈なとの間に、ヒロは無理に割って入った。

　畳んだ腕を上げてブロックをしようとしたが、あまり意味がない。顔ではなかっただけマシという状態で、殴られてきれいに吹っ飛ぶ。元からワケの分からないもので散らかっていた部屋を、ひっくり返ってさらに散らかした。人々はそれでようやく金縛りが解けたように、口を開く。

「大丈夫か、君――」

「立たつ木きクン！」

　倒れたヒロは律りつにようやく引き起こされ、顔をしかめながら上半身を起こした。そのヒロに、男の方が怒鳴る。

「何をするんだ！　殴られ損だぞ！」

「……女の子が殴られるのは、ナンカ不幸だ。……事情はともあれ、それはちょっと」

「お前はこの女が、何をしてしまったのか分かっていない！　分かっていないなら、口出しをするな!!」

　ヒロはようやく腕のしびれを取って起きあがると、侮ぶ蔑べつの主を睨にらむ。

「そうは言いますけど……。ウン。確かに俺おれは、アンタたちが怒ってる理由、よく分からないし。ただ、だからってやっていいことと、悪いことはある」

「それを、このガキに教えてやろうとしてるんだよ！　俺たちは日本をまとめ上げるために、十年近くかけてここまでにした！　ようやくだ!!　そのデカイ一枚岩のド真ん中に、余よ所そ者もの気取りがヒビを入れた。内ッ側に勝手に自分の国を造っちまったんだ！」

　――そういうことか。

　ヒロは肩で息をついた。麻奈の言うことより、遙はるかに分かりやすい。彼女が心配していたリスクとは、こういうことだったのだ。

　麻奈はヒロたちを使って、国を造った。国は神と同じだから、魔法の威力も上がる。そして空振り。

「……でもアンタらは、俺が襲われた時に何もできなかったんだ。それは認めてもいいはずでしょう。だから真ま名な辺べさんが力を行使することになった。――そういうことを全部、棚上げにしないで下さいよ」

「……もういいですよ、立木君。構いません」

　麻奈は自分の襟首を掴つかんでいた手を振り払い、男を一ひと睨にらみだけする。そしてヒロに向き直って言う。

「どこにでも禁忌というものがあって、それは守られるべき理由があります。勝手はともかく、知っていたルールをわざわざ破ってみせたのは私です」

「真名辺さん――」

　二人の会話に怒りの気分を削そがれたのか。男は手近な椅い子すを蹴け飛とばすと、同僚たちをかき分けて、部屋から出ていく。その後ろ姿を、麻あさ奈なは苦い表情で見送った。



　ひとまずお互い落ち着こうと、ヒロと麻奈はそれぞれ手近な椅い子すに座った。律りつもその場にいるのだが、先ほどの光景がショックだったのか、自分は立ったまま喋しやべらない。部屋を行ったり来たりしている。そして大人おとなたちは、子供を置いて自分たちの連絡取りに戻った。

　麻奈は椅子の上で俯うつむいたまま言う。

「……私には私自身でやりたいことがありまして。だから自由に動きたくて、国には属さないできました。しかしその自由を、自分から破壊してしまった。――そのことに苛いらついて、逆ギレしてたんです。迷惑をかけました」

　こんなに落ち込んだ麻奈の顔を、ヒロは見たことがなかった。視線を落とす。それはヒロにはよく分からないことだった。しかしこの表情が嘘うそだとだけは、思わなかった。麻奈は訊きく。

「……立たつ木き君は明日のこと――十六歳の誕生日当日について、立木霜そう夜やとした約束が何だったか、思い出せましたか？」

　突然の話題だったので、ヒロは驚いて顔を上げた。

「いや……何も。まだ思い出せてない。でも何で今……」

「立木霜夜は、あなたを『新しい月』に据えようとしている。私はそう思っていたんですが……」

「新しい月？」

　その言葉にヒロは、心臓を強打されたような衝撃を感じた。

　――『新しい月』という言葉。

　おおよそ現実とは思えない、怪物たちが跋ばつ扈こする世界での、少女との約束の夢。その夢の中でのヒロの名だ。

　十六歳になれば――明日の誕生日に、夢の少女は『新しい月』を迎えに来る。

「その『新しい月』って――」

「月というのは王のことです。新しい月は、そのまま新しい王ですね」

「月が王？」

　麻奈は顔にかかった髪を、かき上げた。

「……月というのはね、周期的に満ちたり欠けたりする、一番古くて一番大きい日時計なんですよ。高いところにあって、人々の行動を決めるもの」

　突拍子のない話だが、ヒロにも理解はできる。

「つまり『新しい月』というのは……時計？」

「そう。人々は何かを始める時、みんながあなたを見て、あなたの示した指示に従って動く。畑に種をまき、水をやり、草を抜いて、収穫する。そのたびにみんながあなたを見て、あなたの指示に従う。これが本来の『王』の姿ですよ。――日本では『王』と『皇帝』がごっちゃにされがちなのですが。王は本来権力者ではなく、ただの取りまとめ役です。そのためにある集団に封じられる現あら人ひと神がみ、もしくは生いけ贄にえのこと。人ひと身み御ご供くうです」

　ヒロは混乱した。他人事ならただの知識ですむ話だ。だが麻あさ奈なの言うことが仮に本当だとするなら、ヒロを生け贄にしたい人物がいる。しかもそれがあの夢の中の少女であり、霜そう夜やだというのだ。霜夜との約束とは、あの夢のことであり、霜夜があの少女だった――。

　だがそもそも、なぜ霜夜なのか。

「もうちょっと、まとめたい。真ま名な辺べさんは――霜夜の何を知ってるの？」

　しかし麻奈は、答えるのをためらった。

「私がいま話しても、納得させるのが難しい。……口で説明しても、実感できないと思います。一度その目で、確認してもらった方がいいでしょう。――あなたの家に戻ってみませんか？　私は護衛として同行しますよ」

「俺おれはありがたいけど、真名辺さんだけじゃ……」

　ヒロは周囲の大人おとなたちを見る。しかし麻奈は首を横に振った。

「悪いんですが、あなたはもう彼らの国の人間じゃない。私の儀式により、あなたはあなたの国の王になってしまいました。ですからあなたに外交価値がない以上、彼らは動きません。そういう風にできている」

「それならボクが――」

　先ほどから黙り込んでいた律りつが、慌てて言う。

「よく分かんないけど、ボクは立たつ木きクンの国の国民っていう扱いなんでしょ？　あの部員名簿、使ったんだから」

　しかし麻奈は「だめですよ」と即座に拒否した。

「先ほど追われていた時、確かにあなたは相手へダメージを与えました。しかしあれはマグレだと思って下さい。そしてあなたは、戦いを止めようとしました。それこそが正しい判断です。――敵は凶器を持っていて、あなたは丸腰だ。再び襲われた時に、また戦って勝てますか？」

「それは……」

「武術というのは、勝つための方法です。あなたはそれでいい。最初からできない争いは避けるものですよ。――今夜は自宅に帰って下さい。道場に行けない時間となってしまったこと、すいませんでした」

　麻奈の拒絶に、律は押し黙った。



　ヒロたち三人がようやく解放されたのは、夜遅く。二十二時半ごろのことだった。拘束されていたわけではないが、簡単な取り調べはあって、この時間になった。

　学校の外の道は、ここへ来る時の停電がまるで嘘うそのように煌こう々こうと街灯がともっていた。

　出歩くのに明かりのいらない、ありふれた東京の夜である。

　空に雲はほとんどなく、天には星がまたたく。月はまだ、出ていなかった。

　ようやく帰宅することになったヒロには結局、麻あさ奈な自身が言った通り、麻奈だけがついてきた。大人おとなたち――无耶志国ムサシノクニはヒロには関与しないと、決定が下ったらしい。

　事件を起こしているのはテスカトリポカという魔術的な集団、もしくは国家。

　その目的がヒロただ一人と分かれば、彼らが所属する无耶志国ムサシノクニ自体に被害はない。よその国からの来訪者の通過を、ただ見ないことにする。たった一人の命の犠牲は、彼らにとっては無視できるものなのだろう。

　――学校に居座って、忙しく電話をかけていた大人たちの出した結論が、これだった。

　ただヒロ自身は、自分自身の境遇はあまり気にはならなかった。むしろ別れ際に律りつの見せた落ち込んだ表情を思い出し、ヒロはため息をつく。

「……長な川がわさん、一人で帰しちゃって本当によかったのかな？」

「あなたさえいなければ、彼女は安全ですよ。単に巻き込まれただけですから、一人でいて襲われることはありません。敵が狙ねらっているのは、あくまであなた一人です」

「俺おれが、ねえ……」

　まだ自分の危機について完全には腑ふに落ちていないヒロに、麻奈は頷うなずいた。

「そもそも彼女のような珍獣は、巻き込むべきではなかった。下へ手たなことをすれば、ワシントン条約に――」

「大事な生き物なんだ。……真ま名な辺べさんにとって」

　ヒロの納得に麻奈はすぐさまいろいろ言いたそうな顔をしたが、それを引っ込める。

「別に意味はありませんよ。あるはずがない。ただ傷つく必要がない者は、傷つかなくてもいい。その程度のことが実現できないのはね、私自身の無能を認めるようなものです」

「何だか難しいこと考えてるんだね」

　くたびれたように首の後ろで手を組んで、ヒロは首を左右に振る。

「――真名辺さんは何で俺についてきてくれるの？」

　困ったようなヒロの問いに、麻奈は薄く笑った。

「先ほど柄にもないところを見たので。こちらも柄にもない行動で返そうと」

「俺の柄にもないところを見た？」

「よくわけも分からないのに、大人相手にケンカを売りました」

「ああ……」

　ため息を一つ。思い出すとちょっと恥ずかしい。

「……だってあれはしょうがないよ。あの状況なら、ああ言うしかなかった」

「そうですか」

　上機嫌で麻あさ奈なは言った。こうやって他人を追いつめる時だけは、彼女は生き生きと話すのだ。ヒロは腕を組んで反省する。

「確かにね。うん。柄じゃない。もうちょっと穏やかに言っとけば、助けてくれたかもしれないのに……。何であんなムキになっちゃったんだろう？」

「構いません。彼らは私ほど役には立ちませんよ」

「そういう言い方するし――」

　ヒロは困ったように言って、もう慣れたなという気分でいる自分に失笑した。

「真ま名な辺べさん、俺おれのために国造つくっちゃったの、後悔してる？」

「……どうでしょうか」

　麻奈はボソリと、それだけ答えた。



　学校からヒロの自宅までは、徒歩で十五分ほどの距離である。

　上り下りの坂が多い住宅街を少し外れた、小さな畑などがしぶとく残っている場所だった。夜のこの時間になれば人通りは全くない小道を通り、すぐに着く。この間、ヒロと麻奈の身に、特に変わったことはなかった。

　だがヒロは玄関前に立った時点で、妙な気分に囚とらわれていた。もう夜更け、腕時計を見れば二十二時五十二分になっていた。だが家には両親も霜そう夜やも帰っている様子がない。夜なのに窓には明かりがともっていない。

　――いやそもそも、四人もの家族が生活しているという気配がない。

　今朝、間違いなく自分が後にした家だ。外観的に何か変わったところがあるわけではない。なのになぜか、廃屋を見ているような気分になる。根本的に様子がおかしい。

　悪い予感が頭をよぎる。自分の命を狙ねらった存在が、もしや――。

　ヒロは足早に庭の門を開け、足早に玄関へと向かう。玄関扉のノブを握ると、鍵かぎはかかっていなかった。

「私もお邪魔していいですか？」

「ああもちろん。どうぞ」

　ヒロは背後の麻奈に答えながら、急いで玄関扉を開けた。そして玄関扉の向こうには、どうしようもない闇やみが広がっていた。

　――そう思えてヒロは立ちつくしたのだが、勝手に入った麻奈が玄関の明かりをつける。闇はあっさりと退散した。

「大丈夫ですか、立たつ木き君？」

「うん。何なんだろう……」

　どうしてこんなにビクついているのか。何をそれほど恐れているのか。ヒロ自身にもその正体が分からない。

　玄関で急いで靴を脱ぎ、ヒロは先に廊下の奥へと向かった。どの部屋も真っ暗なままで、それに一つ一つ明かりをつけていく。だが拍子抜けするほど何もない。きれいに掃除された、いつもの我が家だった。ヒロの部屋以外は、いつもどの部屋もこうである。そして誰だれもいないし、何もない。

「どうして父さんも母さんも、今日に限って……。朝は何にも言ってなかったのに」

　――それに霜そう夜やはどうしたのだろう。こんな夜遅くに。

　不安と胸騒ぎに妙な焦りが混じるのは、余裕が少しばかり戻ったがゆえだった。しかしそんなヒロの横をすり抜け、麻あさ奈なは部屋の真ん中に進み出た。

「真ま名な辺べさん？」

「……心配しなくても、押し入れの中から家族の惨殺死体が出てくるようなことはありませんよ。まあ状況的にはほぼ同義で、それは同情しますが。――ちょっとこれから、いやなものを見ることになるかもしれません。勘弁して下さい」

　そう前置きだけした麻奈は、手にした杖つえの穴にポケットから出した黒い破片を差し込んだ。そしてそれで床を打つ。呪じゆ文もん。杖の先を中心に、魔法陣の模様が広がった。

「……いいですよ。まずそこに飾ってある家族写真。見て下さい」

　麻奈がそう言って指さしたのは、食器棚の空いた棚に飾られていた、一枚の写真だった。ヒロが小学生のころ、浅あさ草くさに出かけて撮ったものだ。父と母、霜夜とヒロの家族四人が写っている。それがあるのは知っているが、もう滅めつ多たに見返さなくなっていたものだ。

　だがヒロはそれを手に取って改めて見て、言葉が出なくなってしまった。

　どんな表情を浮かべていいのか分からないヒロは、無言のまま麻奈を振り向く。

「どうですか？」

「……真名辺さん、何か手品とかしてすり替えた？」

「これは手品じゃありません。魔術ですよ」

　麻奈の返答は冷静で冷淡だった。

　ヒロは下唇を知らず噛かんで、もう一度写真を見る。

　そこに写った両親と霜夜は、全く同じ顔だった。遺伝で似ているとか、そういう話ではない。複製して貼はりつけたように、全く一緒なのである。できの悪いコラージュだった。だがではこの写真に間違いがあるかと訊きかれれば、そんなことはないのだ。

　ヒロは霜夜と同じ顔の両親と、今朝も一緒に朝食を食べて、学校へ向かった。目の前にそれがあって記憶すらしているのに、気づかなかったのだ。そんな自分の認識異常に恐ろしくなる。おまけにこれは――家族なのだ。

「他ほかに何か、家の中で変わったものがないか、探してもらえますか？　特に相手はミラー・ラインを使ってくる。鏡か何かで――」

　――鏡!?

　そう言われてヒロがすぐ思い出すのは、玄関にあった鏡だ。足早にそれを確認するため、廊下を進む。そこに鏡はなかった。

「……ここに大きな鏡があったんだよ、真ま名な辺べさん。――登校前に服装確認する」

「石でできた、鏡ですね？」

　一語一語確認するように、麻あさ奈なはゆっくりした口調で訊たずねた。だがそれでもヒロは頷うなずくのに、ワンテンポ遅れた。

　そうだった。石を磨いたものである。表面はガラスのようにしか見えなくて、おまけに銀色ではなく濃い灰色だった。麻奈が先ほど学校でヒロに見せた、ビールビンの破片のような小石と一緒だ。

　今時あんな鏡を使うのは、どう考えても不自然だ。ヒロはそれを認識していた。現に記憶には、あの鏡の姿が残っているのだ。

　なのに今まで、不自然だなどと思ったことはなかったのである。

「その鏡が……一体何なの？」

「立たつ木き霜そう夜やの正体です。――魔法の鏡、いわば魔術的な中継器、ですね。本体としての人格は、別のところから引っ張っているはずだ……」



「いや、何を言っているのか分からない！」

　思わず声を荒らげたヒロは、喉のど元もとを押さえてあふれ出しそうな声を落とした。落ち着くよう自分に言い聞かせ、改めて訊きく。

「……どういうこと？」

「昔話に決まって登場する、魔法の鏡そのものなんです、彼女は。魔法の鏡は人格を持つ。その人格の正体は、鏡の前に立った誰だれかかもしれませんし、見えないほど遠くに映った誰かかもしれない」

「見えないほど遠く？」

「ええ、見えないのは鏡の前に立つものの勝手です。しかし鏡はその姿を捉とらえているわけですから。中継の反射鏡を置けば、鏡は世界中の事象を、捉えることができます。――あとは……そう。何度目かになると思いますが、ミラー・ラインの話を憶おぼえていますか？」

　ヒロは頷いた。鏡に映ったある存在の姿は、本物と同じく魔術的な効果を発揮するという話だ。

「人の姿が鏡に映る時、それは鏡像でしかない。しかし魔術的には、二人いるのと同じことになる」

　麻奈はゆっくりと、確認するように言い、そしてヒロに訊いた。

「では、鏡が初めから計画的に歪ゆがめられていた場合は、どうなるかです。答えを言うと、映っている人間とよく似た別人が誕生します。ではこのような鏡がいくつも、例えば一億枚ほどあったら、どうなりますか？」

「魔術的には、よく似た一億人の別人が誕生する――」

「そう。そしてそれは国かみと同義です。私が知る記録では、数百枚だろうと予測されていますが。現在我々が直面する敵・テスカトリポカは、一人の人間と魔法の鏡たちの集団です。古代の魔術師がミラー・ライン現象を利用して、個人で神の力を得るために作った、魔法装置の一種」

「つまり霜そう夜やの正体は、鏡に映った幻だっていうこと？」

　静かな声でヒロは訊きいた。

　麻あさ奈なはただ頷うなずいて、話を続ける。

「……そういうことになります」

「でも霜夜には、肉体があった」

「テスカトリポカは自らの魔術的な複製たちと合一し、神くにとなった存在です。立たつ木き霜夜の肉体も、その神の力によって発現する魔法ですよ。これに関してはそれほど珍しいものではないんです。あのうるさいテンガロンハットの男。学校で戦った時も、彼は肉体を持っていた――しかし、生身の人間ではなかったでしょう？」

　ヒロはしばし押し黙った後、ようやく口を開いた。

「……理屈は分かったよ。いや分からないけど、嘘うそとは思わないから、納得する。でも……そうだね。改めて訊きたいんだけど、霜夜が選んだのは、何で俺おれなの？」

「あなたの素質――冠ケテル持ちというのは、王になる資格があります。立木霜夜は、あなたを鏡の国の王に据えたいんです。別の言い方をすれば、あなたを生いけ贄にえとして、鏡の国に封じようとしている」

「国に封じる？」

「ええ。あとは彼女があなたを発見した時の状況が、あちらにとっていろいろ都合がよかったのでしょうね。おそらくあなたの本当のご家族は、十二年前の《大陥落》で、すでに亡くなっています。――本当の霜夜さんも。それに成り代わる形で、彼女はあなたへの接触をはかった」



「亡くなってるって……そんな」

　ヒロの口からは、確かにそんな言葉が出た。

　しかし実際は不思議と、それほどの驚きをヒロは感じなかった。目の前の姿を消した霜夜と違って、顔もよく憶おぼえていない家族たちの死は、あまり現実味を伴わない。

「そもそも《大陥落》って何？」

「十二年前に起きた魔術的な事件――というより戦争ですね」

「戦争？」

「東京だけで数百万人死んでいます」

「そんな事実はないよ」

　それはヒロの夢の中の話だ。約束の少女が出てくる夢。

「いいえ、あったんですよ」

　麻あさ奈なは断固とした口調で、ただきっちりと言った。

「記述された歴史の方が、変更されているんです。あなたはその影響下にある。ただそれだけの話です。无耶志国ムサシノクニによってつくられた歴史が、事件に触れるのを避けたんです」

「どうして？」

「東京の速やかな復興のためです。悪意の類たぐいではありませんよ」

「でもそれは、すごい数の人が洗脳されてるってことで」

「いえ実際には……」

　言いながら麻奈は、慎重な表情で言葉を探す。

「――洗脳と全く逆の状態なんですよ。あなたの脳の記憶は物理的なものだから、あなた自身はちゃんと憶おぼえています。これに対して国という人の集団が発する魔法は、世間的な常識や共通認識そのものを変化させてしまう」

　麻奈はさらりと言うが、ヒロとしてはその説明は受け入れがたい。うまくは言えないが、バランスがものすごく悪い。

「……そこまでできれば、何だってできない？」

「その通りです。当然ですよ。あなたは无耶志国ムサシノクニの国民として、戸籍に自分の名前を登録してしまっている。魔術的に、契約してしまっているんです。逆に私は無契約で、この地にいる希け有うな存在です。だから无耶志国ムサシノクニの連中は、私のことを流民扱いし、煙たがっていますが。まあそれは、今はどうでもいい話です――」

　麻奈は改めて、話を仕切り直す。

「《大陥落》という事件で日本は魔術的に破は綻たんしてしまい、三十ほどの小国家に分かれたんです。関東には新たに无耶志国ムサシノクニが建国された。今のところは平和裏に、日本は再統一へ向けて動いています。ただしあなたが常識とする事実は、无耶志国ムサシノクニが決めたもの。いくつかの不都合な史実が、歴史上から抹消されています」

「それは――たくさん人が死んだってこと？」

「ええ。大量の死者発生に伴い戸籍調整が行われ、一部の者たちは赤の他人同士が家族として生活しています。また東京は局所的に破壊されたわけですが、壊れた建物、施設は、最初からなかったか建設中かのどちらかにされ、復興の促進を図った」

　ヒロはハッと気がついた。このあいだ聞いた、律りつの夢の話。

「もしかして長な川がわさんが見る、弟さんの夢って……」

　麻奈は頷うなずいた。

「事実です。彼女の記憶なんですよ。しかし例えば、弟などいなかったということになれば、彼女は次の日から悲しまずに暮らしていける。そういうことが、行われたんです」

　ではヒロが見る夢も、事実の記憶なのだろう。夢の少女がいるという確信は、だからこそ持てていたのだ。ヒロを新しい王にすると告げた少女。

「――あれが霜そう夜やで……十二年前に」

　麻あさ奈なは腕組みして頷うなずいた。

「先ほど言った通り、彼女の正体は魔術鏡像国家である『テスカトリポカ』の一人。正確には《大陥落》に乗じて送り込まれた『魔法の鏡』の一枚です。実体のある鏡像リフレクシヨンですね。日本の神器――八や咫たの鏡かがみが機能するうちは侵入不可能だったんですが、機能停止と共に日本に侵入して活動していた。そして彼女はあなたを捕獲した。あとは无耶志国ムサシノクニの戸籍調整に乗じ、あなたの家族になりすました」

「だから――俺おれの父さんや母さんも」

「ええ、立たつ木き霜夜の鏡からさらに出た、分身の分身でしょうね。結局あなたの家族的絆きずなは立木霜夜に集約されていて、父や母の存在は外部社会との矛盾を埋めたにすぎない。要するに数合わせです。身寄りを失ったあなたを、子供のころから育てた。明日という日まで、決してあなたに気づかれぬよう」

「明日――」

　ヒロは時計を見る。もう今日が終わるまで、残り一時間を切っている。そして麻奈は頷いた。

「そうです。テスカトリポカは十六歳の誕生日を成人とみなし、あなたを新たな後継者に仕立てるつもりなのでしょう」



　夜の港に霜夜はいた。制服のままで、ギターケースを持っている。朝に家を出た時には、ここへ直接来ることをもう決めていた。家へは帰っていない。

　彼女が迎えるのは、幽霊船のような巨大な船。近づきつつある貨物船は、入港・接岸の警笛を鳴らした。その異様な船を、他ほかに気にする人間はいない。

　――鏡たちの中に独走したものがいて話がこじれかけたが、入国交渉はもう无耶志国ムサシノクニ側とつけてある。今の无耶志国ムサシノクニには、まともに他国、もしくは魔とやり合うだけの余力はない。だから素通りさせる。

　彼らにとっては、一人の人間が姿を消す。ただそれだけのことなのだ。――そういう形ですでに、立木ヒロを得るための政治的交渉は成立ずみだった。

　接岸前の船から最初の使者が、背に生えた翼をはためかせてやって来る。波は止と場ばで待つ霜夜の前に、翼を持つ者は鳥そのものの身軽さで、降り立った。

　鷲わしの仮面をつけた少女、ヨアルリ・エエカトルは霜夜に言った。

「不服そうだな」

「先走って勝手をやろうとしたものがいますから。当然です」

「そうなのか……？　私は把握していない」

「構いません。主あるじ・テスカトリポカは知っていることです。主さえ知っていれば手足の我々には関係のないことですから。エラーは発生するもの。潰つぶせばすみます。……今の私のすることこそが、王の真意」

　しかし鷲わしの仮面は含みを持たせるように、しばし黙る。

「……どうかな？　お前の行動に反する連中だって、それが王の真意だと主張するだろう。いや、そんなことを私が言ってしまうこと自体、混乱だな」

「そんなことは起こりません」

「それを言えるのは、主・テスカトリポカだけだ。お前も私も最善を尽くす以外に、道はないのだから」

　霜そう夜やは鷲の仮面の少女を睨にらんだ。しかし相手が今さら何を言おうとも、動きだしたものは止まらない。船は二人の前に接岸した。この船を動かすのもまた、鏡像リフレクシヨンたちである。

　人でない者たちの作業はあっという間に進み、船の中から最初のコンテナが、岸に下ろされる。そのままコンテナはどこにも運び込まれず、その場で封をとかれた。

　現れたのはちょうど百枚の石鏡。それが月のない夜の光の下で、次々と人の形を取り始めた。新たな百人が上陸したのだ。

「――暴走者の調査は現王の僕しもべである我々にとって意味がない。許されるのも意味があるのも行動のみだ。行こう」

　促すヨアルリ・エエカトルに、霜夜は黙って従う。

　夜の港に上陸した鏡像リフレクシヨンたちは、新たな生いけ贄にえを王座につけるため、動き始めた。



　時計の針の音が、居間に響いている。その音を、ヒロと麻あさ奈なは黙って聞いていた。

　そして午前０時を迎える。今どきの室内時計に鐘などはないから、その通過は全く静かだった。ヒロは誕生日を迎え、静かに十六歳となった。

「……この瞬間から、あなたは大人おとなということになります。テスカトリポカの王として機能できる。生け贄を収穫する日だ」

「ハッピーバースデー、とか言ってみようよ、真ま名な辺べさん……」

「別にハッピーではないでしょう。嫌味にしかなりませんよ」

「気持ちの問題だと思うけど」

　そう冗談を言うヒロは、落ち着いていた。自分でもその心理が、よく分からない。

　パキンと聞き覚えのある音が、室内に響いた。二人が振り向いた時には、そこに六つの影があった。

　明かりをつけたキッチンの方には入ってこず、薄暗い居間の方でじっとしている。最初は霜そう夜やと全く同じ顔立ちの、少女たちに見えた。

　しかしよく見ると肌の色が赤っぽく、目鼻がよりスッキリしている。少なくとも日本人には見えない。

　衣装も現在の日本風のではない。洗濯したてのような真っ白い長なが衣ぎぬを着ている。表面には鮮やかな刺しし繍ゆうが、控えめにちりばめられていた。

『お迎えに上がりました、新たなる王』

「うん。ごくろうさま。こっち来てお茶でも飲んでいかない？」

　ヒロは勧めるが彼女ら――テスカトリポカの使いたちは、何も語らずその場に留とどまる。

『我らには必要のないもの』

「そうだね」

　何だかとりとめのない問答になりそうだと思ったのか、代わりに麻あさ奈なが使者に問う。

「彼の身の安全というのは、保証されるんですか？」

『保証いたします』

「しかし彼は、すでにあなた方の仲間によって殺されかけている。これは？」

　麻奈は詰問する声で訊きく。

「生いけ贄にえとは捧ささげられるものです。神聖に扱われなければならない。彼を処刑かリンチにあわせると言うのなら、それはさすがに私も、許可をしかねますね」



    

  
    
      



    

  
    
      『――此こ度たびのことは、王を入れ替える儀式。しかし常とこ若わかの魔術を施された永遠に若き王を、退位させる必要はないという一派がいます。この者らが邪魔をしようとするのでしょう』

「しかしそれは集団の話ではない。一人の人間にある心の問題……ですね？」

『集団の意志決定と心の揺らぎは同義。魔術師に分からぬ理屈とは思いませんが』

「やるなら自分たちで勝手にやってほしい、ということですよ。白昼夢から目覚めたオシアンや浦うら島しま太た郎ろうが、変わり果てた現実に絶望して死ぬのは勝手だ。しかしその行動にいちいち他人を巻き込むなということです」

『今後は新たな王を、我々が護衛いたします。王は歳としを取らぬとて、代を変えねばならぬもの。これは不幸な労苦を強いるものではありません。選ばれた名誉は、またすばらしいこと。あなたは一にして国かみとなり、あらゆる力と幸福を手に入れられます』

「いやそういうことは、どうでもいいかな。勉強不足なモンだから、判断材料がないし、興味もないんだ」

　本当に困ってしまった顔で、ヒロは苦笑した。

「それよりもとにかく、ちょっと俺おれには重要なことがあるんだ」

『何でございましょう』

「霜そう夜やに会えないかな？」

『我々は立たつ木き霜夜と同一のもの』

　ヒロは苦笑を微笑に変えた。

「一緒じゃないよ」

『……情報は共有されておりますので、伝言があればここで言って頂ければ、お伝えいたします』

「直接会って、話さなきゃならないことがあるんだ」

『我々はその必要を感じません。不確定な要素は排除したいと考えています』

　その答えにヒロは横に首を振ると、麻あさ奈なの方へ視線を向けた。



「霜夜のことは譲れない。絶対、このままうやむやにしたくない。変かな――？」

　訊きかれた麻奈は腕を組んだまま、大仰に頷うなずく。

「もちろんアリですよ。あなたの人生です。好きにすればいい」

「でも俺には方法がない。だから真ま名な辺べさんの力を貸してほしい」

　麻奈は首を傾かしげ、本当に細く細く眼を細めて訊いた。

「――つまり私に、もう一枚噛かめと？」

「うん」

「それは私にとって、何の意味が？　見返りは？」

「見返り、ね」

　ヒロはため息をついて、今いる室内を見回す。

「俺おれに用意できるものなら何でも、かな。ほしければ――この家でも何でも。全部あげるよ。まあ今の状況がこれだからね。今後も同じ生活ができるとは思わないし」

「後先考えてませんね」

「必要ないからね」

　そう答えるヒロの顔を、麻あさ奈なは真正面から見据える。

「なるほど。ただあなたの言うことは、私の立場からすれば、酷ひどく馬ば鹿からしいと思いませんか？　あなたのやろうとしてることに、その価値があるんですか？　これから冒す危険に対しては、何か補償してくれますか？」

「繰り返しになるけれど、俺の持ち物でほしいものなら何でも、補償対象にしてもらって構わない。それでも足りないってなら、それは与えられない。現実問題としてね。でも協力してほしい」

「あなたの問題は、あなたが自身で解決すべきです。問題解決能力がないのは、あなたの努力不足です。私を巻き込むのは、本来お門違いですね」

「いやそれは本当にそう思うんだ。諦あきらめていいことなら諦めるんだけど」

　情けない顔で、ヒロは首筋をかいた。

「そう。俺には根本的に、この事態への解決能力がないよ。それなのに何とかしたいと、我わが儘ままに思ってるわけで。――必ず霜そう夜やに会って話をしなきゃならない」

　麻奈は手にした杖つえを抱えこむと、腕を組んだ。さすがに考えこむ。

「……分かりました。ではこの家は私がもらいましょう。魔術的に良質なスポットなので。さらに条件をもう一つ。できたばかりのあなたの国ですが、この事件の解決後は私の目的のため、優先的に使わせてもらいます」

「真ま名な辺べさんの目的？」

「私には野心があります。そのために我々の国かみを動かします」

　麻奈はそう言いきってみる。――さて、どう反応するか。

「構わないよ」

　ためらいなく、ヒロは頷うなずいた。

「俺が協力できそうなら、協力もする。……ただ長な川がわさんのことまでは、俺にはどうしようもないから。彼女については、勘弁してもらえるかな」

　ヒロは状況を全すべて理解している。それを確認した上で、麻奈は頷いた。

「では、取り引き成立としましょう」

　そう宣言して、麻奈は疲れたように長い息をつく。

「――ただね、立たつ木き君。この世にはタダより高いものはありませんよ。あまり欲張らないことです。それだけは本当に親切心から、あなたに言っておかなければならない」

「覚悟しておくよ」

「覚悟していくんですよ、これからね」

「分かった。ただそういう取り引き抜きに、俺おれには君の力が必要だ。必要としている」

　その言葉に、麻あさ奈なは驚いて横目でヒロを見た。しかしすぐに気を引き締める。

「――分かりました。まずはこちらの仕事を見せます」

　そう宣言すると、杖つえを掲げる。

「『the tower』of destruction［立てられた剣の崩壊］！」

　突如、杖を円状に囲むよう、空間が光る。そして発せられた雷が、テスカトリポカの使いたちを一斉に襲った。

　彼女たちの反り返った背中からは、直方体の石のようなもの――いや石鏡のようなものが引きずり出てくる。その時点ですでにヒビだらけだった鏡は、麻奈が床を杖で一突きすると、粉々に砕けた。ガラスが割れるさんざんな音が、その場に響く。

　麻奈の強引なやり方にちょっと呆あつ気けに取られながら、ヒロは呟つぶやいた。

「……酷ひどいなあ、真ま名な辺べさん」

「効率よく鏡を割ろうってだけですよ。立たつ木き霜そう夜やに会う方法がこれです」

「これが？」

　飲みこみの悪いヒロに、麻奈はようやくいつもの馬ば鹿かにしたような表情を浮かべる。

「順に倒していけばいいんですよ。全すべてね。手て駒ごまがなくなれば、本命が自分から出てくるしかない。まあ巡り合わせがとても悪い場合、状況によっては――」

　驚くヒロに、麻奈は挑戦的な目で言った。

「これから国かみを一つ、滅ぼします」



　長な川がわ律りつは家へ帰った。

　正確には、家の前まで帰った。しかし玄関へと続く門を前にして、中に入ることができなかった。

　しばらく躊ちゆう躇ちよしたあげく、駅前まで戻ってコーヒーショップに入り、ずっと考えこんでいた。だが閉店で追い出されるまで結局結論が出ず、戻ってきた自宅の前でまた躊躇し、最終的にいつも通う道場へとやって来た。

　あれほどのことがあった夜だった。なのになぜ、自分は夜中まで街をフラフラとしているのか。律自身にも全く分からなかった。

　そもそも道場は夜の九時で、全ての道場生を帰らせる。もう全くの夜中――日付も変わったころだ。行ったところで、誰だれかがいるはずもない。

　そう心のどこかでは分かっていた。

　だが固く閉ざされた道場の門を見た時、律りつのあやふやな予想は覆された。

　門の前には腕を組み、微動だにせず仁王立ちする大きな影があった。

　律は慌てて駆け寄る。

「師匠――」

「一体こんな時間にどうしたのだ、律！」

「!?」

　訊ききたいのは律の方だった。セリフを取られた。……いや、今の律では取られるしかない。

　律は肩を落とした。決して揺るごうとしない大きな影の前に、膝ひざをついた。

「ボクはッ……ダメだ。ボクはダメですッ、師匠ッ！」

「何が駄目なのか、説明せよ！」

　律は奥歯を噛かみしめたまま、首を横に振る。答えられなかった。

　――麻あさ奈なのことは自分が守る、更生させると、そう決めていた。だが麻奈を守らなかった。わけが分からない。そのことを自分への言いわけにした。麻奈が殴られそうになった時、実際に行動したのは立たつ木きヒロだった。

　そのヒロは、命を狙ねらわれている。しかし今の自分の力では彼を守れない事実に直面し、すごすご帰ってきてしまった。律はそんな自分が許せない。

　答えぬ律の代わりに、不動の影が口を開く。

「西海の常若の国テイル・ナ・ノグ、テスカトリポカの二号機構オメ・アカトルによる侵攻の開始は、私も把握しているッ！」

「師匠？」

　律は尊敬する師の口から漏れた聞き慣れない単語に、顔を上げた。

「……一体、何が起きようとしているのですか」

「正義への冒ぼう涜とくである！　――律よ、お前に会うよう言いつけておいた立木ヒロとは、どうだ!?」

　唐突な問いに慌てつつ、律は「はい！」と答えた。

「彼はお調子者で、おっちょこちょいなところがあります。他人に感化されやすいようで、実はかなりマイペースです。成績は中の下、あとは……よく食べます。好き嫌いはないようです。あと――」

「未熟者め！　能力の話ではない！　立木ヒロはお前の友たりえるか!?」

「はい」

　その問いなら律も、即答できた。

「彼は友です！」

「ならば受け取れ。剣つるぎを与える！」

　直立する影が初めて動いた。その手には鞘さやに収められた剣がある。

　律りつはさしだされた剣を手に取る。鞘も柄つかも随分と古めかしい西洋剣だった。

　鞘から少し引き出してみる。刃やいばがついた実剣。剣には一続きのアルファベットが彫り込まれてある。

「剣の名はSaluagesseサルヴアジエス sansサン finesseフイネス。今こ宵よいお前に与えるため、ある者から十二年前に預かった」

　律の頭は『？』マークでパンクしそうになる。ひとまず剣を鞘にしまう。

「これでボクにどうしろと言うのですか、師匠？」

「未熟者め！　己の内で結論の出ていることを、他ほかの者に確かめるな!!　今までの修行は、ただの剣術修行ではない――戦う術すべは、すでに授けた！」

「はい」

「為なすべきは己で考えよ。成すべきはただ、己の友を護まもること」

「はい！」

　律は力強く頷うなずいて立ち上がった。影もまたさらに力強く頷き返した。

「騎士はそれ以上であってはならない！」

「騎士は決して、それ以下であってはならない!!」



　麻あさ奈なたちはヒロの自宅から、逃亡を開始した。それは同時に、戦いの始まりでもあった。

　逃げるヒロを捉とらえようと、新たに鏡像リフレクシヨンが現れる。しかし麻奈が逆に襲って、破壊する。

　どちらが追う者で、どちらが追われる者か。それがそろそろ分からなくなり始めた時点で、テスカトリポカ側は実戦部隊を投入してきた。テスカトリポカという国を形成する、鏡像の戦士たちや魔術師たちである。

　だがヒロたちのやることは、変わらない。基本的にヒロは逃げ、それを囮おとりに麻奈が迎撃していく。

　霜そう夜やがはなからいない様子なら、二人は最初から戦わず逃げた。

「――何かこの状況ってさ？」

　走りながらヒロが、後方の麻奈にそう呼びかけた。「何ですか？」と麻奈は聞き返す。

「要するに『美人局つつもたせ』だよね」

「……何かと思えば、下らないこと考えてますね」

　麻奈は大げさに肩を落とした。

「あなたが戦えないのは、しょうがない事実です。しかしだったら、やる気を削そぐようなことは言わないで下さい」

「ごめん」

　ヒロは全く悪気なく謝る。

　すでに時刻は深夜を回っている。電車もバスもなくなっていた。車の影自体が少ない。

　人通りについては全くない。それだけは好都合だった。

　麻あさ奈なはヘアバンドの端をウサギの耳のように立て、敵の出方を窺うかがっている。今のところ二人は、東へ東へと移動していた。敵はそちらから来る。

「ごめん俺おれ、あんまり役に立ってないね」

　ヒロは麻奈が無言であることを怒ったと勘違いしたのか、もう一度謝った。単に索敵に手間取っているだけなのだが、麻奈は遠慮なく言い返す。

「まあそうですね。あなたは力がないのだから、『姫』っぽくしていればいいですよ」

「そういう人間って、真ま名な辺べさん嫌いでしょ。――男でも女でも」

「人類全般が苦手な生物なので、考えたことがありませんね」

　麻奈は思った通りに答えた。

「まあでも男子に守られ役を強要するのは、それはそれで味があるものですよ？」

「シャレになってないね」

「無理はしなくていいってことです。足を引っ張られるのは、無能以上に嫌いだ」

「よく憶おぼえとくよ。しかしこれからどうしよう？」

「鏡たちには、必ず指令を送る中枢があります」

　麻奈は走るのをやめ、ぐるりと周囲を見回す。

「距離は分かりませんが、角度は分かる。ここから北東方向に、いわゆる『神殿』があります」

「神殿？」

　ヒロも一いつ旦たん立ち止まり、歩きながら頷うなずいて返す。麻奈を待つ。

「鏡像国家の中枢たりえるモニュメントです。あなたは、立たつ木き霜そう夜やに会いたいと言う。だったらまっすぐ敵中枢に向かうべきですね。そちらに魔法の鏡たちもいる」

「でも連戦っていうのは、大丈夫なの？」

　並んで歩きながら心配そうに言うヒロを、麻奈は鼻で笑った。

「相手は所しよ詮せん、モノですよ。ただの魔法がかかった鏡だ。おまけに時代錯誤の武器しか持っていない。ワンパターンですから、手を読むのは簡単な方です。全すべてが人間の国かみなら、こうはいかない」

「俺たちの方も国を造ったんだから、力は増えてるし？」

「さすがにそんなお手軽に、何でもかんでもうまくは行きませんよ。建国宣言しただけで国が成り立てば、誰だれも困らない。――その呑のん気きさはうらやましい」

「ごめん」

　すまなさそうに言うヒロに、麻奈は今度こそ本当に苦笑した。



「ごく初歩の話なんですが。私は魔法を撃つ時、魔法陣を描くでしょう。あれは要するに、地球座標上に開けた『穴』なんですよ」

　麻あさ奈なの説明に、ヒロは首を傾かしげる。

「穴？」

「魔法というのはね、流れ込んで、流れ出る。そのことで発生する『流れ』そのものが、大事なんです。魔力というのは、天の星から生き物に降って、地に流れ出る。穴が片方だけあっても、それは流れない。すぐに澱よどんでしまう」

「ああ、醤しよう油ゆさしとか……プッチンプリンみたいな感じ？」

　微妙な例えに麻奈は考えこむが、「まあそれでいいでしょう」と頷うなずく。

「とにかく上と下に穴を開けて魔力を流し、そのエネルギーを利用しているんですよ。――あなたがいることで、入り口の穴は開いた。天から降り注ぐ流入分の魔力は申し分ない。そして下の穴は部室に描いた魔法陣です。だから今後は、魔法陣をわざわざ描く必要はない。しかし現在の我々の問題は、その間なんです。入り口と出口を繋つなぐパイプが、まだ完成していない。最適な四人目がいないから、私たちの王国マルクートはまだ完全には機能していない」

「四人目？」

「そう、四種の合一です。王、騎士、魔術師、司祭。――最低それが揃そろえば単なる人に分かたれていた集団は、最初の神の力を取り戻す。それが『王国』です」

「俺おれが冠ケテルとかいうので王、真ま名な辺べさんが魔術師？　ああ、それで長な川がわさんが騎士かな……？」

　ヒロは麻奈が学校での儀式で、律りつを『パイプ役』と呼んでいたことを思い出す。

　彼女が『王国』に組み込まれているのなら、おそらく騎士の役だろう。確かにピッタリだ。麻奈も「そういうことです」と肯定する。

「彼女のメンタリティーは、まるで用意されたかのようにピッタリでした。普通なら人集めは、こう効率よくは進みませんから。ただ最後の四人目は、本当に難物なんです。今の日本で我々が必要とする四人目――司祭たりえる人物を得ることは、不可能に近い」

　話しながら麻奈は、ピタリと足を止めた。それにヒロも続く。二人は大きな公園にさしかかっていた。シンとした体育館や運動場らしき施設がある。

「真名辺さんはココ、来たことある？　駒こま沢ざわ公園だね。結構移動した」

「そうですね――」

　素っ気なく答えるが、ヘアバンドの形を伸ばした状態から三角に折りたたんだ戦闘状態に変える。かなりの敵が、ここに潜んでいた。しかし問題は麻奈にとって、戦いやすいかそうでないか。それだけだった。

　――来る。

「伏せていて下さい」

　警告した直後に、後方、気配と共に生存物質エレメントの流動を感じる。素直に従ったヒロを残し、麻あさ奈なは公園に走り込む。

「――まずは魔術師型」

　走りながら、正面から敵が撃とうとする炎の術を、相克関係にある風の術を撃って打ち消した。異国の紐ひも飾かざりを纏まとった敵の姿が見える。

　次の二撃目の術で、麻奈はしとめた。相手の背から飛び出した石鏡が、上り始めた半月の光を反射しながら、粉々に砕け散る。

　だが木立の向こうの闇やみから、今度は矢が飛んできた。

「――次は戦士型」

　難なく避よけて、攻撃を定めようとした。その先で、ヒロが移動しているのを見る。彼は敵の背後から近づいて、公園のゴミ箱を被かぶせた。空き缶の転がる音が、深夜の公園にうるさく響く。

　これは直接的には何のダメージにもなっていないが、相手は動きを止められた。そこを麻奈が雷の魔法で撃つ。ゴミ箱を被ったまま、鏡は破裂するように割れる。

「余計なことです、立たつ木き君」

　麻奈は厳しく言うが、少し遅い。立ち上がったヒロの背後から、さらに一本の矢が放たれた。その矢が、ヒロの上腕に刺さる。

　ヒロはよく分かっていない顔で、矢に触れようとする。それを麻奈は止めた。

「抜かないで。公園を出ましょう、立木君。駄目だここは。遮しや蔽へい物ぶつが多すぎて、狙そ撃げきに対処できない」

「分かった」

　先導する麻奈に続くよう、最も近い出口から公園を走り抜ける。先ほどと違う、深夜の広い車道に出た。

　麻奈はヒロの背後に回ると、矢による傷を見る。そして周囲を確認しながら、ヒロに走る速度を落とすよう言い、歩道橋の奥まった陰に押し込んで立ち止まらせた。ようやく黒曜石の鏃やじりがついた矢を引き抜く。

　ヒロは「イタタ……」とおどけた声を出したが、実際は相当に傷が深い。流れ出る血が、シャツの袖そでを真っ赤に染めていた。

「ハンカチは持っていますか？」

　訊きくと、ヒロがさしだす。麻奈は傷のある袖をまくり上げ、そのハンカチを傷口に巻くと、思いきり縛り上げた。止血のためだったが、今度こそヒロは苦く悶もんの声を上げた。

「少し懲りてきましたか？」

　脂汗を浮かべ、肩で息をするヒロに、麻奈はそう訊いてみた。

「素人しろうとにはキツイでしょう。ここで引き返してもいいですよ」

「……取り引きは、ちゃんと……成立してるはずだけど」

「その取り引きの内容を、変更してもいいと言っているんです。あなたを守るだけなら、ここまで危険にはさらさないですむ」

　ヒロは麻あさ奈なの目を見て言った。

「変更はない。――霜そう夜やをさがそう」

「わかりました」

　麻奈もそれ以上、グダグダとは言わなかった。二人は道を進む。

　だがヒロの止血で注意のそれた麻奈は、自分たちが誘導されたことに気づかなかった。

そしていま矢を抜いた歩道橋の上には、待ちかまえていた敵がいたことにも。

　両手に棍こん棒ぼうを持った敵は、ヒロが通り過ぎ、麻奈がその後に続くのを待った。麻奈の頭が見えた時点で、上から猿のように身を翻して飛び降りる。

　本当に小さな異音を感じた麻奈は、すぐさま背後を振り向く。しかし振り下ろされ頭ず蓋がいを割ろうとする重々しい棍棒は、真上にあった。ヒロは気づいたが声を上げる間もない。

　そこへ走り込んだ影がある。

　手に持った鞘さやつきの剣――柄つか頭がしらの方を上に持ち、迎撃するように跳ぶ。高さが足りない。

　次の足で麻奈の背を蹴け飛とばし、さらに高く。降ってきた暴力とそれを迎え撃った影は、空中で衝突してまた二つに分かれた。

　地面を転がりつつも決して棍棒を離さず、動物のように身体からだを丸めて衝撃を吸収する。――戦士装束の鏡像リフレクシヨン。

　そしてそれに向きあって立つのは、長な川がわ律りつだった。

　律は手にした鞘つきの剣で敵を指し、遠く響き渡る声で言った。

「――ボクは今こ宵よいこの星空に呼ばれた。夜の世界には正義が足りないッ！」

　飛とび蹴げりでひっくり返ったまま言葉を失っていた麻奈は、慌てて立ちあがるとポケットを探った。取りだした携帯のカメラを構え、律の写真を撮る。

「……いや、何してるの真ま名な辺べさん」

　駆け寄って訊たずねるヒロに邪魔するなと麻奈は手を振る。

「予告ホームランみたいなポーズで珍獣が変なこと言ってますので、記念に」

「やめたげなよ。記念にじゃないよ」

「ならあと一枚だけ。――こっちにピースサイン下さい、変な人」

　振り向いた律は代わりに、道の端に転がっていた空き缶を拾いに行くと、麻奈に向かって投げつけた。



　いま律の手にあるのは師匠にもらった西洋剣、刃やいばのついた実剣である。それを警官にでも見つかれば銃刀法違反で捕まるのではないか？　そんないろいろなことを悩んで来てみれば、この扱いである。

　――やってられない！

「でもどうしてここに？　――長な川がわさん、ここが分かったの？」

　ヒロは訊きくが、そんなことは律りつも分からない。

　ただヒロと麻あさ奈なの動きは、何となく追跡できていた。麻奈が部室でやった、変な儀式のせいかもしれない。『行きたいところに行け』と、せかされているようだった。

　しかし詳しいことを説明している暇もない。棍こん棒ぼうを持った細身の敵は、再攻撃に大して時間をかけなかった。

　――いつもの木剣での鍛錬と変わらないはずだ。

　律は呼吸を整えながら、ついに左手に持っていた剣を鞘さやから引き抜いた。

「召集アセンブル！」

　剣を構える。敵はすぐに肉薄する。振り下ろされた左右の棍棒を、律は余裕を持って剣を振るい、弾はじいた。

「散開横列デイプロイ！」

　道場での修行で、体が憶おぼえている。守備から攻撃に転じるための、踏み込み。しかし――。

「えっ!?」

　攻撃に転じる間もなく、先の一弾きで敵は吹っ飛んだ。

　単なる細い剣の一撃である。だが退けようとした敵と一緒に、広い道路の駐車車両や街路樹までもが薙なぎ払はらわれ、一区画分が飛ぶ。

　――何だか、思いもかけない酷ひどいことに……。

　強風で一ひと薙なぎされたように宙を飛び転がる様々を前に、律はじっと手元の剣を見る。古いものなのは確かだが、普通の鉄製の剣だ。それ以上でもそれ以下でもない。

「……つまり覚かく醒せいした？　スーパー？」

「どういう結論ですか。魔法を使っているんですよ。誰だれに教わったんです」

　駆け寄る麻奈に、律は首を振る。

「ボクがそんな、奇妙キテレツな技なんか使えるはずないじゃないか」

　やれやれと肩をすくめている律に、麻奈とヒロは顔を見合わせた。

「でもこの惨状は現実だよ、長川さん。これはどう説明するの？」

「日ひ頃ごろの鍛錬の成果だね。師匠のおかげだよ」

　律はウンウンと頷うなずく。

「ボクは子供のころから師匠の言いつけを守って、乾布摩擦を毎朝怠らずにやってきたんだよ。その努力の成果が一気に花開いたんだね」

　一人合点する律を、麻奈はポカンと眺める。

「ああ……。十五歳にもなって毎朝、裸の胸をゆっさゆっさ震わしながら乾布摩擦ですか。……あなたホンモノですね」

「な、男子の前で勝手に淫いん靡びな想像に浸るのやめてくれないかな！　ちゃんとスポーツブラとかしてるよ!!」

「布の上から布で擦こすって、効果があるとは思えませんが……」

　顔を赤らめたヒロが、「そこまで」と割って入る。

「話がどんどん、頭の悪い方にそれていってるよ。聞いてるこっちが恥ずかしい。それよりもこれって、本当に何事なの？」

　ヒロの質問に、麻あさ奈なは向き直って答えた。

「だから長な川がわさんが、魔法を使ったんですよ。人形マーメツトの仕業です。長川さんも部員名簿に名を書いていますから、実体化したんです」

「マーメット？」

　律りつは勢い込んで聞き返した。「そうですよ？」と、麻奈はつまらなそうに頷うなずく。

「見えているでしょう？　呪じゆ文もん唱えておいて、知らないもない」

　言いながら麻奈は、律の隣に素早く手を伸ばして何かを掴つかむ。ヒロと律が「えっ？」と覗のぞき込んだその手には、妙なものが握られていた。

「人が単独で使える魔法は、精神にしか作用しない。だから魔術師は生存物質エレメントを使役します。同様に理解ビナーを司つかさどる騎士には、魔法を物理力に変換する媒体が出現する――」

　そこにあったのは丸い体に西洋兜かぶとをかぶった、つぶらな瞳ひとみのぬいぐるみだった。背にはパタパタ羽ばたく羽根があり、手には槍やりを持っている。

「これが我々の国の軍事力パラメーターだと思って下さい。長川さんはこの軍団に命令を出して、目標を攻撃することができます」

　そんなことは律も初耳だ。

　――それに軍団？

　他ほかにもいるのかと周囲を見回した律は、自分の視界の外にいるマーメットたちにやっと気がついた。麻奈の手の中のと同じものが、数えると八体。それに麻奈の掴んだ一体。

「司令官の長川さんを入れて、ようやく十人隊ということですね。まあ普段は何の役にも立ちませんが、今のような状況なら重宝しますよ。――妙に騎士適性が高いと思ってましたが、業界関係者なら言えばいいのに……」

　その麻奈の恨みがましい声は自分に向けられているのだと気づいて、律はビックリする。

「いや……師匠からは何も聞いてないし。そりゃ今は、感謝したいくらいだけど……」

「本当ですか？　妙な話だ……」

　そんなことを言われても、律に答えられるわけがない。いろいろ整理しきれず、アタマがパンクする。

「ボクは師匠のこと、強い人って以上には考えたことないよ」

　答えになっていないと、自分でも思う。だが麻あさ奈なはあきらめた顔で頷うなずいた。

「そうですか。残念……」

「二人とも、前。何か復活する――」

　吹き飛んだ敵が起きあがり、頭を振る。律りつは剣を構えて相手に向き直った。その横を麻奈が魔法で放った光線が過ぎ去り、敵を貫く。穴の開いた鏡がその背後のアスファルト上に落ち、壊れて破片をまき散らす。人間としての姿の方は、そのまま消滅した。

「相手は人間ではなく、鏡です。肉体に見えるものの方に気を取られず、きちんと本体を割って下さい。――行きましょう」

「分かったけど。……ところでボクたちどこに行くの？」

「進みながら話すよ」

　ヒロはようやく緊張が抜けたように、笑ってそう言った。



    

  
    
      



    

  
    
      
第四章





「各個攻撃インダビジユアリイ！」

　近づきつつある二十人ほどの相手――それが遙はるか遠くに見えた時点で、律りつは指示した。

　翼のあるマーメットたちはバラバラに散り、敵に向かう。ほぼアウトレンジからのマーメットによる突撃は、鏡像リフレクシヨンたちにとって脅威となった。

　本体が鏡であるがゆえに、敵は脆もろい。マーメット一体ずつが三回ほど敵に突撃すれば、それでほとんどの場合、破壊できた。麻あさ奈なの使う魔法とは、速度感が全く違う。

「結構いいペースですね……」

　麻奈自身、やや呆あきれ気味にそう呟つぶやいた。これまでは個別の戦闘が主だったので、かなり効率悪く戦っていた。この二時間で三十体ほど。それでも麻奈にとっては、結構つらい連戦だった。

　だが律が来てからは、一分に一体ぐらいのペースで破壊を重ねている。テスカトリポカの全すべての鏡が正面から律と戦えば、今夜中には敵は全滅するだろう。

　もちろんこれは相手が戦略なりを考えず、人員を各個投入して各個撃破されているからにすぎない。敵に本気があるのなら、そろそろ強烈なのが出てくるはずだった。相手も馬ば鹿かではないのだ。その前に目的を達せられるかどうか。それが運命の分かれ目と、麻奈は考えていた。

　だがついに、ヒロは目的の人物を見つけた。

「霜そう夜や！」

　ヒロが突然叫んで、いま三人が行く道を引き返した。Ｙ字路まで戻り、坂の上へ上がっていく。

「霜夜!!」

　もう一度ヒロが言う。慌てて麻奈と律もその後を追っていた。しかし麻奈がヒロに追いついた時には、すでにヒロは立たつ木き霜夜に銃を突きつけられていた。川辺で麻奈を撃ったのと同じ、銀の銃。

　小高い丘の上に、麻奈たちは出ていた。

　ヒロたちの隣には草だらけの空き地があり、視界が開けている。だから異様な神殿が肉眼で見えた。石の聖堂。建設中の新宿・東京都新都庁の頂上に、さらに石を積み上げて造られた、ピラミッド風の建造物がある。

　――そしてそこに敵の本体がある。

「ヒロさん。私と一緒に来てもらえませんか？　それで全部きれいに収まる」

　麻あさ奈なが近づこうとすると、霜そう夜やはその銃口で威嚇する。さらに背後の律りつにも銃を向ける。

「近づかないで。あなたたちはそもそも、巻き込まれる必要がないこと」

「まあ……そうですね」

「真ま名な辺べさん！」

　律は怒るが麻奈はそれを制した。

「立たつ木き君の目的は、立木霜夜と会って話をすること。目的は達せられましたよ。私たちの仕事は終わりだ。決めるのは彼で、我々はもう黙っているべきだ」

　三人の周囲――坂の下には、鏡像リフレクシヨンたちも集まってくる。しかし麻奈と律に対する攻撃は、一いつ旦たん停止するようだった。一定以上には近づかない

　霜夜は全く静かに、ヒロに視線を移して告げた。

「私に会って話をする？　私たちが話す意味はありません。今の形の私は、あなたが王となれば消えてなくなる」

「……霜夜はさ、本当にこれでよかったの？」

　ヒロは静かな声で、慎重な表情で訊きいた。対して霜夜は答える。

「もちろん。そのために十二年間かけました」

「だったら何で、このこと俺おれに話さないんだ？」

　怒るでも喚わめくでもない。ただヒロは霜夜に訊いた。

「鏡の国の王様になってくれ、ってことだろ？　それってさ、隠さなくてもいいことだと思う。もちろん、いいことばっかりでもなくて、いろいろ不自由はあるんだろうけれど。でもどうにかなる。魔法すら使えるようになるんだ」

　霜夜は諦あきらめたように、頷うなずいた。

「私は確かに、あなたの今の生活を奪いたくなかった。だから話すことができなかった。もっとあなたと、生活していたかった」

「その理由は半分だ」

　ヒロが突然言ったことに、霜夜は驚いた表情を浮かべた。しかしヒロは言う。

「もし理由がそれだけだったら、霜夜は俺に隠したりしない。何も言わずに姿を消して、あとは他人任せにしたりも」

　二人が話す間にも、鏡像リフレクシヨンたちはさらに増える。やはり攻撃はしてこない。ヒロが手に入るのなら、彼らにはその必要がないからだ。

　――この場の全員が、そう思っていた。

　だが天から一本の槍やりが、ヒロに向かって投げつけられる。霜夜は銃を天に掲げると、降ってくる槍を撃ち抜き砕いた。

　投げたのは翼の生えた、鷲わしの仮面をつけた戦士装束。そしてその周りには、同じく翼で飛ぶ二百の敵が、羽ばたきながら空を覆い尽くしていた。



「テスカトリポカの理解ビナー――！」

　上空を見上げた麻あさ奈なは叫ぶ。その声に霜そう夜やの声が重なった。

「ヨアルリ・エエカトル、手を出すな！　私に一任されているはずだ！」

　地上に動きはない。しかし空の者たちは、明らかにヒロを殺すつもりでいる。その手に持つ数百の槍やりを、地上に投げ落とすつもりでいる。

　霜夜は夜空に向かって叫んだ。

「――そうか、勝手に暗殺に動いたのは、お前たちか！」

　空から降ってきた答えは、全く単純だった。

「月は新しく代わることを望んでいない――！」

　それだけだ。

　鷲わしの仮面の甲高い号令と共に、槍が一斉に投げられた。きらめく槍やり先さきが、雨のごとく光を引いて、地上に降り注ぐ。

「『the high priestess』eclipses the sins［巫み女こ長おさの隠し布］」

「密集体型フアランクス！」

　麻奈と律りつは、それぞれに自分を守るしかなかった。特に律はぶっつけ本番で、マーメットたちにそう叫んだだけだった。

　そして霜夜はあっという間に、ギターケースの二にじ重ゆう蓋ぶたを開く。隠されていたもう一丁の拳けん銃じゆうを持つと、左右の二丁を連射して自分とヒロに向け落下する槍を破壊していく。

　空の兵士たちは翼を畳み、一斉に急降下してくる。あるものは地に刺さった槍を拾い、あるものは腰に下げた棍こん棒ぼうで殴りかかる。次から次へと、地上の石鏡は砕かれていく。地上と空との戦いが始まった。いや――。

「これでは虐殺だ。長な川がわさん、すぐに動きます。身を守って」

　そう麻奈が叫んだ。

　呆ぼう然ぜんとしていた律は、すぐに頷うなずく。マーメットたちに号令をかけ、空の敵に応戦する。

今回の敵は砂のように崩れる幻だった。それを叩たたき壊す。

　どうもこれまでの石鏡の幻と様子が違うことに、律は気づいた。壊れ方が違うし、感触として、体そのものが硬い。そもそもこれまでのように、石鏡が出てこない。いや、羽根が生えている敵自体、これまでの幻像の中にはいなかった。

　同じように羽の生えた幻像といえば――と、律は視界の端を羽ばたきして飛ぶマーメットに目をやる。

「――もしかして、あれもマーメット!?」

　向こうは成人男性と同じ大きさがあって、こちらはコブシ大だ。律とマーメット九体が協力して倒す羽根つき一体が、ようやく向こうのマーメット一体分。

「ちっさいンだね、キミたち……」

　律りつは途方にくれたように、この小さな人形マーメツトたちに呟つぶやく。

「長な川がわさん！」

　ヒロが手振りしながら叫んだ。

「空から地上を攻撃されたんじゃ、戦いようがない。そこの道に沿って、後退する」

「分かったよ！」

　律は了解を返す。

　戦う手段のある自分は、とりあえず何とかなる。援護に回る余裕もあるはずだった。ただヒロはまず、霜そう夜やを説得することから始めなければならないようだった。

「霜夜、命令が通じる分だけでも、下がらせて。こっち」

　霜夜はそのヒロの言葉に、無感情な目を向けて聞き返した。

「何の根拠があって――」

「ただの現実感だよ。いろいろ含めての。他ほかにも言いたいことあるけど、今は従って」

　ヒロの感覚論は理屈ではない。正誤の判断など誰だれにも不能だ。

　霜夜は目を閉じ、考えている。

「ついてきて！」

　再びそう告げて、ヒロは先に行ってしまう。そして律と麻あさ奈なもそれに続く。

「……」

　ようやく霜夜も、現在支配下にある石鏡たちに、退却を告げた。

　ヒロたちの一団は、盾を持つものを殿しんがりに、身を縮めるように防御を固くして後退を始める。中なか野の通りを東へ渡り、目につくようになった深夜の無人高層ビルの狭い谷間に、進んで入っていく。



「まるで大きなミミズだな」

　夜の風ヨアルリ・エエカトルは仮面を揺らして笑った。空を舞う敵の機動力を殺すため、攻撃方向を限定できる場所に逃げ込む。もちろん悪くない判断だ。テパネカ王国の傭よう兵へいたちも、度々同じ行動を取った。暗くてジメジメとした谷間へ逃げ込み、密集する。

　だが集団としての行動ができなくなり、真上はガラ空き。順に殺されるのを待つだけだ。

　ヨアルリ・エエカトルは、自分の支配する鏡たち――地上の軍団をも呼び寄せていた。

その者たちには、ビルの谷間の出口を封鎖させる。これで逃げ場はなくなった。

　上空に集めたマーメットたちの前で手を挙げ、タイミングを計る。巨大な石の谷間に、息を潜めて身を固める者たち。

　十分に接近し、腕を振り下ろす。

「全軍降下、突とつげ――」

　銃声が響き、ヨアルリ・エエカトルの仮面は吹き飛んだ。方向は横。仮面の下の少女が睨にらむ間もなく、銃弾二発目で顔の上半分が吹き飛ぶ。幻の肉体は血も流さず、口だけの顔が弾の飛んできた方向を振り向く。

　まだ硝煙立ち上る左右二丁の拳けん銃じゆうを構えた立たつ木き霜そう夜やは、ビルの屋上にいた。

　油断なく銃口を向けたまま、キュッキュと靴の底を鳴らして姿勢を変えると、次の射撃の構え。その背後には率いる部下たちや新たな王の候補、余よ所そ者ものの魔術師と騎士までいる。さらに向かいのビルの屋上にも、矢を構えた兵たち。

「……」

「城の中庭に飛び込んだんですよ、あなたは」

　三発目を、さすがにヨアルリ・エエカトルは飛んで避よけた。ようやく頭部が修復される。元に戻った目で、地上を見る。ビルの谷間にいた者たちは消えていた。鏡が作り出した、人の形の複製だったのだ。

「――幻はいい。それはいい、我々の特性だ。だがなぜ……」

　単純な囮おとりに引っかけられた怒りを、声で霜夜にぶつける。

「なぜこのことに、私が気づかない。同じ心――情報が共有される我らの間で、策略など通じるわけがない！」

「だからもう王は保もたないと言っている。そして我々は戦っている。すでに私とお前は別の存在だ。――攻撃を開始！」

　霜夜の号令で、一斉に引き絞られた矢が、構えられた投げ槍やりが、双方のビルの屋上から放たれた。

　戦いのための翼を持った幻像たちは、貫かれ、墜落する。



　敵マーメットは、空に二百体ほど。

　一方、律りつたちの陣営につく鏡像リフレクシヨンたちは、全部で五十体いないくらい。数だけで敵が四倍。それは律にとって、圧倒的な戦力差に見えた。おまけに敵マーメットは、どうやら倒した順に復活を繰り返している。

　――きりがない。

　そう気を散らした途端、律は槍の柄えで後ろから足を張り飛ばされ、ひっくり返された。

　低空で屋上を飛び去った敵マーメットは、引き返して律にとどめを刺す気でいる。その恐怖に、律は総毛立った。

　だが方向転換の動きが止まったタイミングで、敵マーメットは銃弾の雨に襲われる。体を蜂はちの巣にされ、砂になって消滅した。

「大丈夫？　長な川がわさん」

　ヒロの声に律りつは振り向く。その姉である霜そう夜やが、拳けん銃じゆうのトリガーを音が鳴るほど連射して、弾幕を張ってくれていた。最低限のすり足で体の向きを素早く変える。まるで踊っているようだった。

「起きられる？」

「うん」

　呆あつ気けに取られていた律は、慌てて起きあがった。まだ足は少し痛むが、特に問題はない。

「敵の親玉を叩たたく。手伝って」

　敵のマーメットを叩いても無意味と、ヒロは考えているようだった。律はヒロの提案に「分かったよ」と頷うなずく。もし敵のマーメットたちも、律と同じ出現方法で出ているのなら、本体は一つ。おそらく親玉の鷲わし頭あたまを倒せば、あっさり決着がつく。

　銃を持ったまま、霜夜は横目で律を振り向いた。

「恐こわかったですか？」

「そりゃあ――」

　一度やり返されると、こうも脆もろい。それを見透かされたようで、律は言葉につまった。

「弱音だと思います」

　霜夜は銃を撃ちながら、静かに、諭すように言った。

「あなたは戦える。でも信じてはいないから、まだ弱い。勝とうとするから、負けが気になる。けれど全すべての答えは、外ではなく内にある。――もはやこの場を去ることは不可能。ならば精一杯、うまく動くことだけ考えて下さい。自分が倒れるより早く敵を全て倒せば、活路は開ける」

　そこまで言われて律は、なぜ霜夜がこんな話をしているのか、理由が分かった。霜夜は動きが鈍り始めている。

　たった一人の心が、分裂し争うから、それを止めるため硬直し始めているのだ。霜夜で表現された想おもいは、消し去られようとしている。そういう理由で、動けなくなるのだ。

　霜夜の背はすでに、わずかに膨らみ始めている。何のダメージもないまま、石鏡が飛び出そうとしているのだ。

　律は覚悟を決めた。麻あさ奈なも気づいてこちらへやって来る。その到着を待って、律は霜夜に訊きく。

「どうすればいいんですか？」

　霜夜は考えた方法を、説明する。



「できる？」

　律が麻奈に問うと、麻奈は「分かりました」と頷く。それが行動開始の合図だった。

　律自身はまず、敵のマーメットを追い払いに向かった。律の行動を味方側の鏡像リフレクシヨンたちも手助けをする。

　この攻撃では鷲わし頭あたまだけは手出しをせず、それ以外は徹底して進路を邪魔する。

　律りつにも敵にも共通することだが、マーメットは数が多い。単独での戦闘は指示することができるが、細かな指示には対応できない。普通に一つ一つ指令を出すことが不可能なのだ。だから単純な妨害で完全に進路を塞ふさがれた。

　目標が見えるのに消極的な策に出られた鷲頭は、怒りの声を上げ、直接自分でヒロへの攻撃に移った。自分のマーメットたちには徹底して律や鏡像リフレクシヨンを押さえ込むように指示し、自分自身はヒロたちの方へ飛ぶ。

　霜そう夜やは銃弾を撃つが、これを空の戦士は悠々と避よける。魔術師の魔法にしても、同じように避けられるつもりだった。しかし――、

「between『the devil』and the deep sea［混こん沌とんの監獄］」

　麻あさ奈なが撃ったのは宙に浮かぶ水の檻おりだった。空を飛ぶものが、これに突っ込んでしまった。ジャングルジムのように入り組んだ水柱が大きく広げた羽根を打つ。落ちないまでもバランスが取れない。動きが止まる。

　そこへ霜夜が、両手の拳けん銃じゆうから銃弾を、大量に撃ち込んだ。今度は逃がさない。

　十数発の銃弾が、鷲頭の体を貫き、その中にある石鏡を完全に破壊した。



　マーメットたちは、一気に消滅した。

　もう半ばまで体と鏡が分離してしまった霜夜は、最後に横で膝ひざをついたヒロに訊きいた。

「どうして私のところへ、来ようと思ったんですか？」

　無表情だったその顔は、初めて悲しそうな色を浮かべた。

「……本当のことを知ったら、許してくれるけど恨まれるって、そんな風に思ってたんです。それは、つらい」

「でも俺おれは、霜夜が何か困ってること、知ってたから……」

　ヒロの答えに霜夜は、言葉を失う。ヒロは構わず訊いた。

「俺に何か、できることはある？」

　穏やかに訊くヒロに、霜夜はもう動かなくなり始めた首を上げた。

「……ヒロさんに一つ、お願いがあります」

「うん、何でも」

「私の本体を、解放して下さい。彼女は鏡の力に三百年の間、囚とらわれていて。だけどもう、保もたなくなり始めている。彼女が壊れて騒動となれば、いつか誰だれかが狩るのだろうけど――。私は彼女を救いたい。彼女の誇りを護まもりたい」

「うん、分かった。ただ俺たちは具体的に、何をすればいい？　分からないのは『テスカトリポカ』の本体っていうのは、神様の力を得ようとした、一人の人間じゃないの？　その人の自力で、どうにかならないの？」

　ヒロが麻あさ奈なを見上げると、麻奈は頷うなずく。

「王というのは、全体の中にあって、囚とらわれる存在でもあります。国がある限り、辞めたいといって、辞められるものではない。生いけ贄にえであり神くにに身を捧ささげるという姿こそが本来のあり方。王が『テスカトリポカ』という魔術システムを支配しているように見えて、実は魔術システムが王を支配している。そういう表裏一体の関係にあります」

　麻奈の説明に、霜そう夜やは長く息をついた。

「……王が王を辞めるためには、神くにが滅ぶか、新たな生け贄が冠ケテルを継承するしかないんです。魔法は人を飲みこみます。そして『テスカトリポカ』の王は、システム全体をコントロールしきれなくなり始めている。――もう私の行動は、一部の心に拒絶されている。テスカトリポカというシステムは、ヒロさんを受け入れない。継承は行われない。だから『彼女』を解放してほしい」

「それが霜夜の望むことなら、俺おれは全力を尽くすよ。――家族なんだから」

「お願い……」

　呻うめいた霜夜の口を、背後から伸びた手がふさぐ。背中から完全に抜け始めた石鏡に、新たな人の姿が実体化し始めていた。新たな鏡像リフレクシヨンはもう一つの手で霜夜の首を掴つかみ、自らの身を鏡から引きずり出そうとする。

　霜夜は両手の拳けん銃じゆうを背後に構えた。

　そして引き金を絞る。

　発射された弾丸は現れ出ようとしていた鏡像リフレクシヨンごと、石鏡を粉々に撃ち砕いた。

「ひろ……」

　石鏡は粉々に砕け散る。そして霜夜の姿も消滅した。その場に残されたのは、最後に手にしていた左右の銃のみ。ただそれだけが、鏡の破片と共にヒロの足下へ転がる。

　ヒロは残された二丁の銃のうち、片方だけ拾った。先ほどのケガで、腕の一方は感覚がない。一つあれば十分だろう。

「……これが最後なら、ただお礼を言いたかったんだ。今までありがとう」



「悪いんだけど、また新しい約束ができた」

　律りつが戻ってくるのと同時に立ち上がったヒロは、背を向けたままそう言った。そしてギターケースの中の未使用弾倉を集め始める。律も霜夜の最期は見ていた。何と言うべきか言葉が見つからない。一方の麻奈は、早々に諦あきらめのため息をついた。

「……そうですね。取り引き内容の変更ですか」

「もうちょっとだけ、つき合ってもらえるかな？」

「いいですよ。どうせすぐそこだ」

　麻あさ奈なの視線を追って、律りつは戦場となったビルの屋上よりさらに高くに設置された神殿を見上げる。だがまずはここから、脱出しなければならない。

　地上の方では動きがある。

　周囲を封鎖していたヨアルリ・エエカトルの部下たちが、ビルへの侵入を開始していた。すぐにここへも来る。

　一方で、霜そう夜やの側についていた鏡たちは、もうほとんどが動いていない。

　どうするべきかと、律は考える。

　――為なすべきを考え、成すべきは友を護まもる。

　それで律は、いいはずだった。だからヒロに言う。

「今の敵は、情報的に分断されてるんでしょ？　だったらボクはここに残って、足止めと囮おとりをやろうと思う。二人はその間に、ここから脱出して」

　ヒロは戸惑った表情で、律を振り向く。だが他ほかに案はないはずだった。

　敵の中枢を突くというのであれば、誰だれかが陽動をかけるべきだった。それぐらいの戦力差が、最初からあるのだ。何とかしなければならない。

「――行動を起こしたいのも、巻き込んだのも、俺おれだから。覚悟決めないとね」

　そう言ってヒロは、律に向かって頷うなずく。

「よろしく長な川がわさん。俺たちはできるだけ早く決着をつける。そっちは時間稼ぎに徹して」

　ヒロの言葉に、律も同じく頷いた。麻奈だけはまだ信用できないという顔で、律に言う。

「後味の悪いマネだけは、しないで下さいよ」

　憎まれ口を一言。そして行こうとヒロを促す。どういう言い方かなと律は思うが、真意は分かっている。

　あとは二人が決着をつければいい。自分はここが正念場と、律は覚悟を決めた。



　律に後を任せ、ヒロと麻奈はビルを脱出した。途中、遭遇する敵を打ち倒しながら、新宿へと向かう。霜夜の銃を撃って、ヒロ自身も戦った。

　実際撃ってみると、とんでもなく反動のある銃だ。だがそれでも、当たるようになり始めていた。しばらく使ってみて、その手て応ごたえを感じるようになる。

　――多分いろいろ、問題なんだろうけど。

　改めてヒロは、後戻りすることを諦あきらめた。

　ただ、『神殿』へ急ぐヒロと麻奈の前に、新たな敵はほとんど現れなかった。みんな律が足止めする方に向かっている。

「これほどハッキリと陽動が嵌はまるというのは、やはり鏡同士のリンクが崩壊し始めている証拠ですね」

「うん……」

「気になりますか？　長な川がわさんのこと」

　麻あさ奈なが訊きくので、ヒロは素直に頷うなずいた。

「まあ俺おれが残っても、足手まといなのは分かってるんだけど」

「分かっていれば、いいんです。私たちの中で、戦力的には彼女が一番上です。勝ってくれと言えば無む茶ちやになりますが、自分の身を守って逃げ回れというのは、大丈夫です」

　ヒロは頷いた。律りつを信じるしかない。

　敵の本拠地は、もう間近。ビルの谷間にまた見えてきた。

　今年十二月に完工予定の新宿・新都庁。今はまだ真っ黒にそびえ立つ、巨大な建設中のビルだ。神殿化しているのは、二本立つ塔の北側である。

　麻奈が言うには新宿・新都庁は、すでに庁舎として使用された事実があるそうだ。そして十二年前に破壊された。新しく建て直し中の大きなビルは、まだ屋上に大きなクレーンを載せたままだ。

「中にはどうやって入るの？」

「私が扉を吹き飛ばします」

　麻奈は近づく工事現場のフェンスを前に、手にした杖つえを掲げた。



　麻奈が魔法で扉を破壊した後、ヒロは階段を上ってようやく神殿のある階――工事中の最上階にたどり着いた。息が切れ、膝ひざが笑う。

　だがたどり着いたその場所の様子に、ヒロは目を奪われた。

　どこから切り出したのかよく分からない、四角い石の柱。アイコンを隙すき間まなく並べたような彫刻が並んだ壁。

　周囲は薄暗いが、光はあった。外から差し込む都会の光か、月の光か分からない、青白く変化しない光。

　目の前にはすぐに急きゆう勾こう配ばいの広い階段があり、その上に一人の少女が座っていた。少女の手には、大きく長く、光を反射するナイフが握られている。金属という感じはしない。巨大なガラスのナイフ――黒曜石のナイフだろう。

　さらに彼女の背後には、得体の知れない生き物の形をした石像が置かれていた。その大きな目が、あらゆる場所に睨にらみをきかせている。

　ヒロは少女に訊たずねた。

「君がテスカトリポカの本体か？」

「……そうだ。たった一人か？」

　異国人の顔をした少女――しかし霜そう夜やと同じ顔に見える夜と戦の神は、静かに口を開いた。

「他ほかに魔術師が一人、いたように見えた。どうした？」

「真ま名な辺べさんは俺おれをここへ通すために、戦ってくれている」

「無駄だな」

「俺は君を解放するために来た！」

「解放？」

　戦いく神さがみの少女は、何をといった態度で馬ば鹿かにしたように聞き返した。

「なぜ私が解放されなければならない。そもそもどうやって？　――私は一体化しているのだ、私がテスカトリポカなのだ。無力な人間としての身を捨て、神々の魔術師の遺産を受け継ぎ、神の名を受け継いだ。そして私はもう、私のあり方を決定した。迷ってはいない」

　神を名乗る少女は、ヒロを皮肉るように頬ほおを歪ゆがめた。

「鏡を操るこの力、すばらしいとは思わないか？　私はこの場にいながら、世界中のあらゆる出来事を魔法の鏡で知る。幻の力で、あらゆる歴史に介在する。全すべての悦楽とともに、鏡の記憶により不死の生命さえも得ているのだ。痛みからは隔離され、何度でも甦よみがえり、その全てが本体だ。そのすばらしいもの――古代魔術の叡えい智ちから、お前は何を解放するつもりだったのだ？　お前がその力を、ほしいのだろう？」

「馬鹿な」

　麻あさ奈なの声。ヒロの陰から引きずり出るように、彼女は魔法で隠していた姿を現した。

「暗殺者を差し向けるようなセコい存在が、万能気取りで大きな口を叩たたく。おまけに能力を試してみれば、ただの幻術を見破れない」

　テスカトリポカは不快げに眉まゆを寄せた。対する麻奈は、睨にらみ返して言う。

「……それにしても、よくこの場所を无耶志国ムサシノクニが貸しましたね。まだ無人とはいえ、この塔もまた聖域だ。あの人たちは軽々しいから困る」

「貸した？　新たな神殿とするのだから、占拠したに決まっているだろう」

「ここを神殿にする？　それを彼らが許すと？　私たちなどはうっかり部屋一室に国を造って大騒ぎだ。无耶志国ムサシノクニとの交渉のコツを教えて下さいよ」

「刃向かうなら殺せ。我らはこの地を離れる気はない、だから戦う」

　ああ、と麻奈は、天井を仰いだ。

「……厄介なことになってますね。あっという間に神による侵略戦争だ」

「全てそういう策なのだから、当然の結果だろう！」

　言い放った戦神は巨大なナイフを振りかざし、玉座から跳ぶ。両腕を広げていてもナイフの切っ先は確実にヒロの方を向いていて、外さない。

「all sorts to make『the world』［世界の四大］！」

　ヒロの前に進み出た麻奈が、杖つえをかざして言う。生存物質エレメントの正四面体テトラへドロンが宙に浮かび上がる。竜ドラゴンの力へと精製される源。

　しかしそれをテスカトリポカは、巨大なナイフで真っ二つに叩たたき斬きった。たった一つの断面を始点に、あっという間に全体がひび割れ、エレメントの塊は粉々に砕ける。

「何てことだ！」

　麻あさ奈なは身構えながら杖つえから排出された銀色の鉄片――使用不能となったエレメント・コンテナを全すべて入れ替える。

　だが無防備の麻奈は相手にされない。テスカトリポカの目標はあくまでヒロ一人だった。ヒロは向かってくる敵に、手にした銃を撃った。

　銃を撃つことには、だいぶ慣れてきている。当たったと思ったのだが、身をひねって避よけられた。二発目も――当たらない。

「武器の差程度では、な！　戦の神に素人しろうとが勝てるわけもない！」

「まあ順当に、そうなりますか――『temperance』is the best physic［強要される安静］」

　ようやく作業を終えた麻奈が、ギリギリで間に合う。液体のような物質の輪が幾重にも発生して、テスカトリポカを縛り上げた。しかし異国の戦の神は、意に介さない。

「こんなものか」

　そう獰どう猛もうな笑いを浮かべ、彼女は言った。確かにヒロへ向かうテスカトリポカの動きは一いつ旦たん止まったが、拘束は完全ではない。細い輪は次々にちぎれ、外されかけている。

「……所しよ詮せん、手品か」

　負け惜しみ混じりに、麻奈は言った。生存物質エレメントの調和を引き出せるところまで、敵を足止めできる見込みがない。かといって真正面から格闘戦で来られたら、魔術師に対抗する術すべはない。

　だがこの状況にありながら、ヒロはボンヤリして動かない。

「あなたは何をしているんですか！　迂う闊かつすぎる!!」

　そしてヒロの視線を追った麻奈は、彼が何を見ているのか気がついた。

　流れ弾となった銃弾が、玉座の背後の石像に穴を開けている。その壊れた石像の中には、何かがあった。空洞になっていて、誰だれかがいる。夜の神は拘束されたまま、恐ろしい肉食獣の声で吼ほえた。

「覗のぞき見るな！」

「なるほど。これもただの鏡像リフレクシヨンの一つか……」

　麻奈は緊張は解かないまま、しかし見下したように言った。

「性別が一致しない感じがしてたんです。女の姿をしていながら、性格が男ア性ニ元ム型スに偏向しすぎている」

「どういうこと？」

　ヒロの問いに麻奈は答えた。

「テスカトリポカは一式全て、男用なんですよ、本来。だから若い男しか生いけ贄にえに取らない。元からそういう魔術システムなんです。そこに女性が入っている。だったらこの大根役者には荷が重い」

「それじゃ、この襲ってきた人っていうのは？」

「本体とシステムの中枢を守る、最後の番人ですよ。私たちが戦った、鷲わしの仮面の対になるもの。システムの走そう狗くだから、現状を維持するだけしか能がない。神話や伝承に登場するのは、大抵コイツだ」

「女の姿では違和感が残る？　なるほど、それは迂う闊かつであった」

　そう言ってテスカトリポカの少女は大たい笑しようした。

「ああ、だから反逆者どもは若い男への入れ替えを目もく論ろんだか。不完全の修正というなら、我らが争う必要もなかった。――よかろう。お前に万能の力を与えること、考えてみてもいい」

　ヒロは一言で答えた。

「必要ない。システムが自分の都合で人を左右するな！」

「ならば、素直に死んでいろ！」

　叫びと共に、テスカトリポカは拘束をさらに引きちぎる。その動きを牽けん制せいしながら、麻あさ奈なはヒロに言った。

「構いません、行って下さい。あれは突破口だ。何とか足止めします」

「やめろ!!」

　再び神は叫ぶが、ヒロは一目散に石像へ駆け寄った。

「『the sun』of righteousness［降り注ぐ正義］」

　背後から麻奈の呪じゆ文もんが追いついて、追い越していった。ヒロの目の前で、石像は完全に崩れ去った。



　破壊された石像の向こうは、質素な静せい謐ひつの世界だった。元々それほど大きくないかのように見えた石像が、内部にこれほどの空間を有している。そのことにヒロはまず驚いた。

　だが過剰な装飾でうるさく感じる表側と違って、ここには整せい頓とんされた秩序がある。真の意味で神域と呼べる空間だった。内部は柔らかい光に包まれている。

　光はこの室の中央に円状に置かれた、黒い石の柱から漏れていた。おそらくストーンサークルというヤツだ。そしてその中央に少女がいる。着ている衣服は随分と時代がかっていて、しかしその顔は霜そう夜ややテスカトリポカと瓜うり二ふたつだった。

「すぐに助ける――」

　ヒロがそう言って駆け寄ると、座っていた少女は立ち上がった。しかしヒロは何か見えないものに当たって、それより先に進めなくなった。

　――見えないガラス。

　感覚としてはそれに近いが、そんな生やさしい堅さではなかった。手に持った銃の底で叩たたいてみる。しかし巨大な岩を打ったような反応しか、返ってこない。

　ヒロは役に立たない銃をベルトに挟むと、両手であちこち叩いてみる。しかしどこにも中に入れそうなところはない。何か強固なものに、遮られている。

　――これも魔法か。

　焦るヒロの背後からは、拘束を解いたテスカトリポカと麻あさ奈なの戦う音。麻奈は苦戦している。手に武器を持って迫る相手は苦手だろう。そう思う。

　ヒロは見えない壁の向こうにいる少女に叫んだ。

「あれは君がコントロールしてるんだろ？　今すぐ止めてくれ！」

　大声で呼びかける。しかし少女は、首を振りうずくまる。その反応で分かった。制御できていないのだ。

　ストーンサークルの中には、操作のレバーや逆に魔法陣のようなものはない。そんなことをせずとも、テスカトリポカは勝手に動きだし、勝手に戦うのだ。霜そう夜やだった鏡がどんな風に行動したか思い出せば、それは想像に難かたくない。

　――でも少なくともこちらの声は届いている。

　方法を考えなくてはならない。そうヒロは思った。とにかく時間がない。いくら麻奈でも、まともに戦って勝てる相手でないのは、ヒロにだって分かる。



    

  
    
      



    

  
    
      「君に出てきてほしい、そこから。少なくとも霜そう夜やに反映された君の心は、それを望んでいた」

　しかし異国の少女は、再び横に首を振った。口を開き、声で答えた。

「ダメ。ここは鏡たち以外、入れないし出られない」

　――日本語が喋しやべれるんだ。

　相手の返答で今さらそれに気づく。おまけにかなり流りゆう暢ちようであることにヒロは驚いたが、理解はできた。この少女こそが霜夜であるし、ヒロの両親でもあったのだ。彼女は全すべて知っている。

　元通りとは行かない。だが彼女を救えば何かが取り戻せる。

「本当に俺おれが出入りする方法はないの？」

「無理ですよ、立たつ木き君。そう簡単にできるなら、とっくにやっていると言ったでしょう」

　答えたのは麻あさ奈なだった。

「成立した魔法には、自己保存の力学が働いている。だから他ほかの者を王として外から取り込まなければ、解除はできません」

「その通り、入れ替えだ」

　テスカトリポカは嬉うれしそうに言う。

「お前が生いけ贄にえとなる儀式を受け入れ、『新たな王』となれば、それで彼女は救われる」

「馬ば鹿かの思い通りにさせるため、こんなところまで来たわけじゃないんですよ！」

　本当に初めて、麻奈は腹立ち紛れの叫びを上げた。



　実際、麻奈はイライラしていた。

　ヒロとの交渉は面白い。大体釣り合いが取れてないので笑える。面白かった。

　そして人に命令して当然と思っている存在は、嫌いだ。

　目の前の敵が、憎い。なのに勝てる材料がない。そのことにまた、腹が立つ。いつあの巨大なナイフに刺し貫かれていても、おかしくない。

　麻奈は自分の杖つえから、鉄片――エレメント・コンテナを引き抜いた。隙すきを作らないように換装する。すでに今すぐ使用できるエレメント・コンテナは、これが最後だった。

　――片道だが、最後の賭かけに出るか。

　使える技は、二種類が限度。まず一つ目。

「bright particular『the star』［最も美しき者］」

　水の膜が発生して、それがこちらに突っ込んできたテスカトリポカに覆い被かぶさる。

「何？」

　水膜は完全に相手を包み込んだ。静かだが硬質な水球は、鏡像を閉じこめる水鏡の球だった。テスカトリポカはそこから、出てくることができない。

　やはり、と麻あさ奈なは確信した。

　先ほどの拘束魔法よりエレメント的に『純水』の力が強いこちらの方が、相手に多大な影響を与えている。

　ヒントは昨日――霜そう夜やをプールに誘った時の、彼女の様子からだった。

　霜夜は泳げないと言っていたが、それは言葉通りの意味ではない。彼女が嫌ったのは波だった水面、歪ゆがんだ鏡だったのだ。元々が歪んだ鏡像である鏡像リフレクシヨンは、光の性質に強く影響を受ける。

　水に近づくと形が保てなくなるし、合わせ鏡の中に封じ込めると、実体を持つにもかかわらず出てこられなくなるのだ。水球を使った封印は、この両方の弱点を同時に満たしている。

　ただどちらが封じられたのかは、実のところ微妙でもあった。麻奈もまた杖つえを片手に、その場から一歩も動けない。

「焼け石に水ですかね……」

「面白くないな、お前の戦い方。逃げ勝ちができると、本気で思っているのか？」

　嘲あざけるような水球の中からの声に、麻奈は苛いらつき焦りも覚える。相手の言うことは正しい。その途端、水の球の表面が割れ、間髪入れずに黒いナイフが飛び出し、喉のど元もとに突き立てられようとする。

「――！」

　麻奈は集中力を総動員して、ナイフが飛び出した部分に意識を再度、集中した。間一髪で黒曜石の刃やいばは止まったが、もう１センチもない。

　次に結界が揺らげば、喉のどの真ん中を縦に割られる。

　――水が鏡のように、平らで、なめらかであるように。

　麻奈は深く静かに深呼吸しながら、精神を集中する。脂汗の滲にじんだムスッとした顔が、自分の築いた水球結界の外側に映っている。

「随分と不満そうな顔だな、魔術師」

　中から見えているはずがないのに、テスカトリポカは言った。惑わされないよう精神を一定に保ちながら、麻奈は「ええ」と不満そうに答える。

「なぜかあの人に関かかわって以来、私は格好の悪い役ばかり回ってくる。もっと超越者というか、『下々の愚民どもを見下ろす的立場』に自分を置きたくて、魔術を研究してきたんですが。気がついたらこんなところで汗だくになって、その場しのぎの結界を張っている」

「ならばやめてしまえばいい。お前は必死だが、私は退屈なだけだ。次の生いけ贄にえは我々の王に、触れることさえかなわないではないか」

「ええ、まあ。普通は無理ですね、よく考えると……私は格好悪いことになっている」

「期待を持つ術すべがない。そのことは魔術師のお前になら、分かるだろう。魔術理論上の問題なのだ。こんなことは時間の無駄、苦労の無駄だと思わないか？」

「思いますよ。――よく分かりました。もう黙っててくれませんか、気が散る」

「……いや無駄だと思っているのだろう？　お前は理解している。ならばなぜ、結界を解かない。お前はあそこの男に、いいところを見せたいのか？　恋か？」

「まさか！」

　本気でイラッと来て、それでナイフが５ミリ動く。麻あさ奈なは舌打ちした。

「……あのね、今この結界を破られるとですね。私、死んでしまうんですよ。惚ほれたハレタの計算尽くで、そこまでするわけないでしょう。……ナンセンスだ」

「ほう、ではなぜだ魔術師？」

　だがその挑発を受けて、麻奈は悲しげに肩を落とすだけだった。

「……あなたには、言っても分かりませんよ。――分かるはずがない」



　麻奈がもう保もたないことを、ヒロも理解していた。言葉にまで焦りが混じる。

「三百年生きてきて、外の世界も見てきた。だったら君はとんでもない量の知識を持っているはずだ。魔術にだって、打ち勝つ方法があるはずだ」

　だがその呼びかけに少女は、泣きそうな声で答える。

「知識があるから、方法はないと言っているの」

「それでも考えてくれ。そんなところにいたら、君は死んでしまう！」

　ヒロの必死の呼びかけに、水球の中からテスカトリポカが嘲ちよう笑しようする声で告げる。

「死なない！　死なないと言ったはずだ！　不老不死だと言っただろう。王はすでに三百年、その年齢でその姿だ。それほどに魔術とは、不公平で完全なものなのだ。彼女が今の幸福に、払う犠牲などない」

　言っている本人は、正しいことを言っているつもりだろう。確かに合理的な結論ではある。しかしそんなのはおかしいと、ヒロには直感的に思える。なぜかを必死に考える。

「――ねえ、聞いてほしいんだ。君はさ、俺おれが昨年の霜そう夜やの誕生日に香水を贈ったの、知ってる？　いや憶おぼえてる、かな？」

　少女は当惑していたが、やがて頷うなずいた。ヒロはさらに続ける。

「あの時、霜夜はすごく喜んで、その場で香水振りかけた後、いい匂においだってまた喜んで、俺困るのに、抱きついたんだ」

　伝わるか伝わらないか。――賭かけだがヒロは言った。

「その抱きついた時、香水の匂いが――俺、制服だったのに、移っちゃってさ。替えの服もちょうどないんで、一人で部屋で困ってて。でもすごく幸せだったんだ」

「幸せ……？」

「幸せだったんだ！　そういうことって、そんなところに閉じこめられてたら、分からないよ。だったら魔術だか何だか知らないけど、こういうものは失敗作だ」

　遠い昔の名前も知らない誰だれかが作ったもの。それに対する怒りを込めて、力任せにヒロは見えない壁を叩たたく。

「君のこと、任されてる。何とかしたいんだ」

　――言葉は伝わっている。

　少女の表情に、ヒロはそう確信できた。それでいて彼女は、諦あきらめてもいる。

　鏡の作り出す鏡像は、この少女の心の、それぞれ異なる一面を表す。

　鏡像リフレクシヨンたちに起きている行動の混乱は、そのまま彼女の葛かつ藤とう、いや恐れを意味していた。ヒロは壁の向こうの少女の顔を見て、そのことに気がついた。もっと根本的な理由で、彼女だけの力では、この合わせ鏡の監獄から抜け出すことができないのだ。何てことだ、と思う。

　そうだったのだ。

「……君は誰もが幸福になれる方法を知っている。だがそれを言えずにいる。今のままでもない、俺おれも犠牲にならない、最も正しく、ただし最も過酷かもしれない方法を。――君がまず最初に、それをもう一度考えるようにして」

　ヒロが何を言っているのか、相手も気づいたようだった。

「無理。そんなことヒロには無理だから、私はこんなに悩んでる！」

「大丈夫だよ。俺はそれに応えてみせるから」

　言葉は穏やかだった。言っているヒロも出で鱈たら目めだと思う。見込みがないまま、また約束してしまった。だがこの一言がなければ、最初の一歩も踏み出せないのだ。

　ついに異国の少女は、口を開いた。

「助けて……ヒロ。ここから助けて……」

　それでよかったのだ。

　十二年間、この少女も、霜そう夜やという心も、その一言が言えなかった。

　ヒロを身代わりにする気ではいても、この単純な一言が、彼女は言えなかった。

　それがこの鏡でできたシステムの醜悪さだ。人の心から誇りを奪って、不幸を振りまく。

「分かった――。大丈夫。少しだけ待ってて」

　ヒロは目を瞑つぶり、呼吸を整えた。

　――魔術は生者を扱う学問。

　麻あさ奈なはそう言っていた。ならばそれは、停滞を突破していく力のはずだ。

　再び目を見開き、ヒロは障壁に左手を触れる。

　今度は反応が違った。硬くない。手触りはなく、触れた場所は文字が浮かび上がっては崩れ、ヒロの手の周りで行き来する。

　ペチャクチャという聞き取れない声のお喋しやべり。対話が始まる。そしてその間にも、ヒロの掌てのひらは徐々に壁の中に沈んでいく。

「馬ば鹿かな！」

　テスカトリポカの驚きの声。だが驚いたのは、夜の神だけではない。麻あさ奈なにとってもまた、ヒロの障壁突破は理解不能な現象だった。ヒロは何も考えていない。なのに結果は、ヒロの望むものになろうとしている。

　確かに女王は、ヒロに心を開いた。開きつつある。だがそれで障壁の威力が弱まることはない。理論上ありえない。

　鏡の魔法が成立する以上、生いけ贄にえは脱出できない。囚とらわれた王本人すら、その事実の前には無力だ。

　なのにである。

　ヒロの左腕はもうすでに、肘ひじまで見えない壁の向こうへ沈み込んでいた。

　干渉する二物の周りに、踊る黒い文字の列が、――何かの形が見える。ヒロの腕には輪郭のはっきりしない何かが、現れ始めている。

　そして、麻奈はようやく気づいた。

　――まさか神くにの器かたちが、発現し始めている!?

　麻奈はその可能性に気づき、愕がく然ぜんとした。とんでもない拾いものを、自分たちはした。

アストランの巫み女こにして三百年間の受難者が、ここにいるのだ。彼女は十分に『司祭』たりえる。敵は『王』を奪われ、こちらは必要な四人が揃そろう。

「……勝てるじゃないか」

「願望で状況を語るな！」

　水鏡の向こうでテスカトリポカは叫ぶ。だがその声には明らかな焦りがあった。敵もまた、麻奈と同じ可能性に気づいたのだ。状況は逆転し始めている。

「――立たつ木き君、彼女を我々に組み込みます。彼女の名前を訊きいて下さい」

　ヒロは麻奈の言っていることを理解した。ひとり戸惑う少女に訊く。

「名前は？」

「……セシリア」

「やめろ！」

　テスカトリポカは叫び、麻奈は安あん堵どの笑みを浮かべた。

「分かりやすい名で、大変結構ですよ――」

　麻奈は杖つえを掲げたまま懐に持っていた部員名簿を取りだし、それが開くよう放ほうり投げた。

　二種類目の呪じゆ文もん！

「『the chariot』of fire［導く光の壁］」

　水球に向かってそう唱える。その場を取り巻いていた水の中からテープのような輝線が伸び、麻奈の投げた部員名簿をなぞった。

　舞い落ちる名簿には火に焼かれて焦げたような文様が走る。綴つづりは『Cecilia』。有名な音楽の聖人と同じ名だ。

　彼女はヒロを王とする国に取り込まれた。セシリアが反響ホツドとして空席を埋められれば、ヒロの持つ冠ケテルを王国マルクートへ導くパスができる。四種の人間の契約を伴う合一は、世界の力を引き出し祝福されるのだ。

「ギーメル・ワウ・サーメク・トゥ！　王国マルクートは成立した。我々はこの地上イエツラーに、新たな国の始動を宣言する！」

「無効だ！　宣言は呪のろわれる！」

　揺らいだ封印の隙すきを突き、水球は内から破られた。麻あさ奈なは強く奥歯を噛かむ――。



「何だこれは！」

　青年――老ジョンは騒然とする部屋の真ん中で顔をしかめる。だが彼に説明できる者はいない。彼が駆けつけた時にはすでに、メトロポリタン美術館ＭＥＴの大地下室は、未み曾ぞ有うの大騒ぎになっていた。

　彼がここへ呼び出された理由は、ただ一つ。もう六十年間沈黙を続けていた杖つえが、この日、この時間、突然動きだした。

　繋つながれた計測器はすごい勢いで観測データを吐き出した後、機能しなくなってしまった。杖が情報をかき集めるのに、逆に計測器が利用されているのだ。

　――杖はここを脱出しようとしている。

　それは誰だれの目にも、明らかだった。

「ダニィブルーク式テトラポッドでも、押さえ込めません」

　その部下からの報告に「何をバカな」と老ジョンは振り返った。

「神の器だ、行く手を遮るな！　引きずり込まれて合衆国ごと分解するぞ」

　唸うなるような彼の言葉は、単なる大げさな脅しではない。率直な比ひ喩ゆである。杖の行動を人の手で阻もうとするのは、小舟の網で鯨を捕らえるようなものだ。

「結界の類たぐいは、全すべて解放しろ。路みちは杖が自分で探す」

「待って下さい我が国の遺産ですよ。それを手放すのですか？」

　言ったのは大地下室管理の責任者だ。しかし老ジョンは掌てのひらを振る。

「……預言を得られるかもと、思っていたまでだ。杖そのものを制御できると思ったことはないよ」

　苦い口調に聞こえただろう。負け惜しみであることは否定しない。

　しかしそう言いながらも老ジョンは、自分が本当は悔しいのか嬉うれしいのか分からなかった。半世紀どうにもならなかったものが、こうやって動きだそうとしているのだ。活動の観測など、どのようにでもなる。後を追えばいい。

　結界装置は全すべて切られた。それを知らせる警報が、室内に響き渡る。

　軽い衝撃が室内を襲った。

　空中に浮かび上がった杖つえが、次の瞬間、大地下室の天井を突き破ったのだ。部屋全体にコンクリートを砕く大騒音が響いた。

「……玄関から出ていってくれとは言わないが。乱暴な」

　他ほかの者と同じように耳を押さえ、老ジョンは苦い顔をする。地中を進む杖の報告は、すぐに彼の元へ送られてきた。

「現在地下50ヤード、まっすぐ地上へ向かいます」

「真上か？　地上の北館を封鎖して、人を避難させろ」

　――建物はともかく、貴重な美術品コレクシヨンに傷をつけてくれるなよ。

　かなりの速度で地上へ向かう杖に向かい、場違いにそう思った。それこそ神に祈るようなものだ。相手にはこの祈りが届いているだろう。ただしそれを聞き届けるかどうかは、杖次第だ。数秒の沈黙の時間が訪れる。

「地上建物貫通。上空に出ました。杖は大圏航路を取る模様。最短距離一直線でこの進路ならば、向かう先は国内ではありません」

「見れば分かる……」

　目の前のモニターに随時送られてくるデータを見ながら、老ジョンは口の中だけで唸うなった。方角は南東方向――大きな弧を描いている。この角度なら、ロッキー山脈は越えていくだろう。

「すぐに行く先を算出させろ。各省に追跡要請」

「大統領には？」

「後でいい。ニューヨークから半径１００マイルに聖詩詠唱サーモダイズを要請。東海岸からは神威が減少している。真空汚染により魔が引き込まれる」

　最低必要な指示を出した後、老ジョンは手元の計測器と時計を比較した。完全なブラックアウト時刻を、すぐさまメモに書き写す。

　２００６年04月22日――13時01分26秒。



　封印を内側から無理矢理破ったその内圧に、麻あさ奈なは吹き飛ばされた。

　破は綻たんを回避しようと全神経が総動員されるが、どこまでも空むなしい努力であろうと半ば諦あきらめるしかない状況。

　――とにかく体勢は崩せない。

　ここで転倒して行動不能に陥れば、あとはなぶり殺しだ。何とか姿勢を維持しようとする麻奈に向かってしかし、テスカトリポカの巨大なナイフが容赦なく伸びた。

　麻奈はギリギリで身をひねって致命傷を避けたつもりだったが、避けられていない。切っ先が肩の上を切り裂き血が噴出する。

「――!?」

　手首をひねるだけで、敵は麻あさ奈なにとどめを刺せた。

　だがそうしなかったのは、テスカトリポカが目的を切り替えたからだ。

「しまった！」

　麻奈は叫ぶが、もう間に合わない。

　一直線に飛ぶように走るテスカトリポカは、少女の姿と黒い影の姿の間で明滅する。鏡像の主たる本体を神座から失ったことで、安定して姿を保てないのだ。他ほかの鏡たちの幻像と姿を反響で補完しあいながら、そこに存在しようとする。いわば合わせ鏡の中に残った、最後の幻の姿となりつつあった。だが――。

「邪魔者を消して、すぐに取り戻せばいいのだ。人間などいくらでも摘つまめる」

　狙ねらうのはヒロかセシリアか。だが鏡の亡霊にとっては、どちらでもいいことだった。片方を殺せば、目の前の脅威は解除される。ただの影のようになって、亡霊は叫ぶ。

「さようなら！　さようなら!!　あたらしいくにのひと!!」

　だがヒロは自信を持って、突進するテスカトリポカの前に立った。

「そういうやり方は通用しない！　生者の法が許可しない！」

「死者の国ミクトランでほざけ！」

　テスカトリポカが叫び、存在そのものと化した黒曜石のナイフが、まさにヒロに届こうとした、その瞬間。天井――ヒロの頭上にあったあらゆるものを砕いてそれは落ちてきた。

　現れた何かは黒曜石のナイフを直撃すると、形を全く残さぬほどに、粉々に打ち砕いた。そして床に太い音を立て、突き刺さる。ナイフの後ろにいた小さな影は、何かの力を受けたかのようにはじき飛ばされ転がった。

　代わりにヒロの目前に、突き立ったそれが残される。

「カドゥケウス伝令使の杖！　なぜこんなところに!!　…………なぜ」

　麻奈は傷を押さえたまま、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。突き立つのは二重螺ら旋せんに溝の入った鉄の柱だった。カドゥケウス伝令使の杖と呼ばれたそれは、二つに分離。状況のよく飲みこめていないヒロの両腕に装着され、鉄柱の接続された左右の籠こ手てのようになる。

「……何だかよく分からないけど、この力だ。さっきから――」

　ヒロは籠手に覆われた左の掌てのひらを障壁に向けて差し伸べる。ヒロの指、手、そして腕は、障壁を浸食し中に沈み込んでいく。

「ああ、そうか」

　気がついたように言って、ヒロは一いつ旦たん腕を引き抜いた。そして握ったコブシを思いきり、見えない障壁に叩たたき込む。障壁は盛大な音だけをその場に響かせると、崩れ去った。

　驚いて目をドングリのようにしたセシリアに手を差し伸べる。セシリアは鉄のような籠手の表面に触れた。そして頬ほおに押し当ててみる。

「こんにちは」

　ヒロがそう言うと、セシリアはまたビックリした顔。だがすぐに「こんにちは」と挨あい拶さつを返す。そして「こんばんは」と言い直して、笑顔を浮かべる。

　ヒロは麻あさ奈なを振り返って言った。

「真ま名な辺べさん。俺おれ、魔法のコツ、掴つかんだよ」

「いえ――ナンかそれ、全然違いますから……」

　肩の傷を押さえたまま、片腕で体を起こして、麻奈は言った。

　言いながらも、分からなくなってくる。

「……なんてことだ。どうやら暁の光を待つまでもない。夜空と星の神、大勢は決しました」

　よろめきながら立ち上がった敵に、そう告げる。だがテスカトリポカは叫んだ。

「まだだ！　勝ち誇るな、小娘が!!」

　その人としての姿がぶれたかと思うと、影のような輪郭がどんどんと膨らんでいく。大きな口と鋭い牙きばを持つ、巨大な肉食獣への変へん貌ぼう。

「どうして。やられて、前より強そうになってない――？」

　驚くヒロに、麻奈が答える。



    

  
    
      



    

  
    
      「我々の望んだ無む茶ちやの、リバウンドが来ています。――自然現象は止められない」

「リバウンド？」

「三百年分の魔法が解けた反動ですよ。倒れる寸前の独コ楽マと同じです。全体として勢いを失いながら、中心となる芯しんは暴れ回る」

　その説明は、ヒロにも感覚的には理解できた。

　周囲から何か、目に見えないものがここへ集まってきている。そして目の前の化け物の体は、急速に膨れあがり始めていた。テスカトリポカだったものは、吼ほえる。吼こう声せいに雑音が混じり、もはや生物とは思えない轟ごう音おんへと変わった。自分の力、周囲から流れ込む力で、なおも膨れあがりながら。

『新たな王を、新たな月を取り戻す――。それで！　我が姿は復活する!!』

「無理だ――」

　ヒロは吐き出すように言う。勝ち負けの問題ではない。これはもう、消えていくものだ。



　現れたのは巨大な獣――黒い豹ひようの姿をしていた。豹といってもすでに象の大きさを超えており、まだ膨張を続けている。そして獣はついに、地を蹴けった。

　だがヒロはこの危機に、ほとんど反応できなかった。格闘というものに対するセンスがない。頭ごともぎ取ろうと伸ばされた爪つめを見て、ようやくかばうように腕を上げる。

　しかしその反応に合わせて、カドゥケウス伝令使の杖は勝手に動き出した。両腕の籠こ手てに接続された螺ら旋せん溝こうの鉄柱――ローラーが回転を始める。両者が接触する鈍い騒音。

　明らかにはじき飛ばされるはずだったヒロは、全くの無事だった。逆にテスカトリポカの巨大な前脚の方が、ローラーに触れただけで螺旋溝に削られ、消滅していく。

　ついにはローラーが肘ひじの根本まで巻き込み始めたのを見て、巨大な肉食獣は後方へ飛びすさった。

『何だ、これは……！』

　失った腕そのものは、流れ込む魔力ですぐさま再生される。だが原因不明の状況に、怪物は攻めあぐねる。まだ立ち上がれないでいる麻あさ奈なは、ヒロに叫んだ。

「相手は動揺しています。すぐに反撃を！」

「いや――反撃って言っても、使い方までは」

「使い方？」

　麻奈は笑うように言い返した。

「それは冠ケテルの意志そのものが、具現化した姿。王国ダアードマルクートが与える王の意志そのもの。――王に逆らったり王を試すものではありません。あなたには最初から使いこなせる。ただ為なすべきことを成すための実行装置こそが、神器！」

　ヒロは大きく息を吐き出し、吸った。

　やるしかないのだ。できるかできないかというヒロの都合は関係ない。

　再び詰め寄った肉食獣に、今度は自分も積極的に動いて合わせた。

　一撃、二撃を両腕で防ぐ。

　少なくとも防御に関しては鉄壁だと、確認できた。ヒロの方はガードさえできれば、ローラーが勝手に相手の手足、そして牙きばを削る。

「両手持ちのトンファみたいに使えばいい……？」

　もちろんヒロ自身は、実物に触れたこともないような武器だ。だがカドゥケウス伝令使の杖の方は、ヒロの求めることに確実に答えた。

　――何とか行けるのか。

　再び距離を取ろうとした敵に、今度はヒロが追いすがる。途端にヒロの体は前に押し出された。腕に羽根――いや推進器がついているかのように、どんどん勝手に加速していく。

　――もしかして飛べる？

　そう思った時には、ヒロは飛んでいた。

『迂う闊かつな――』

　憎々しげに叫んだテスカトリポカは、大きく口を開きヒロを飲みこんだ。だがヒロはローラーの回転で、口の中から相手を輪切りに削る。巨大な豹ひようの内部から、頭部を削って弾はじき飛ばした。脱出したヒロは、全く無傷のまま地面に降り立つ。

　気がつくと螺ら旋せん溝こうのローラーは、いつの間にか拳こぶしより前に展開されていた。そしてまた元のように、肘ひじの方向――後方へ折りたたまれる。

「……防御が後、攻撃が前。あと空も飛べる」

『その小さな身で、どれほどのものだ！』

　もはやテスカトリポカは、生き物の形を取ることをやめた。なくなった頭に代わって、新たに何本もの長い首が生えた。

　黒々とした大蛇の頭。それが一斉に、ヒロを襲った。

　しかしヒロの体はカドゥケウス伝令使の杖により、後方へ跳んだ。常人離れした回避能力を見せつける。

　もはや杖つえはヒロの体の一部となっていた。いやそれだけでは説明できない。思考そのものの一部を、杖と共有している。

　そう感じた瞬間に、杖が主たるヒロへ、新たな危機の発生を告げた。



「――神殿が中から潰つぶれる？」

　ヒロが呟つぶやくのと同時。テスカトリポカが体中から生えた大蛇を、四方八方に伸ばした。

壁を割り、天井を崩して、巨大化する身体の邪魔を取り除く。

「ヒロ！」

　崩れる建物の中、ヒロはまずそばにいたセシリアの手を取った。そのまま彼女を軽々と抱きかかえると、床スレスレを高速で飛ぶ。今では大木ほどの太さになった大蛇の首が、二人を襲った。それをかいくぐり、麻あさ奈なの元へ向かう。

　だが動けない麻奈は、「来るな！」と叫んだ。直後、膨らんだテスカトリポカの体に、押しつぶされる。

「――！　真ま名な辺べさん!!」

　先ほどまで麻奈がいた床に、多量の血が飛び散った。

　セシリアを抱えているヒロは、すぐに飛行の進路を上に変更。とっくに壊れた天井を抜け、神殿の上空に出た。すぐに隣、都庁の南棟に飛び移り、その屋上に降り立つ。そして麻奈のいた辺りを見下ろした。だがもうその場所すら、直接は見えなくなっていた。

　テスカトリポカの巨体は今や、元あった神殿と同じ大きさにまで膨らんでいる。首のない四足の獣の身体中から打ち振るわれる大蛇は、周囲の建物へも破壊をまき散らし始めた。

　大蛇の目が、ヒロたちを睨にらむ。ヒロは再びセシリアを強く抱きかかえると、今度は地上へ飛び降りた。降り立った広い大通りで空中制動をかける。アスファルト上に積もった細かい土や埃ほこりが、盛大に舞い上がった。

「――ッ！」

　さんざんに振り回されることになったセシリアは、苦しそうな呻うめきを上げる。ヒロが両手でしっかり抱えているとはいえ、衝撃はかなりのものだ。だがもう少し我慢してもらうしかない。

　今までヒロたちがいた南塔が、大蛇の頭突きで吹き飛ぶ。落下してくる破片を避けるため、ヒロは大通り上に浮いたまま、一気に後退をかけた。目の前に落下してくる巨大なコンクリート片が、次々と大通りの路面に穴を開けていく。

　ようやく石の雨が収まると、ヒロはセシリアを地面に下ろした。「逃げて」とだけ言って、再び空中を飛んだ。テスカトリポカ本体の高さ――元神殿のあった場所へと向かう。

　攻撃は無差別。今や西新宿は壊滅しようとしていた。深夜のビルが炎を上げて倒壊していく。そして一直線に近づくヒロへ、テスカトリポカの攻撃が来た。蛇の頭が宙を打つように襲ってくる。

「無意味だ……」

　ヒロは誰だれにでもなく、呻いた。麻奈の方が先に死んだのでは、契約が成立しない。

　そして彼女を巻き込んだのは、自分だ。

　向かってくる蛇の頭を左右のローラーで薙なぎ払はらい、また高速で空中を移動して避よける。

返す動作で切り刻む。

　決着だけは、つけなければならない。――ヒロは考える。

「さっきと同じ、これまでとも変わらないなら……」

　倒すべき本体――石鏡があるはずだった。ビルに立つ巨大な四足の体。その中に石鏡があって、それを破壊しなければならない。

　自分を追う攻撃を旋回してかわし、一気に接近。胴体腹側に回り込んでローラーを叩たたき込む。

　だがヒロが相手を切り刻むスピードと、相手の魔力暴走による再生のスピードは拮きつ抗こうした。一定以上に潜り込めず、表面を削っただけだ。さらに再生口には新たな蛇頭が生え、至近のヒロを襲ってくる。たまらず、敵の腹の下から飛び出した。

「――どうやって、敵の弱点を突く？」

　迷って守りに入った瞬間が、ヒロの隙すきだった。全すべての蛇頭が一斉に、空中のヒロを襲い始めた。ヒロの破壊を攻撃が上回った。次々襲ってくる長い舌と大おお顎あご。それをローラーで捌さばききれない。大蛇の大群の鋭い牙きばを、来る順に砕いているつもりだった。だがその向こうから、迂う回かいしてきた頭の一群がある。

　ようやくの回避はギリギリで成功せず、接触して空中で吹き飛ばされる。初めて受けた攻撃だったが、生身の身体からだではバラバラになりそうな衝撃だった。それに耐え、姿勢を立て直そうとしたヒロは、全く別のことに気がついた。場違いにも天を見上げる。

　この星空には、先ほど昇ったばかりの月がない。

　それは時の流れない、永遠の夜。

　全て、幻なのだ。

　――全て幻。

　気づいた途端火災は消え、倒れたビルは重力に逆らって起き上がっていく。おそらく麻あさ奈なもまだ、死んではいない。

　敵は目の前で人の命をなぶってみせることで、優位に立てると考えたのだ。大勢が積み上げた真実が、嘘うそで塗り替えられようとしている。そのやり方に、怒りを覚えた。

　それでは霜そう夜やが消えていった意味がない。

　――死さえもが冒ぼう涜とくされている。

「お前は！　まだ偽物で人を騙だませると思っている！　神が持っていい浅ましさか!!」

　夜空の真ん中で、ヒロは叫んだ。

　その激情に、神器は答える。ヒロの身体は凄すさまじい加速で、敵に向け押し込まれていく。敵の真ん中を一直線に目指していた。攻撃を避よける意志がない。

　自分が何をやろうとしているのか、それとも神器にやらされているのか。

　意志が混じり合って分からなかったが、任せる。

　大蛇たちがヒロの接近を防ごうと、次々に進路をふさぐ。だが神器は防御のために動かない。籠こ手て同士が背後に回り、左右のローラーが背で一本に結合される。

　――こんな風に！

　長い一本となったローラーは襲いかからんとする首を、振るった剣のごとく連続して斬きり飛ばした。一直線に道が開かれる。加速は切れたが、まだ勢いはそのまま。そしてその長いローラー、螺ら旋せん溝こうの鉄柱の先には、鋭い切っ先があった。

　ヒロはその切っ先を進行方向、もはや守るもののないテスカトリポカの本体に向けた。

　頭を失った、うねるばかりの大木のような首の群れ。その付け根に、神器の切っ先が突き刺さり埋まる。ヒロは叫んだ。

「そのまま行け！」

　突き立てられた神器の切っ先は回転しながら押し込まれ、身体の内部に向け大穴を開けた。決して血の出ない体を突き進み、あっという間に貫通する。反対の側から飛び出したヒロの右腕――その長い螺ら旋せん鉄柱の切っ先には、貫かれた石鏡があった。

「沈黙しろ、人に造られた人を害するもの！」

　ローラーは唸うなりを上げて回転速度を増す。石鏡は粉々に砕け散った。



　まるで泡の塊が割れるように、真っ黒な獣の体は崩れ去っていく。そして全すべての幻もまた、水に溶けた絵の具のように崩壊を始めた。

　神殿の跡地に現れたのは何もないセメントだけの、まだ作りかけの床。その上にたった一つだけ残っているものが、循環する水でできた水鏡の球だった。

　その水球がようやくといった風に、弾はじけて割れる。中には杖つえに寄りすがった麻あさ奈ながいた。

　最後の最後で一種類目の技――この水鏡の結界が、麻奈自身の身を守った。どれほどの巨体を持とうとも、テスカトリポカは鏡の境界を越えられなかったのだ。

　麻奈が空を見上げると、細かく砕かれた黒曜石が、雨のように降ってくる。完全に無害な大きさまで砕かれた黒曜石は、東京の夜景の白い光を反射し、まるで雪のようだった。

『なぜだ……』

　麻奈の周りに落ちて転がる小石には、まだ人格が宿る。小さな欠片かけらに映った人の影。テスカトリポカの最後の呻うめきに、麻奈は答えた。

「なぜとは、何がですか？」

『なぜ皆、去っていってしまうのか……。我が主あるじとなったものは、最初は必ず喜び、しかし結局は逃げ出す。王は王でいられず、入れ替えの身代わりを、生いけ贄にえを、――人ひと身み御ご供くうをさがす。私には理解しがたい。だったらなぜ、我々は人の手によって、この世に造られた？』

「この世界にあるものは、大抵出来損ないと、相場が決まっていますよ。自分だけが完かん璧ぺきなどと思わないことが、楽に生きるコツですね」

　そう相手に言ってみるが、何の慰めにもなっていない。少なくとも鏡の方は、納得していないようだった。

『生まれついての人間が、何ら努力をするということもなく、神の力を手に入れる。それは完かん璧ぺきな魔術の完成ではないのか……？　我々は完全だろう』

　頑固な鏡にやれやれと、麻あさ奈なは首を振った。

「だからといって、歩こうと思った時、周囲に壁があるなら、それは壊すしかないでしょう。――結局、どれほど完全で大切なものであっても、ね。あなたは不自由なんですよ」

『この完璧が不自由？　移り気な魔術師ならば言いそうなことだ。だが我らが女王であったセシリアは、完全だった。死の覚悟を持った巫み女ことして、神に迎え入れられたのだ』

　――彼女は愛されていたのだな、と麻奈は思った。

　自分には縁遠い感情の持たれ方だ。

「それで？」

『……我々は彼女に、ただ万能の力を与えた。このどこに、不満や欠陥の発生する余地がある！　これは完全だ。なぜ自らを破壊するような、破滅的な行動に出る!!　――世の汚れに触れるうちに汚染され、女王は変わってしまった……何たる恥』

「恥と言われてもね。最初から世界が不変なら、そもそも魔術は必要ない」

　麻奈はうまい言葉がなかなか見つからず、困ったように大きくため息をついた。

「……人間ってのは変わっていくわけじゃない。立ち止まることが、できないんです。それはとても悲しいことでね。だから足の歩みをますます速める」

『愚かしい。……それは加速する自滅であり、自殺だ。破壊的で野蛮な営みでしかない』

「その通りだと、私も常々思いますよ。ただ――」

　崩壊していく古いにしえの『王国』に、麻奈は優しく言う。

「この日本にも昔は四季があったそうです。移り変わるそれはね、どうやら酷ひどく美しかったらしい……。その尊さは分かるでしょう？」

　周囲を空間として覆っていた幻は、もはや完全に消え去ろうとしていた。神殿は消え、辺りは見はらしのよさだけが取とり柄えの、つまらない工事現場の姿に戻る。日はまだ昇っておらず、しかし空は明るくなり始めていた。その光が、暗い床に散らばった鏡を、同じ色に染め上げる。

「尊さが、分かるはずだ。なにせ《美》の判定は、今も昔も鏡の役目ですから――」



    

  
    
      
終章





　朝になり自宅に戻ってきたヒロは、たった一人のこの家で、途方にくれていた。

　事件の処理自体は、おっとり刀で駆けつけた无耶志国ムサシノクニが行うことになった。

　そもそもがただの高校生であるヒロたちに、できることはあまりない。麻あさ奈なとセシリアは彼らに連れていかれたが、事情を訊きくだけということだった。

　麻奈が『カドゥケウス伝令使の杖』と呼んでいた――武器だか何だかよく分からないものは、必要がなくなったら消えてなくなっていた。

　ヒロが必要とすれば、また現れるような気もする。だが、すぐにそれを試す気力は、もうなかった。

　現地で腕のケガの治療だけ受けたヒロは、すぐさま律りつが足止めとして留とどまったビルへと向かった。

　律は無事で、ケガらしいケガさえないようだった。その場に残っていたのは砕けた黒曜石の破片ばかり。律に改めて礼を言うと、ヒロは酷ひどい有様になってしまったビルの階段を上り、屋上へ向かった。

　霜そう夜やの欠片かけらを――ヒロがそう思ったところで、現場を調査する无耶志国ムサシノクニの大人おとなに見つかり、つまみ出された。どうにか拾うことのできた霜夜の欠片は一つ。それで諦あきらめるしかなかった。手を切らないように胸ポケットに入れ、極力触らないようにして持って帰ってきた。この欠片は土に埋葬しようと、ヒロは考えていた。

　事件の結末に、ヒロ自身不満はなかった。スッキリとした気分でいる。

　少なくともそうであるべきだと思っていた。

　よく分からないが、鏡たちもまた必死だったのではないかという気がしていた。

　彼らもまた己の身に不自由を感じ、それぞれの方法で壁を乗り越えようとして戦った。

そういうことなのだ。

　だがやはり、帰ってきて誰だれもいない家を見て、ヒロは酷い喪失感に陥った。その落ち込みを、今は隠す必要がない、――隠す相手がここにはいない。だから床に座り込み、素直に落ち込んでいた。

　そしてこの家も、もうヒロの家ではない。最低限の荷造りをして、出ていく準備をするべきだった。そういう約束だった。

　玄関の戸の開く音がして、二人分の足音が入ってくる。

　霜夜――ではない。ヒロが億おつ劫くうな気分で振り向くと、入ってきたのは真ま名な辺べ麻奈と、セシリアだった。

　麻あさ奈なは肩に真新しい包帯をし、セシリアは民族衣装のままだった。もし電車に乗って帰ってきたのなら、さぞかし他ほかの乗客の目を引いただろう。

「……荷物まとめるの、もうちょっとだけ待って」

　力のない声で、ヒロはそう言った。逆に麻奈が訊きく。

「出ていくつもりですか？」

「必然的に、そうならない？」

「家事は誰だれがやるんです？」

「？」

　ヒロは麻奈の言っている意味が分からず、黙ったまま麻奈を振り返った。

「……セシリア、やるよ」

　沈黙に耐えかねて、異国の少女がそう言った。しかし麻奈はダメダメと指で×ばつマーク。

「私はですね。立場はどうあれ、年長者には一定の敬意を払うつもりでいます。あなたが家事・掃除・洗濯・買い物をやるというのであれば、私もまた働かざるを得ない。それはどうにもマズい気がしませんか」

「マズイ……？」

　麻奈の理屈に、セシリアは口を△さんかくにパクパクさせる。ようやくヒロは、麻奈の言わんとすることが飲みこめ、顔を上げた。

「つまり俺おれと真ま名な辺べさん――とあとセシリアが、ここで一緒に住むってこと？」

「いえ。住み込みで働いてもらってもいい、と言ってるんです。全然違いますが？」

「でも、そもそも真名辺さんのご両親だって……。一体、普段どういう生活してるの？」

「私、親はいませんよ」

「そんな――ああ、何だか無神経なこと言ってゴメン」

「いえ、あなたもそうですから。同じ境遇で気づいていない人間は、学校にもかなりいますし。それが世界の姿です。大体、言いませんでしたっけ？　私が今まで部室に住んでたこと」

「は？」

　思わず聞き返す。

　そういえば校門の早朝当番だった律りつが、麻奈の登校を見なかったと言っていた。

　――こういうカラクリなのか？

　緩やかに調子が狂う話だった。

「えっと、学校の校舎で寝泊まりしてたの……？　いつから」

「入学以来、ずっとですよ。あそこはあそこで、魔術的にはいいスポットなんですよ。まあこの家もね、そんなに悪くはない」

　室内を見回す麻あさ奈なに、セシリアも自慢げに頷うなずいて同意する。何だかんだと言っても、この家の正当な持ち主はセシリアということになる。その彼女がヒロと麻奈の取り決めを許可するなら、それでいいのだろう。

「まあ、あなたが忙しいのも、最初のうちだけですよ。鏡の国は家事用に再生するつもりでいますし」

「再生？」

　勢い込んでヒロは訊きいた。それは聞き逃せない。一方の麻奈は、どうということもないといった顔で答えた。

「文字通り、私たちが割った魔法の鏡を、再生するんです。セシリアを軸に。もちろん国かみの形には組みませんから能力は制限されますが、その代わり無害だ。役に立ちますよ？」

「割った鏡も戻せるって言うなら、霜そう夜やは――」

「ソーヤは無理そう」

　セシリアは悲しそうに首を振った。

「大きな破片が一つ、いくらさがしても見つからなくて」

　ヒロは大きく息を吐いて、胸から石を取り出す。そしてはいつくばるように詰めより、それをセシリアにさしだした。ビックリして後ずさるセシリアに代わり、麻奈がその石――黒曜石の欠片かけらをつまむ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ああ、これで全部だ。立たつ木き霜そう夜やは復活できますよ。まあ何せ粉々ですから、時間はかかりそうですが」

　麻あさ奈なの言葉にセシリアも「ウン」と頷うなずいた。

「では私は一度荷物を置いてきますよ。いま空いてる部屋って、ありますか？」

「奥の間なら――」

　セシリアの言葉に麻奈は「そうですか」と荷物を置きにいってしまう。二人だけになった部屋で、セシリアはじっとヒロを見た。

「何かな？」

　彼女は遠慮がちにヒロのそばへやって来ると、大胆に抱きついた。そして鼻を鳴らす。

「ヒロの匂におい……」

　何だか霜夜の抱きつきグセそのままだった。

「――結局十二年かけて、迎えに来てもらったんだよな、俺おれ」

　セシリアは顔を上げる。その顔は無邪気でもあり、不思議そうな表情だった。

「なに？」

「昔のことだから、もう憶おぼえてないかな？　《大陥落》とかって、何か大事件があった日のこと。俺を『新しい月』として迎えに来るって、約束してくれたこと」

「？　セシリアたちは王を太陽と呼ぶよ。太陽で時をはかるし、滅びと復活を繰り返すのも太陽」

「……そうなんだ」

「それにヒロを霜夜が見つけたのは、《大陥落》の次の日だったよ。霜夜は日本語が分からなくて、ヒロと会話するの随分苦労したもの」

「……そう、なんだ」

　オウム返ししたヒロは、不思議な気分で首を傾かしげた。

　霜夜がヒロを拾って育てた――。その認識は大筋で正しい。だが夢の中の少女そのものは、セシリアやその鏡たちではないということだ。

「じゃあ、あの女の子は一体誰だれが――ただの俺の夢？」

　そうとも思えない。『新しい月』はごく最近まで、本当の意味を知らなかった言葉だった。ヒロの日常からは、出てこない。

　ヒロはもう一度、この誤解が発生した理由を思い返してみる。

　夢の少女のことは現実のことと思っていいだろう。麻奈が以前言った通り、ヒロ自身の記憶なのだ。そのことはこの一連の騒動で、はっきりしたし、大前提でもある。

　ではなぜ、セシリアと夢の中の少女を混同するという思いこみが起きたか。それはセシリアたちがヒロのことを『新しい月』と呼んだ――という思いこみがあったからだ。

　だが実際は一度も、霜夜やセシリアはその名でヒロを呼んでいない。彼をその名で呼んだのは――

「学校の部室にある荷物も、こちらに移していいですか？」

　そう言いながら戻ってきた麻あさ奈なの表情を、ヒロは考えこみながらジッと見る。

「……何ですか？」

　視線の意味が分からない麻奈は、鬱うつ陶とうしそうに言った。ちょっとイヤな感じである。

　だからヒロはこの謎なぞを、もうしばらく取っておこうと思い直すことにした。

　ほったらかしをくらったセシリアだけが、抱きついたまましきりに首を傾かしげていた。



　そんな感じで三人の生活が、なし崩し的に始まってしまった。

　不自然な家族の形、とヒロは最初こそ思ったのだが、意外と簡単に慣れてしまった。

　テスカトリポカを構成した鏡は、全すべてヒロたちの所有となっていた。何か取り決めがあって、必然的にそういうことになるらしい。

　あととりあえず取り上げられていた霜そう夜やのギターは、ヒロの手元に戻ってきた。さすがに銃や弾は取り上げられたが、これはまあヒロにはもういらないものだった。

　麻奈とセシリアは鏡像国家の再生に取りかかっている。すでに鏡たちの一部は、試験的に稼働を始めた。そしてヒロがする家事の一部を、セシリアの姿で手伝ってくれる。時々本物のセシリアだったりするので、ちょっと気を抜けない。

　この魔法の鏡は応用範囲が広く、他ほかにもいろいろできるそうなので、近々試すと麻奈は言っていた。

　霜夜については修理に少し時間がかかるとのことだったが、麻奈が言うには、本当に大丈夫らしい。学校は長期休暇という扱いで、届け出を出してある。元通りに直れば、学校にも復帰する予定である。

　長な川がわ律りつは相変わらず、麻奈の更生に張り切っていた。ひとまず彼女に今の生活が見つかると、誤解を招きかねない。当分隠すべきというのが、この家で生活する三人の、共通した見解だ。もっとも律はヒロや麻奈、それにセシリアの居場所を探知できる能力があるらしいので、いつばれるかと冷や冷やし通しではある。

　この事件を通じてヒロの世界は全く変わってしまった。しかしどうにか、これまで通りやっていけそうな感じだった。

　一つ困ったことといえば、麻奈が部室にある多量のガラクタを、家に持ち込んだことだ。だが今のところ、我慢できないほどではない。あと二ヶ月くらい経たつとヒロの寝るところがなくなりそうだが、まあその時に考えればいい。

　そんなわけでヒロの『王国』は、今のところ何とか平和にやっている。





　一九九四年十二月。

　後に《大陥落》と呼ばれる事件があった。

　一般市民に三百万人近い犠牲者を出したこの暴挙は、さらに二千万人が死亡する可能性があった。この状況に当時の日本政府は、国土移動を断行。

　有史以来の強力な魔術発動により、日本列島全体を南方に７・５度、東方に10度移動させ、東京都心の消滅を回避した。

　この努力の結果、人的被害は最小限に抑えられた。だが失ったものもまた大きい。

　――多くの者は自覚せぬまま、あらゆることが変わってしまった。

　旧・東京地点の空間消滅の結果、日本列島はその地形的外観を円環状に変えている。またこれに伴い、地上イエツラーにおける日本の各地は、地球上での座標を完全に狂わすことになった。

　これまで地上に穿うがたれていた魔力の穴は全すべてふさがり、あらゆる霊域は事実上消滅。千三百年続いた全ての魔術は、効果を失った。

　三種の神器もまた失われた。日本という国は魔術上、消滅したのである。

　各地は一度小国に分裂するしかなく、しかし現在では速やかかつ穏やかに、新たな統合へと向かいつつある。

　空間消失地点に浮かぶ六隻の棺車カタフアルク、《スノー・クリスタル》と名を変えた空中要よう塞さいは、旧・東京地点――現在の九州・北海道海峡の上空に今も浮かぶ。



　これに対しては隣接する各地から監視が行われているが、全ては十二年の間、沈黙したままである。



　二〇〇六年四月。

　後の世界にとって重要な意味を持つことになる奇妙な小王国が、誕生していた。

　その後もこの国は奇妙な立場で奇妙な歴史を、この世に刻んでいくことになる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ここでは本作品内に登場する魔術の、最も基本的な理屈について説明します。

　まず今回のお話では、魔術とは全すべて『生命という力』のコントロールである、という解釈になっています。

　実は、ありとあらゆる生命＝生物は、とても単純なゲームのルール上で、活動を行っています。すなわち『ある環境』において、『資源・食料』を得ることで『増殖』し、『存続』していくこと。『存続』そのものがゲームのクリア条件になります（クリア条件を満たせなかったものは、すでに絶滅してこの世にありません）。

　そしてこのゲームの攻略法を、昔の（広い意味での）魔法使いたちは考えました。その結果、攻略法がわずか四つしかないことに気づいたのです。

　一体、どんな四つだったのか？

　シンボルとしてトランプの四つのマークを置いて、説明してみたいと思います。



クラブ‥『増殖』

　仲間の数を増やすことで労力や危険を分散し、仲間全体で見た実効力や存続できる確率を増やす攻略法です。『数は力』という最も単純で強力な方法になります。増殖速度が勝敗の分かれ目ですが、うっかり自分たちで食料を食べ尽くしてしまう欠点があります。このため仲間の数を自ら減らす、自殺システムとセットで運用されることもあります。



スペード‥『競争』

　食料をより効率よく集める、ライバルを食料基盤から排除することをテーマに、他ほかのグループに打ち勝つという攻略法です。食料の消費も計画的になり、安定します。しかし足並みが揃そろわないと仲間同士ですら食料の奪い合いが起こり、逆に効率が下がります。またこの競争は『食料の限界』というそもそもの問題を解決しません。したがって『ある環境』全体を見た場合、これは不毛な闘争となる場合があります。



ダイヤ‥『移行』

　競争に敗れ食料を得られなくなった生物は、他の食料を目指して脱出します。すなわち移動して新たな地を目指すか、食料の種類そのものを変えます（これを実行するため、生物は安定して変異種を作り出す構造＝進化能力を持っている必要があります）。要するにどんどん分散するという攻略法で、土地からの大脱出や種としての飛躍が起こります。しかし成功率は一般的に低く、不安定で中途半端な状態です。



ハート‥『順応』

　新環境へ進出した生命は、そのままだと不安定な存在です。そこで不安定さをなくすための適応競争が始まります。同じ食料基盤を元手に、より多くのことを実行できるようになるのが目標です。先の『移行』を進化とするなら、この段階は定住のための退化、ムダの排除になります。負けにくいですが勝ちにくい攻略法で、生命は停滞していきます。



　以上のように四つの攻略法があり、それぞれ一長一短があります。

　また『増殖』攻略法の短所を補う形で『競争』攻略法が現れる――という風に、攻略法には前後の順序が発生します。最後に説明した『順応』攻略法も、停滞が始まると最初の『増殖』攻略法が再び効果的になるという前後関係を持ち、順序は一周します。

　このようにして四つの攻略法でできた輪を、《ウロボロス・リング》と呼びます。

　さて。

　人間は複雑な生き物ですが、ゴハンを食べて子供を作るという事情は、微生物やダンゴムシといった他の（単純な）生命と変わりません。人類の長い歴史もまた、《ウロボロス・リング》に対応しながら、続いてきたことになります。



クラブ‥『増殖』→『王』

　人間も食料や土地がたくさんある時は、人々を集められる『増殖』攻略法を考える人が力を持ちます。これが『王』と呼ばれる存在です。



スペード‥『競争』→『騎士』

　しかし人が増えすぎ、食料・土地が足りなくなり始めると、奪い合いの混乱が起きます。この混乱に『増殖』攻略法では対処できません。そこで新たに『競争』攻略法を得意とする人々が力を持ち、法や身分制度を整理。頑張った人（有力者）の順に、効率的に食料の分配を行います。この法の番人たる人々が『騎士』で、その頂点に君臨するのが皇帝です。



ダイヤ‥『移行』→『魔術師』

『競争』は徐々に熾し烈れつになっていきます。そうすると「何かおかしくないか？」と考える人たちが登場します。『移行』攻略法を得意とするこれらの人々は様々な研究を行い、その問題点と解決策を示します。これが科学者の前身である『魔術師』や商人、そして国を旅立つ冒険者たちとなっていきます。



ハート‥『順応』→『司祭』

　しかしここでまた問題が起こります。人々は『移行』攻略法で示された選択肢が多すぎることに、困惑するのです。おまけに今までとは違うことを行うので、当然リスクも発生します。道は示されたのに、やり遂げる人がいません。ここで新たに力を発揮するのが『順応』攻略法を得意とする人たちです。彼らは広い意味での『司祭』として、未来を信じ困難に立ち向かう開拓者となります。



　やがて『司祭』たちの力によって安定がもたらされると、再び人が集まり始め、その中から新たな『王』が誕生します。



　大古の微生物発生から未来の人類宇宙進出に至るまで――。生命史の全すべての運命は《ウロボロス・リング》の組み合わせで表現可能です。

（具体例として日本では、社会変化のウロボロス・リングが『クズネッツ波』と呼ばれる経済循環に対応して出現しています。これは約二十年かけて一周する輪です）

　この生命の知を整理した魔法使いたちは、過去と未来を占う術を得ました。しかし彼らは考えました。

「四つの攻略法にはそれぞれ欠点があるから不完全だ。どうしよう？」

「四つ一緒にして欠点をカバーしたら？」

　――こうして四つの不完全な『生命の力』を一つに合わせ、『完全なもの』を作り出すための術、『魔術』が誕生したのでした。



    

  
    
      
あとがき



　読者のみなさま、はじめまして。もしくはお久しぶりになります。伊い都と工こう平へいです。

　実はこの本を書く前、ある仕事でアメリカ建国史を勉強する機会がありました。そこでいろいろ不思議な発見がありまして。『国』って、人と土地があれば勝手にできるものじゃないんだなと。――当たり前のようでいて、でもなぜ当たり前なのか？

　そこで今回の作品は『学校の部室に建国！』という、景気のいいお話になりました。

　主人公は能力不足の若き王。それに魔法使い（というか軍師）がつくという、王道パターンでのスタートです。

　さらに普通だとばかり思っていた同級生の、変な実態が明らかになったり。

　今後もあちこちから英傑が集まり、変な技で戦ったり、喧けん々けん囂ごう々ごうの交渉を行います。

　そして見え隠れする巨悪の存在！　今はまだ顔見せだけですが、日本はピンチです。

　――これらのモチーフを一つに繋つなぐテーマが、『魔法』もしくは『魔術』になります。

　この本で言う魔術は『対生物汎はん用ようシステム構築論』とかそういうカンジでして。うまくシステムを作り上げると、いろいろな魔法が発動するという仕組み。

　……そう言うと何だか小難しく聞こえますが、アレです。

　皆さんは子供のころジャンケンで、グー、チョキ、パーの同時出しみたいな手ってなかったでしょうか？　三つを同時に出しているので絶対勝ちという、しょうもない手です。

　しかしもし『全すべての勝負事をジャンケンで決める国』があったとしたら、この手を出せる人は必ず勝利が約束される存在です。神さまとか魔法使いとか呼ばれているでしょう。

　もちろんそんなのはルール違反なわけで。ではどうするか？

　答えは簡単。三人で密かにチームを組み、別々の手を出すよう示し合わせるわけです。

あいこが続いても絶対同じ手。するとチームの中の誰だれかは、絶対最後に勝ちます。

　こういうことが日常生活や人間、人間以外の生物、国家や経済ならばどうなるか？　どんなルールがあってどんな出し手があり、どうやって同時出しするか？　それを考えるのが、この作品で言う『魔術』となります。

　さて、今回建国となったヒロの国には、ようやく四人が集まりました。しかしこれは最低限の人数。いわゆる『外向きの柱』と言われるものが、ギリギリ埋まったところです。

　最終的には七人集め、ようやく国造づくりの完成となります。この流れに加え、次巻では律りつの師匠の正体や、麻あさ奈なの野心とは何か？　について迫ります。こちらもお楽しみに。

　最後になりましたが挿絵担当の巳み島しまさん、華やかさのある絵をありがとうございました。こちらも想像力をかき立てられます。さらに担当編集の笹ささ尾お氏にも感謝を。段取りが悪い筆者ですいません（いやホントに）。ありがとうございました。

　それではみなさま、また次の本でお会いしましょう。

伊都工平



    

  
    
      　著者

　伊都工平（いと・こうへい）

　　１９７５年11月生まれ。

　　兵庫県出身、神奈川県在住。

　　著書に『第61魔法分隊１～５』『天槍の下のバシレイス１，２』（共に電撃文庫）など。



　イラスト

　巳島（みしま）

　　（前回までのあらすじ）絵描きになりたての元エンジニアの巳島君、コーヒーとトマトジュースを主食に、エンジニアリングとイラストレーションの共通点に思いを巡らす日々を送っていた。そこで彼は恐ろしい発見をするのだが、それは……。

　　http://q-orbit.jp/
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